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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ




　目　次







プロローグ　『追いかける背中』


第一章　　　『別たれた者たち』


第二章　　　『向かう者。願う者。祈り続ける者』


空章　　　　『蒼碧』


第三章　　　『邂かい逅こう、そして』


第四章　　　『いま巡めぐり会あう』


終章　　　　『空白洗礼』


エピローグ　『だから少年は塔とうを目指す』







　あとがき








[image: ]







　プロローグ　『追いかける背中』







　剣けん戟げき。


　朝あさ陽ひが地平線を照らすと時同じく、それは始まった。





　自らの背せ丈たけにもならぶ大剣を両手で構え、二人の少年が同時に駆かける。


　足あし下もとに砂すな煙けむりを巻き上げる踏ふみこみから加速。勢いは既すでに二歩目で最高速に達し、旋つむじ風かぜさながらに全身をねじって大剣を真横に振ふりかざす。


　それは単なる膂りよ力りよくだけにとどまらない。足から膝ひざにかけての重心移動、腰こしから肩かたまでの回転運動、肩から腕うでまでの遠心力──全すべてを切っ先に乗せた一いち撃げき。


　ギィッンッッッッッ！


　短く、だが鋭するどい音が空気を切り裂さきながらこだまする。大剣と大剣が正面からぶつかり、その反動で少年二人の身体からだが後方へと弾はじかれた。


「……っ！」


　わずかに漏もれる呼気。


　衝しよう撃げきで後方に流れた剣けん先さきを制せい御ぎよし、再び同時に振りかぶる。銀ぎん閃せんと銀閃が重なり、再び奏かなでられる剣けん響きよう。


　続けざまに、そして際限なく続く剣戟とともに、剣の鍔つば迫ぜり合いも止まることを知らない。十回が二十回となり、二十が五十、五十が百となっても終しゆう焉えんは見えなかった。


　そして──


　空に青を描えがく朝陽が、いつしか赤を描く夕陽へと変わる頃ころ。


　ざくっ……


　地面に刀身を半分ほど沈しずませる大剣。


　その柄つかから手を離はなし、少年の一人が仰あお向むけに倒たおれこむ。


「……………………」


　疲ひ労ろうを色いろ濃こく映しだす瞳ひとみで空を眺ながめる少年。眩まぶしい銀ぎん髪ぱつは土つち煙けむりにまみれた砂色に、訓練用であろう質素なシャツは無数の鉤かぎ裂ざきが刻まれていた。


「…………」


　放心した様子で、ただただ荒あららげた息を繰くり返すだけ。


　と。


「終わりか？」


　そんな少年を見下ろす人ひと影かげ。


「終わりなら終わりと言ってから倒れるといい。罠わなかと思って攻こう撃げきするところだった」


　見下ろす側の少年が、ふっと口の端はしをつり上げる。


　額や首筋といった各所から滝たきのような汗あせを流しながらも、こちらのシャツにはたった一つの傷もない。日の出から日の入りまで、あれほどの激げき闘とうを繰り広げていながら、だ。


「………の………ク……っ……！」


　倒れた側の少年がぼそりと呟つぶやく。


「なんだ？」


「…………このクソ兄貴……」


「黙だまれ」


　倒れた少年の頭を容よう赦しやなく蹴けりつけて、不敵に笑う銀髪の少年。


　倒れた側と見下ろす側────どちらも銀髪碧へき眼がん、鋭えい利りで端たん整せいな相そう貌ぼう。十代前半の少年ながら大人の背丈に近い長身まで生き写しである。


「…………なんで……兄貴の方が強いんだ……？」


　奥歯を嚙かみしめて漏らす弟。


「だって……俺よりちょっと生まれたのが早いだけ……なのに」


　そう、生まれたのがわずかに早かっただけ。


　なのにこの差はなんだ？


　何度挑いどんでも、どれだけ特訓しても縮まらない技量の差。挙げ句の果てに破れかぶれで特とつ攻こうした結果がこのざまだ。


「弟に負ける兄がこの世にいると思うか」


　したたり落ちる滝たき汗あせをぬぐう兄。


「……意味わかんねーよ。んなのいくらでもいるだろ」


「そうだな。俺も単に言ってみたかっただけだ」


「このっ……クソ兄貴」


　全身疲労の身体にむち打って、かろうじて上半身だけを起こして地面にあぐら座り。


「まだやるか？」


「…………今日のところは見み逃のがしてやる」


「生意気。凹へこまされた側が言う台詞せりふじゃないな」


　ぽかん、と頭を殴なぐられた。


「もう俺も行くぞ。早く行かないと隊長にどやされる」
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「……いつ戻もどったって怒おこられるくせに」


　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアの中心にそびえる、天へと繫つながる塔とう──『天結宮ソフイア』。


　兄は塔の護ご士しとして活かつ躍やくする身だが、こうして上司の目を盗ぬすんで居住区に戻り、弟である自分の修行に付き合ってくれる。そしてその度たびに、無断外出で怒られるらしい。


「そう、それだ。……今回は特に大目玉か？　もうすぐ昇しよう級きゆう試験だし、おとなしくしてろって言われたからな」


「千せん年ねん獅し？」


「気が早い。俺はまだ正せい護ご士しだ。次は錬れん護ご士しで、その次が千年獅。まあいけるだろうさ」


「……軽く言うんだな」


　五人の巫み女こにそれぞれ一人だけつく最強の護衛『千年獅』。浮遊大陸オービエ・クレアでも五指に入る武ぶ闘とうの達人。剣けん術じゆつ、体術、銃じゆう術じゆつ、鎗そう術じゆつ、あらゆる武術において浮遊大陸オービエ・クレアでも並ぶ者なき領域にたどり着いた者だけが選ばれるとされる。


「だって千年獅って言えば……」


「大したものじゃない。もうなったも同然だ」


　兄の癖くせだ。達成困難なものほど軽く言ってのける。


「──レオン」


「ん」


　不意に名を呼ばれ、目をぱちくりと瞬またたかせた。


「そろそろいいぞ、天結宮ソフイアに入宮して構わない。俺が許可してやる」


「ホントか!?」


　ずっと思い描いていた夢だった。


　兄と同じ所属に、兄と同じ護士になって活躍したい。


「まぁ、いまくらいの実力なら教官のしごきにも耐たえられるだろ」


「……見てろ、一いつ瞬しゆんで追いついてやる」


「正護士か？　お前が正護士になる時にはだな、俺はとっくに塔の頂上だ」


「千年獅？」


「それは五人の巫女につく専属護衛パートナーだな。護士の階級は、もう一段『上』がある」


　すっ──と人差し指を空へと向ける兄。


「『主しゆ天てん』。塔にたった一人しかいない、皇おう姫ひの専属護衛パートナーが残ってる」


「……ああ、それか」


　聞き慣れた兄の宣言に、レオンは苦く笑しようを隠かくす気にもなれなかった。


　──本当にあるのかどうかもわからないってのに。


　天結宮ソフイアの主あるじである皇姫と同格の存在だから『主天』。なにしろ誰だれ一人ひとりとして公式に上り詰つめた記録のない階級だ。誰もいないはずなのに、しかし天結宮ソフイアの中央コンピュータでは確かに階級が用意されているという。


「兄貴は好きだな、そういうの」


「目標がなきゃ面おも白しろくないんだよ、目標がなきゃ努力することを忘れそうだ」


　大剣を担かつぎ、背を向ける兄。


　……背丈もうり二つのはずなのに。


　……夕陽の方へと歩いていく兄の背中は、なんだかとても大きく見えた。








　それから時は流れ──


　いつしか弟は兄の歳としに並び、そして超こえた。








　天結宮ソフイア２７３階、千年獅専用フロア。


「…………レオン」


「ん？」


　肘ひじのあたりをゆさぶられ、レオンはぼんやりと薄うす目めを開けた。


「…………平気？」


　心配そうに見つめるのは、着物調の法衣を羽織った幼い少女。


　春蕾シユンレイ・ピア・ヌクレネン──自分が専属護衛パートナーを務める、巫女の第四位。わずか十六歳という年ねん齢れいで巫女となった才能あふれる少女だ。


「…………瞑めい想そう、普ふ段だんよりすごく長いから」


「……あぁ」


　回想に耽ふけっていたことを思いだして苦笑する。


「悪かった、少し考え事をしてただけだ」


「────うん」


　そう言ってやるだけで心から安あん堵どしたように微笑ほほえむ巫女。


　こんなにも幼く儚はかない少女が、浮遊大陸オービエ・クレアを守護する結界を支えている。だからこそ彼女たちを守る千年獅がついているというのに。


「反省、だな」


　千年獅が巫女に気を遣つかわれてしまっては元も子もない。


　……それに。


　……こんなんじゃアイツに合わせる顔がない。


　無言で立ち上がり、鏡さながらに磨みがき上げられた床ゆかを見下ろした。


　青あお錆さび色いろに塗ぬられた対衝撃板。床だけではない、壁かべ、天てん井じよう。ありとあらゆる場所に対熱・対衝撃を兼かねた金属プレートが貼はりつけられた訓練フロア。


　離れていろ。目線で春蕾にそう合図して、自分は逆に彼女から一歩遠ざかる。


「────」


　二重構造の鍔つばがついた大たい剣けんを握にぎりしめる。大人の背せ丈たけを遥はるかに凌りよう駕がする規格外の大剣は、レオンの体格と筋力から精密に設計された専用剣である。


　その大剣を振ふり上げ、そして振り下ろす。


　全力で。


　あの時見た、兄の剣を再現するつもりで。


「…………」


　旋せん風ぷうを巻き上げて輝かがやく剣けん閃せん。音も大気も置きざりに、ただただ迷いなく振り下ろす無意無心の一刀。


　が──


「レオン？」


「……遠いな」


　ぽかんと首をかしげる春蕾の見ている前で、レオンはわずかに苦笑した。


　まだ遠い。


　遠いどころか、あの時よりもさらに差は広がっている。





〝目標がなきゃ面白くないんだよ、目標がなきゃ努力することを忘れそうだ〟





　……目標。


　……俺の生しよう涯がいの目標はいつになっても兄アイツか。


　どれだけ腕うでを上げても、記き憶おくにある兄は自分より必ず一歩先を行っている。記憶とはそういうものなのだろう、時が経たつほどに理想化されて、到とう底ていいまの自分では敵かなわない。


　いまはもう、いない兄。


　部隊の仲間をかばって疾竜ワイバーンの爪つめを頭部に受け、そのままはるか渓けい谷こくへ転落──結果、どれだけ待っても帰ってこなかった。


　……俺が兄あんたを超えられる日は、いつになるのかな。


　遠い兄の背中。


　悔くやしさと怒いかりと不ふ甲が斐いなさと、そして何より大きな憧しよう憬けいをもって見つめた背中。


「……いいさ」


　大剣の柄つかに力をこめて、レオンはじっと天井を見つめた。


　天井を超えた先にあるであろう、塔とうの頂上を。


「理そ想こで待っていろ、今度こそ追いかける」





　この四日後。


　レオンは、その誓ちかいを再び思いだすことになる。




　第一章　『別たれた者たち』







　　　　１





　……静かだった。


　静かすぎて逆に鼓こ膜まくが痛くなるほどの静せい寂じやく。あらゆる生物が息を潜ひそめる真冬の雪山か、あるいはその真逆、痛々しく太陽が照りつける真夏の熱砂か。


　そんな過か酷こくな自然を連想させる静寂。


「…………」


　しかしここは、そんな大自然の環かん境きようから遠く離はなれた居住区の中心だった。


　天結宮ソフイア２６９階。


　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアの中心に立つ塔、その最上階にも近いフロア。普段なら塔の幹部たちの会議に使われる場所である。


『ねぇねぇシェルティス？　ほら私たちも行きましょうよぉ』


「…………」


『ねぇってば！　みんないなくなって私たちだけじゃないですかぁ。会議室に私たちだけ残ってても退たい屈くつですよぉ』


「……ん」


『お？」


「そうだね、行こっか。支し度たくもしなくちゃいけないし」


　たった一人残された部屋で、シェルティスは天井の照明に向かって溜ため息いきをついた。


　──握っていた両拳こぶし。


　汗あせばんでいた手のひらを開き、その手で丸テーブルを支えに椅い子すから起き上がる。


『意外ですねぇ、大喜びして跳はね回るかと思ったのに』


「……犬じゃないんだから」


　胸むな元もとで点てん滅めつする機械水晶イリスに肩かたをすくめ、部屋の扉とびらへ。


　２６９─Ｄ会議室。そう印字された扉を押し開ける。


　……まだ喜べない。


　……喜ぶのは、空白イグニドが僕の魔ま笛てきを解除する方法を知っていた時だ。


　息を溜ため、痙けい攣れんにも似た全身の緊きん張ちようを押し返す。無人の会議室の扉を越こえて、シェルティスは無人の通路を昇降機エレベータへと進んでいった。





　そう。


　全ては、いまからわずか半はん刻ときほど前のことだった。
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　２６９─Ｆ会議室。


　塔の２９６階に設置された十数個におよぶ会議室の一室で──


「それじゃあ、統政庁との合同計画に参加する選せん抜ばつ者を発表するわねー」


　普段と変わらぬ間延びした声でメイメルが宣言。その一方で、部屋を埋うめるメンバーは口元に緊張を色いろ濃こく映しだしていた。


　──第三機関の拠きよ点てんへの侵しん入にゆう計画。


「お、もう選んじまうのか。いいね、早い方が俺らも助かるぜ。なぁ黒ク猫ロ？」


「……ええ」


　椅子に座ってふんぞり返る第九ヒユーイツクと、彼に付き従う女性部下。そもそもの作戦のきっかけ自体、統政庁から派は遣けんされた執しつ行こう官である彼らによる提案だ。


　かつて天結宮ソフイアの正せい護ご士し部隊を強きよう襲しゆうし、さらにはわずか数日前に統政庁を襲しゆう撃げきした異い篇へん卿きよう。彼らの拠点に侵入し、その正体と目的を突つきとめる。


　……だけど。


　……そのためには、部隊の人員をまず厳選しないとだめってわけか。


　緊張で喉のどが渇かわいていくのを感じ、シェルティスはこくんと息を呑のみこんだ。


　なにしろ相手は『黄金』のマハ、『空白』のイグニドを擁ようする未知の勢力だ。その規模はもちろん目的も一いつ切さいが不明。ただ一つ、異篇卿と呼ばれる者たちが怪かい物ぶつじみた戦せん闘とう力を有することだけが知られている。そんな相手の懐ふところに侵入するメンバーを決めるのだから、選ばれることの充じゆう実じつ感かん以上に重圧が大きい。


「なあ黒ク猫ロよ、誰だれが選ばれると思うかね」


「……ヒューイック様、ご本人たちを前にそういうの聞かないでください」


　愉ゆ快かいげに目を細める上司に対し、こちらは呆あきれたまなざしで黒ク猫ロが首をふる。


　──部屋に集つどう塔の絶対階級たち。


　巫み女こが三人。メイメルとユミィそして待機中のヴィオラ。


　千せん年ねん獅しが同じく三人。爛ランとレオンそして待機中のホルン。さらには錬れん護ご士し筆頭のイシュタルもまた部屋に控ひかえている。


　……それと僕たちか。


　部屋のやや後ろ側に立つ部隊仲間をこっそりと盗ぬすみ見みた。


　錚そう々そうたる顔ぶれに交じり、異色とも言えるのがシェルティスを含ふくむモニカ、ヴァイエル、華宮カグラの候補生部隊である。統政庁への遠えん征せいに同行した実績もあることから、統政庁の提案による選抜部隊の候補にもなったのだが。


「それじゃ、いまから名前を呼ぶ者だけ部屋に残りなさい」


　選ばれるのは最大でも五人。


　敵地への侵入という隠おん密みつ行動ゆえの少数精せい鋭えいだ。一度に侵入できるのは四人が限界──第九ヒユーイツクと黒ク猫ロの二人が本隊に決まっているため、天結宮ソフイア側の戦力で本隊に選ばれるのはわずか二人。残りの最大三人が別働隊となる。


「じゃあ」


「あー、待った待ったメイメル。呼ばれなかった奴やつってどうすんだ。もう帰って好きにして良いってことか？　それとも待機なわけ？」


　メイメルの口を遮さえぎって爛が挙手。


「あらあら爛てば心しん配ぱい性しようねぇ、その点は心配無用よー」


　自分の専属護衛パートナーに向かって巫女が片目をつむってみせる。


「心配性ってか、フツー誰でも気になるだろ。選ばれない奴の方が多いんだぜ」


「ええ。でも名前は全員呼ぶから心配無用よ」


「……は？」


「名前を呼ぶ者はこの部屋に残りなさい。だけど、呼ばれた者＝イコール侵入部隊への参加者とは言ってないわよー」


　ぽかんと口を開ける爛をからかうようなまなざしで、メイメル。


「後で説明するつもりだったけど言っちゃおうかしら。今から皆みんなを順番に呼んでいくけど、その時に部屋も一いつ緒しよに指定するわ。各自、指定された部屋に入って待機なさい。この部屋に残るメンバーもそうよ、この部屋に残れと言われた者だけでいいわ」


「ふむふむ。おおかた居残り組、侵入部隊の本隊、別働隊……それぞれの部屋でメイメル様に個別で指示を受けるというわけかな？」


　感情を読み取らせない不敵な笑みを浮うかべたのはイシュタルだ。


「……っと。イシュタル喋しやべりすぎました？」


「全然問題ないわよ～。むしろ良いタイミングで相づち入れてくれたわ」


　気を悪くした風もなく、こちらも微び笑しようを浮かべるメイメル。


「それじゃあまず────ユミィ」


「っ！　は、ふぁっい!?」


　いきなり自分の名を呼ばれるとは思ってなかったのか、ろれつの回らない返事を口にしたユミィが顔を真っ赤に染める。


「へいき？」


「だ、だいじょうぶれす……だ、大だい丈じよう夫ぶです！」


「はいはい、もう少し落ちつきなさいな。まずあなたは廊ろう下かを出て二つ先の部屋。２６９─Ｈ会議室ね。私が行くまでそこで待機してなさい。はい、走った走った」


「は、はぁい！」


　扉を開けっぱなしに小走りに駆かけていくユミィ。


「あーもう……扉開けっ放しにしちゃって。あの子はホントこういう緊張に弱いわねぇ。まあ次に進むとして」


　メイメルの視線が、その隣となりで椅子にふんぞり返る少女へと。


「爛、あなたはこの部屋でいいわ」


「おう、楽でいいな」


「さてさてどんどん行くわよ。次、シェルティス」


「…………」


「シェルティス・マグナ・イール」


「ほら、呼ばれてますよ」


「──え」


　華宮に裾すそを引っぱられて我に返る。


「僕ですか」


「ええ。あなたはここから二つ隣の２６９─Ｄ会議室。そこで待ってて」


　どこからともなく扇せん子すを取りだして、部屋の右壁かべ側を指ししめす彼女。


「わかりました」


　……呼ばれるの最後かと思ってたんだけど。


　巫女ユミイ、千年獅ランと続いたのだから当然次に呼ばれるのも千レ年オ獅ン──そう高をくくっていたから完全に不意打ちだ。


　最初に呼ばれたユミィが廊下を出て左に二つ先の２６９─Ｈ会議室。


　二番手の爛が２６９─Ｆ会議室に残留。


　そして、自分が廊下を出て右に二つ先の２６９─Ｄ会議室。


　……いまのところ全部バラバラだ。


　……どれが第三機関への選抜メンバーなのか予想もつかない。


『さてさて、どの部屋がアタリですかね？　本隊じゃなくても、せめて別働隊に選ばれれば良いのですが』


「あとは待つばかりだよ」


　こんなに早く自分の名が呼ばれたのは一種の誤算だ。最初の部屋に残っている皆がどの会議室を指定されるのかまるでわからない。


『わかるのは自分と同じ会議室の仲間のみ、ですね』


「……緊張してきた」


　苦笑をまじえてかぶりを振ふり、シェルティスは２６９─Ｄ会議室の扉を開けた。


『あらティーポットにティーカップ。用意がいいですね』


「飲んで待ってろってことかな」


　長方形の部屋にずらりと並ぶ長テーブル。その最も寄よりの机上に、白い湯気を燻くゆらせるティーポットが準備済みだった。


『メイメルでしょうね。統政庁から『天の車』の面々が来た時点で、おおかたこの展開まで読んでたんじゃないかな。恐るべしです』


「ものすごい先見の明ってのは認めるけど、さすがにこの場で優ゆう雅がにお茶は……うわ、なんでクッキーとケーキまで用意されてるの!?　って、あれ？　このケーキは──」


『二ア羽ルのビ白レ鳥オのですね。メイメル、時々あそこでお菓か子し買ってますから』


「……これは謎なぞの繫つながりを疑いたくなるなぁ」


　せっかくだけどお茶とお菓子は遠えん慮りよしよう。ティーカップの置かれたテーブルの一つ奥のテーブルを選んで、その端はしの椅い子すに腰こしかける。


「あとは誰がここに来るか」


『呼ばれた顔ぶれでおおよそ予想がつきますからねぇ。お、噂うわさをすれば』


　扉とびらの先の通路から足音。


　この硬こう質しつなブーツの音は……だとすれば…………


「腐くされ縁えん、といったところか」


「レオン？」


　同時だった。


　シェルティスがその名を呼ぶのと、開いた扉の先に銀ぎん髪ぱつの青年が姿を見せたのは。


『いらっしゃいレオン、お茶いかがです？』


「遠慮しておく。あいにく団だん欒らんを楽しむ場面でもないだろうしな」


　真顔で答えるや、壁かべに背を預けるレオン。


「座らないんだ？」


「短時間で話がつくならこれでいい。しかしお前と一緒とは、わからなくなったな」


『そうですねえ。この部屋、はたして選せん抜ばつ部隊なのか残留組なのか』


「ああ。メイメルめ……いったい何を考えているのやら」


　わずかに目を細めるレオン。


「シェルティス、お前はどう考える？」


「どうだろ。だってレオンは『行かない』派だったんだろ？」


　──そう。


　最初にメイメルから選抜部隊への要望を問われた時、真っ先に手を挙げた自分と対照的に、この男は最後まで手を挙げずに留とどまっていた。


「正確に言えば俺は『どっちでもいい』派だな。要よう請せいがあれば断らないが、千年獅という立場からは自じ薦せんできまい」


　壁に寄りかかったままレオンが腕うで組ぐみ。


「春蕾シユンレイが氷結鏡界を支えている間に、こうも大がかりな任務に一人で先走るわけにはいかないだろう？」


「あ、やっぱりそうだよね。でもメイメルだって当然わかってるだろうし」


　行きたいと名乗り出た自分と、最後まで手を挙げずに踏ふみとどまったレオン。この二人が同じ会議室に集められた場合、これは選抜部隊と残留組のどちらになる？


「そういえば、お前はどうして選抜部隊を希望した？」


　レオンの視線がこちらに突つき刺ささる。


「天結宮ソフイアでも第三機関の情報は機密として扱あつかわれている。さらに統政庁との合同部隊となれば、これは千年獅や巫み女こが真っ先に対応し、実働部隊であれば錬れん護ご士しが招集されるレベルのものだ。お前だってそれは承知のはず」


　候補生が我先にと自薦できる範はん疇ちゆうの任務ではない。それを承知の上でも押しとおしたい理由があるのだろう？──レオンが暗にそう含ませる。


「……まぁね」


「その反応だとワケありか」


　苦笑まじりの溜ため息いきをつくレオン。そんな旧友の前で、シェルティスはそれとなく天てん井じようの照明を見上げた。


「っと、理由は二つかな。どっちも僕とユミィに関わることで」


　まぶしい光。


　手を伸のばせば摑つかめそうなのに、それは手の隙すき間まからするりと逃にげていってしまう。


「レオンと一緒に行った浮遊島ラグーン、覚えてるでしょ？」


「無人の研究施し設せつを探たん索さくした件だな。最初はどうみても統政庁の工作かと思っていたが」


「あの場所の……レオンは直接戦ってないけど、僕とモニカが戦った幽ゆう幻げん種しゆ。あれが気になってるっていうのが最初だったんだよね」


　水すい槽そうに培ばい養ようされた『眠ねむり仔ご』という名の幽幻種。なぜ、どんな目的で、そしてどんな技術でもって幽幻種を培養していたのか。


「幽幻種を培養しようなんて普ふ通つうの発想じゃ思いつかない。……何かがあるはずなんだ。第三機関の目的を突きとめれば、幽幻種のことも穢歌の庭エデンのことも調査が進むはず。もしかしたら巫女ユミイの負担も軽減できるのかなって」


「なるほど、それがユミィに関わるという理由か」


　納なつ得とくいったのだろう、彼がわずかに表情をやわらげる。


「もう一つというのは？」


「異い篇へん卿きよう」


「黄金のマハという沁しん力りよく術士か？　お前が撃げき退たいしたと聞いたが」


「ううん、そっちじゃない。もう一人の空白イグニドっていう方。レオンも知ってるでしょ、この前さ、天結宮ソフイアの組織端たん末まつ宛あてに『人の形をした幽幻種が天結宮ソフイアにいます』みたいな電メ子ー文ルが一いつ斉せいに送信されてきた件。あれもソイツの仕し業わざ」


「……あれが？　いや、待て。あれが冗じよう談だんや悪戯いたずらの類たぐいでない電メ子ー文ルだったとしたら、その空白イグニドとやらはお前の──」


　レオンの表情が訝いぶかしげに歪ゆがむ。


「お前の魔ま笛てきのことを知っているということになるぞ」


「……それが二つめの理由」


　ミクヴァの緋ひ眼がんを自在に起動させる力と、魔笛にも似た謎の詠えい唱しよう。


　そして、なぜ自分の魔笛について知っているのか。


「あの異篇卿、僕のこと知ってた。知ってたうえで『また会おう』みたいなこと言ってきて……僕の魔笛について何かを知ってる様子だったから」


「お前の魔笛を解呪する方法も知っているかもというわけか。……そうだな、ならばお前が手を挙げた理由も納得がいく」


「ま、問題はその前だけどね」


　二人っきりの会議室をぐるりと見回す。


「……誰だれか来るにしても遅おそすぎない？」


「まさかとは思うが、この会議室に呼ばれたのは俺たちだけか？」


　壁へき面めんの電子時計を一いち瞥べつするレオン。


「２６９─Ｆ会議室に残してきた『天の車』の動向も気になるな。何かあっても爛がいるから対応できるとは思うが」


　と。


　コツッ──と通路から伝わる軽快な足音。


『お、このハイヒールの音は噂の』


「はーい。お待たせ二人とも、それじゃあさっそく作戦会議に入ろうかしらー」


　扉が勢いよく開き、そこにはいつもの微び笑しようをうかべたメイメルが。


「待った？」


「待ちくたびれたぞ」


「ごめんなさいね～。でもほら、遅くなるだろうからちゃんと紅茶とお菓子も用意したのよ？　せっかくだから食べて待ってたら良かったのに」


　悪戯っぽい笑顔で巫女がウィンク。


「言い訳すると、私一人で三部屋の皆みんなに順番に説明していくんだもの。話の都合上、作戦会議が必要な部屋は最後になってしまうのも仕方ないでしょ？」


「だが──」


　言いかけたレオンがぐっと言葉を呑のみこんだ。


「待て、いま作戦会議と言ったのか？　それじゃあ」


「ご明察」


　塔とうを束ねる巫女の視線が、唐とう突とつにこちらへと向けられた。





「あなたたち二人、統政庁との連合部隊──その本隊に任命します」





　第三機関への拠きよ点てんに侵しん入にゆうする連合部隊。


　それも本隊。


「……了りよう解かい、しました」


　頷うなずくと同時、強こわばっていた肩かたが脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。


　……良かった。


　……これで一歩前進。穢歌の庭エデンの秘密に近づける可能性が出てきた。


「俺とシェルティスが本隊で、統政庁の連中二人と一いつ緒しよか」


「そうなるわね。ごめんなさいレオン、手を挙げてないのに本隊にしちゃって」


「それが塔としての意思決定なら反対する理由はない。それで、さっそくだが作戦会議とやらを聞きたいものだな」


「そうねー。それじゃあ全体のお話からしましょうか。まず、部屋にいた面々をどういう基準でわけていったのか。気になるでしょ？　あ、その前にお茶を一いつ杯ぱい」


　誰だれ一人ひとり手をつけていなかった陶とう器き製のカップを颯さつ爽そうと手にして、ティーポットのお茶を注ぎはじめた彼女。


「知ってのとおり、最初の会議室にいたメンバーを三つの会議室にわけたわ。Ｄ会議室、Ｆ会議室、Ｈ会議室に計九人。ヴィオラとホルンの姉妹は待機中だから別ね」


「本隊、別働隊、残留組の三つだな」


「あら惜おしいわレオン。でもそれじゃあ満点は上げられないわ。五十点」


「……なに？」


「会議室の区分は三つだけど、役割で区分した場合は全部で四つあるのよね。ここが今回のポイント。……あら嫌いやだわー、二人ともそんな疑わしそうな目で見ないでよ。ちゃんと説明してあげるから」


　ティーカップの端に口をつけるメイメル。


「結論から話すと、Ｄ会議室にいるあなたたち二人が本隊。そしてＦ会議室に留まらせた爛と候補生部隊の三人、これがいわゆる残留組。最後に、Ｈ会議室に向かわせたユミィと錬イ護シ士ユ筆タ頭ルが別働隊その一。ここまではいい？」


「最後の『別働隊その一』とやらが気になるな」


　真顔で淡たん々たんと指し摘てきするレオン。そしてそのとおりだ、わざわざ語ご尾びに『一』とつけるということは、まるで『その二』もあるような口ぶりではないか。


「ま、その話は後ほどね。次は……そうね、全体の人数配分でも話す？」


　心中の呟つぶやきを見み透すかしたようにメイメルが続ける。やおら片手を持ち上げるや、彼女は人差し指と中指の二本を立ててみせた。


「まず連合部隊に参加する人数だけど、これは実のところ即そつ決けつに近かったのよねぇ。なにしろ統政庁からの派は遣けんはわずかに二人。隠おん密みつ行動だし少数精せい鋭えいというのは納得できる。となれば天結宮ウチも出兵は少数精鋭。数は統政庁に合わせた二人あるいは三人が妥だ当とうかしら？　なら本隊二人と別働隊一人を選んで、残りを残留組にしちゃいましょう。こんな感じで人員の大おお枠わくは決まったわね」


『話を聞いて安心しました。統政庁は最大五人までと言っていましたが、巫女や千年獅級を五人も出してしまえば塔の総力が危あやうくなる』


「まさにそのとおり。結論から言って、巫女は本隊にも別働隊にも出せないわ。巫女の本来の役目から大いに逸いつ脱だつするうえに、そもそも隠おん密みつ行動なんて特とく殊しゆ技能に秀ひいでた巫女はいないもん。この時点で私とユミィ、そしてヴィオラが塔の残留組に決定。じゃあ本隊をどうするかだけど……ねぇシェルティス？」


　ちらりと、意味深な流し目でこちらを見つめる巫女。


「統政庁との合同計画。真っ先に手を挙げてくれたのは嬉うれしいけれど、実はあなた、手を挙げなくても参加してもらうつもりだったのよね」


「……そうだったんですか？」


「理由は簡単。これから向かう先にいるであろう黄マ金ハと空白イグニド、その両方を一番よく知ってるのがあなただから。特に空白イグニドって異篇卿は、巫女と千年獅の誰一人として顔を見てない。知ってるのは名前だけ」


『あ、そっか。落ちついて考えればそうですねー。選ばれて当然の理由がありました』


「……だね」


　統政庁の聖廊に現れた空白イグニドの外見を知っているのは自分だけ。


　候補生という立場上のマイナス点以上に、異篇卿二名と直接対決して情報を持っているというプラス点が大きかったわけだ。


『それでメイメル、レオンをもう一人の本隊につけたのもやっぱり？』


「ええ、一緒に組んでた経歴が長いなら息もピッタリでしょう。これがもし、あなた以外が本隊のメンバーならレオンじゃなく爛にしていたかしらね」


　いずれにせよこれで本隊二名が決定というわけだ。


　あと気になるのは別働隊の一名。


「別働隊に選ぶ一名は、単独で強力な戦力になりうる者。異篇卿とやらとも一戦交えることもあるでしょうね。そうなると千年獅であるホルンか爛か、あるいは錬イ護シ士ユ筆タ頭ル。だけど錬イ護シ士ユ筆タ頭ルには別の任務を与あたえたかったの。だから別働隊として選ぶ候補は二択たく。さてさて爛にする？　ホルンにする？」


　どちらも千年獅。実力は疑いようがない。


『ホルンにしたんですよね？』


「ええ。生ビ態オ生ト育ー野プでの巡じゆん回かい経験が長いし単独行動は得意のはずだもの。そして何より、その戦せん闘とうスタイルが決定的だった」


「……あ、納得」


　自分は双そう剣けんでレオンは大剣。本隊の布ふ陣じんが二人とも接近戦に特化している。ここで徒と手しゆ空くう拳けんの爛と銃じゆう使いのホルンとで相あい性しようがわかれたわけだ。


「ちょっとしか見てないけど、彼女の銃は遠えん距きよ離りから強力な支し援えんになると思います。僕とレオンが苦手なタイプの敵にちょうど強いだろうし」


「ええ。だからホルンに決定。本人にはまだ言ってないけど、まあ大だい丈じよう夫ぶでしょう」


　コトッ。


　ティーカップを机上に戻もどすメイメル。


「つまり。残った面々が自動的に残留組というわけ」


「……そっか。そうですよね」


　爛、ユミィ、イシュタル。


　それに加えて候補生であるモニカと華宮カグラ、ヴァイエルが塔に留とどまることになる。


「同じ部隊の仲間が選ばれなくて残念かしら」


「……いえ、いま聞いた選別理由はすごく納得できましたから」


　メイメルの判断は的確だと思う。それぞれが単独で戦力になりうる顔ぶれを選ぶのであれば、当然に千年獅を選ぶのが当然だから。


　……でも、この胸のもやもやはそれが理由なんだろうな。


　……モニカも華宮もヴァイエルも、仲間の三人が評価してもらえてない気がして。僕は、それが辛つらくてしょうがないのかな。





　そして気づく。


　かつては錬護士でありユミィとの約束を守るためだけに塔に戻ってきた自分が……


　他の候補生たちを、いつしか、こんなにも親しい『仲間』と感じていることに。





「話を進めていいかしら」


「……あ、は、はい！　大丈夫です！」


　心を切り替かえるために深呼吸。その一方、壁かべ際ぎわに立ったままのレオンは変わらぬ平静を保ったままの表情で。


「それでメイメル、別働隊についてはホルン一人という理解で良いのか？」


「ちょうどその話をするところよ。まず別働隊はホルン一人という理解でいいわ。だけどそれとは別に支援チームを結成するつもり。それがさっきの『残留組に偽ぎ装そうさせた別働隊』。その構成は春蕾とユミィ、そして錬イ護シ士ユ筆タ頭ル」


『あっ、わかったかも。巫み女この遠視による遠えん隔かく監かん視しですね』


「正解」


　瞬またたく機械水晶イリスにメイメルが拍はく手しゆ。


「春蕾なら遠い浮遊島ラグーンにまで遠視がきくはず。あの子にお願いして、遠視で逐ちく一いちあなたたちの行動を見守ってもらう。その情報をユミィが共有して、あの子から私や爛、ヴィオラそれに錬イ護シ士ユ筆タ頭ルに向けてさらに展開していく。何か不測の事態があれば、錬イ護シ士ユ筆タ頭ルの指示ですぐに塔の支援部隊が行動をとれるようにね。……そしてここが大事だけど、この春蕾・ユミィ・錬イ護シ士ユ筆タ頭ルの三人チームは統政庁に報しらせない」


「察するに『天の車』への監視でもあるわけか」


「そういうこと。向こうの精鋭だってまだ素す性じようがわからないもの。下手な動きを見せたら念話であなたたちに知らせるわ……もっとも、巫女がそういった術式に長たけていることは統政庁も知ってるだろうし、抑よく止し力りよくになればいいかなというところ」


　いかが？──瞳ひとみを輝かがやかせる巫女に、レオンの返事は苦笑だった。


「驚おどろいている」


「あら？」


「褒ほめ言葉だ。統政庁からの提案に、あの場の即そつ興きようでそこまで計算して本隊、別働隊、残留組を決めていたとは思わなかった」


「……僕も同感」


　シェルティスの感想もレオンとほぼ同じものだ。





〝統政庁はここらで反はん撃げきに出る。俺と黒ク猫ロで見つけた拠点の一つに侵は入いってね〟





　第九ヒユーイツクからの提案からまだ一時間と経たってない。


　……巫女としての技量も凄すごいけど、もともと本当に頭の回転が速い人なんだろうな。


『この話はもう皆みんなに？』


「もちろん、ほかの部屋は先に済ませてきたから。錬イ護シ士ユ筆タ頭ルからヴィオラとホルンの姉妹に話をしてもらってる頃ころでしょうね。あと統政庁側が言うに出発は早い方がいいらしいわ。明後日あさつての朝に出発で、その日中には帰き還かんする計画プラン。大きな荷物は要いらないと思うけど、二人とも武器の整備と体調管理は平気？」


　明後日の出発。予想はしていたがあまりに早い。


　メイメルの問いかけに、シェルティスは壁かべ際ぎわのレオンと顔を見合わせた。


「僕は……武器はイリス任せだし、体調も平気。で、そっちは」


「俺の体調は常に万全パーフエクトだ」


「言うと思った」


『ですよねー』


「歩く優良健康児だものねぇ」


　場の全員から苦笑の溜ため息いき。


　一方、そんな当人はあくまで真顔で自分の員章を取りだすところだった。


「遠えん征せいの申しん請せいは俺がやっておく。あとは雑多なスケジュール調整と……春蕾の氷結鏡界の担当も明日あしたの昼までだから、休ませた後に事情を話すくらいか。お前は？」


「僕？　僕も大した荷物ないし、遠征の申請やってもらえるなら何も────」


　そこまで言いかけたものの、シェルティスは言葉なかばで口を閉じることにした。


「……部隊のみんなに一言伝えておきたいかなって」


「そうねぇ。それはたしかに必要かしら」


　ふっ、とメイメルが吐と息いきをこぼす。


「あなたの部隊三人にも事情は説明済みよ。だけど私の目からも落ちこんで見えた。特に部隊長のモニカさんといったかしら。あの子、辛そうな表情してたから」


「……そうですか」


「ああそれと、『天の車』の二人はあくまで客人扱あつかいだから、発信器付きの賓客ゲスト証を与えて塔とうのホテルに泊とまってもらう予定よ。二人に直接聞きたいことがあったら私に言って。はい、というわけで解散。私も調整ごとが山のように控ひかえてるから」


　手を打ち鳴らし、自ら先んじて踵きびすを返すメイメル。そのすぐ後ろにレオンが続く。


『行かないんですか』


「……もうちょっと」


　メイメルの残したティーカップ。そのゆれる液面をぼんやりと見み据すえていた。


「なんて言えばいいんだろうって」


　落ちこんでいたという仲間たち。漠ばく然ぜんと『話しておかなきゃ』という気持ちが先行したせいで、何から話していいかわからない。


『とはいえ、モニカたちが選せん抜ばつに落ちたことは予想しうることでした。なにしろ巫女に千年獅に錬イ護シ士ユ筆タ頭ルという面々です。正護士ですら首を突っこむ余地はなく、候補生のモニカたちはなおさらのこと。シェルティスが選ばれたのだって、たまたま境きよう遇ぐうの上で特とく殊しゆだったという理由であるわけですから』


「……それはわかってるんだけどね」


　深く、深く溜息をつく。


　そのまま────静まりかえった部屋に、シェルティスだけがとり残されていた。





　　　　２





　天結宮ソフイア17階。


　昇降機エレベータホールに降り立ち、モニカはしばし無言で佇たたずんでいた。


「残念でしたねモニカ。しかし……その、選ばれなくてもしょうがないと思います」


　その背中に声をかけるのは華宮だった。『ネルの民たみ』と呼ばれる亜あ人じんであり、機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった小こ柄がらな少女である。


　そのすぐ後ろには彼女と対照的に大おお柄がらで筋肉質の男、ヴァイエルの姿もある。


「しょうがないんじゃねぇの？　アイツ一人じゃ大変だろうってんで全員手ェ挙げたはいいが、もともと候オ補レ生らが首突つっこむような話でもなさそうだったしな。なにせあの会議室、巫女に千年獅に錬イ護シ士ユ筆タ頭ルだぜ？」


「でしょうね。候補生が立ち入る隙すきなんて本来ありません。そんななか彼が選ばれたのは、黄マ金ハと空白イグニドの二人を目にしたことがあるという経験と、そして分身ながらも黄マ金ハを撃げき破はしたという実績ゆえ。メイメル様の選抜理由はもっともだと思います」


「……ふん」


　隣となりのヴァイエルが意味ありげに鼻を鳴らした。


「その条件だとてめぇも該がい当とうするんじゃねえのか？」


「ええ。統政庁で異い篇へん卿きよう二人を最初に見つけたのは私ですし、黄マ金ハの分身を撃げき退たいしたときも私がシェルティスに連れそっていたのは事実です。ですが面と向かって空白イグニドと対話して、かつ『天の車』とも面識があるのは彼だけです。選ばれるだけの理由がある」


「アイツが選ばれて俺らが選ばれないのは当然ってか」


「は──」


　はい。華宮がそう頷うなずくより先に。


「……部隊」


「え？」


「あいつと同じ部隊だから……それでは、だめなのかな」


　モニカは掠かすれた声を絞しぼり出した。


「私は……あいつの部隊の部隊長だから、それでは足りないかな」


「難しいでしょうね」


　少女の返事は速すみやかだった。


「シェルティスが部隊員でモニカが部隊長。それだけでは説得力が足りません。もっと別の、もっと強固な理由がなければ」


「……そうだな」


　言われるまでもなくわかっていることだ。


　巫女の選抜から自分が漏もれたのは実力不足が原因。巫女の最終試験にまで残った実績すら、本物の巫女の前では霞かすんでしまう。護士としての実力だって、あの場に集つどった千年獅たちの前では無に等しい。


　……なにもかも中ちゆう途と半はん端ぱ。


　……そんなの自分が一番わかってる……なのに……。





　それを知ってなお、わたしがシェルティスについていきたい理由は…………なに？





「…………」


「モニカ、よろしいですか」


「……うん。そうだな、いつまでもクヨクヨしてても仕方ない。落ちたものは落ちた、さっさと気持ちを切り替えた方が良いに決まってる」


　二人にも伝わるよう大きく深呼吸。


「明日の朝練も予定どおり。四時半には屋外訓練場の前に集合、せっかくだから普ふ段だんやらない練習をしよう。シェルティスがいないわけだから、そのまま一人が負傷した想定で三人部隊の隊列を考える」


「えー……たまには楽しようって案がくるものかと」


「くそ面めん倒どうくせぇ」


「いいんだ、やると言ったらやる！　そういうのも練習しておかないと！」


　溜息をつく二人を押しきって、握にぎり拳こぶしでモニカは応こたえた。
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　月明かり。


　ひゅぅぅぅっぅぅ……閉じかけの窓から入るすきま風にカーテンが揺ゆれ、揺れたカーテンの奥から差しこむ青白い月光。


「…………まぶしい」


　くるまった毛布の奥、うっすらとまぶたを持ち上げる。


「あぁ……窓を閉め忘れるなんて」


　目を灼やく月明かりのまぶしさに耐たえきれず、モニカはベッドから跳はね起おきた。くしゃくしゃの寝ね間ま着き姿のまま、おぼろげな視界のなかを千鳥足で進んでいく。


　ピシャッ、と音を立てて閉まる窓。


　……よし。


　まぶしいのはもちろん、すきま風で肩かたが冷える恐おそれもない。これで早朝訓練までの貴重な睡すい眠みん時間を確保できるはずだ。再びベッドに倒たおれこみ、もそもそと毛布にくるまって目を閉じる。
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　そのまま普段どおり夢のなかへ。そのはずが。


「……なんで…………ねむれないんだろ」


　澱よどんだ空気をふるわす音の波。


　……眠ねむれない。


　身体からだの疲ひ労ろうも頭の疲つかれも残ってる。普段なら気を失うような勢いで眠りにつくはずが、今日にかぎっては頭が異様にはっきりと覚かく醒せいしている。


　……なぜだろう。


　……こういう時は、決まって昔の良くないことばかり思いだす。


　思いだすものの頻ひん度どが一番高いのは、三年前の巫み女こ見習い最終試験。試験の前夜から始まって、塔の最上階『楽園』のフロアに足を踏ふみ入れて────次に思いだすのは、自分が最終試験に落選したことを告げられた時のことだ。


　……きっと、あれからなんだろうな。


　……わたしが過去のことを思い返すようになったのは。


　最終試験に落ちた悲しみは消え去っても、その時の衝しよう撃げきでえぐり取られた胸の空白からつぽは、いまでも埋うめるものが無いまま残ってる。


「…………」


　瘦やせた自分の胸に手をあてる。





〝残念だけど、あなたたちは塔に残るチームになるわ〟





　……別に……今日なんて……なんでもないはずなのに。


　一度きりの機会と思って挑いどんだ最終試験と比べれば、昼に告げられた落選報告なんて取るに足らないものだ。たかだか一度の選考漏れじゃないか、候補生として辛しん酸さんをなめ続けた自分の経歴から考えれば些さ細さいなものだ。


　ならば、なぜこんなにも思い悩なやむ？


　こんなに眠れなくなるほど思い悩むには、絶対に理由がそこにはあって────


〝……あいつと同じ部隊だから……それでは、だめなのかな〟


　本当は、統政庁との連合部隊なんて行きたくもない。


　でも彼が……シェルティスが行きたいって手を挙げたから、それなら部隊長の自分も行かなくちゃって思って手を挙げただけ。


「…………最初に会ったのは、いつだっけ」





〝あ、あのさ！　君はまだ空いてる？　誰だれとも組んでない？〟





　二人一組の部隊戦でたまたま相手のいない者同士で組んだのがきっかけ。それからレオン師隊長もまじえて浮遊島ラグーンに向かって。





〝お前が新しい部隊を一つ作ればいい〟





　ユメルダ教官に言われるまま、たった二人でメンバーを集めるところから始めた部隊。


　この部隊はわたしと彼で作った部隊。だから何をするにしても彼ぬきの部隊行動は考えられなくて……だけど。


　……シェルティスが数日離はなれてしまうだけでこんなにも辛つらい気持ちは。


　……本当に、それだけの理由なの？


　もっと別の、もっと強固な理由。


　自分が眠れなくなるだけの理由……そんなのが……あるとすれば。





〝……わたしが巫女見習いだった頃ころに、憧あこがれていた護ご士しの少年がいた。それだけだ〟





「……馬ば鹿かなわたし」


　仰あお向むけに倒れたまま目元を拭ぬぐう。


　……なんで、こんな簡単なことに気づかないんだろう。





〝……その……彼と雰ふん囲い気きが似てたから。なんだか放っておけなくて〟





　かつて憧れていた双剣使いに似た雰囲気の少年。


　そんな彼と一いつ緒しよに部隊で生活を共にするうちに、やがて芽生えた一つの感情。だけれど芽生えた感情は憧れではなくて。


　………………


　…………憧れなんかじゃなくて。


　……


「どうしようもなく…………好き……なのか」


　何が好きなのかはわからない。


　特別な何かに惹ひかれたわけではないんだと思う。だけど────たった数日とはいえ、彼が部隊から離れてしまうのがこんなにも不安に感じるくらいには、もう気持ちが抑おさえられなくなっていた。


「…………」


　目元に触ふれた指先が濡ぬれるくらい。


　頰ほおを伝うしずくが寝間着の襟えりを濡らすくらい。


　自然とまぶたを濡らす涙なみだ、そのあふれる理由がわからなかった。だからこそどうしようもなく苦しくて、辛くてもどかしくて────


「わたしは……馬鹿だ」





『先せん輩ぱい？』





「────っっっっ!?」


　あまりに突とつ然ぜん響ひびいてきた念話に心臓が止まるかと思った。


「ユミィ？」


『は、はい！　あの……こんな夜よ更ふけにお邪じや魔ましてごめんなさい。実は今日のことで』


「…………」


『先輩？』


　ユミィの念話には応えず、モニカはひっそりと息を呑のみこんだ。


　まさか、さっきまでの独り言を聞かれていた？……ううん、だいじょうぶ。口に出した部分は断だん片ぺん的なものだし、それを拾われても大したことじゃない。


「な、なんでもない！　ところで何だ、こんな夜遅おそくに念話なんて」


『えっと……用というのは、その、大したことじゃないんです。ほら先輩、今日の統政庁の件で行きたいって要望が叶かなわなかったから……自分の部隊の人が一人そっちに取られちゃって、それでいろいろ悩みとかあれば…………そ、その……』


「あぁ、つまりは」


　控ひかえめな口調でもじもじと告げる後こう輩はいに、思わず微笑が浮うかんでしまう。


「悩み相談に乗ってくれると？」


『あ、い、いえ！　そんな生意気なことはっ…………ただ、何かあればって思っただけです。そういうのってたぶん、溜ためておくより外に出した方がいいから』


「…………」


　……そう、なのかな。


　でもこの眠れない疼うずきは、きっと彼が遠えん征せいに旅立って、そして戻もどってくるまで続くのだろう。旅立つ前ですらこうなのに……それが明日あしたや明後日あさつてになれば。


　胸の空白からつぽは、もっともっと大きく疼く。


「…………」


『先輩？』


「……いまから、そっちに行ってもいいかな」





　　　　３





　天結宮ソフイア２８７階。


　巫女のプライベートルームが用意されたそのフロアは、夜の暗がりに同調するかのようにひっそりと静まりかえっていた。


　人ひと影かげは皆かい無む。巫女の眠りを妨さまたげないという配はい慮りよから、夜間に事務員がフロアを行き交うことはない。警備員も同じ。そもそも巫女のフロアを訪れるには専用の昇降機エレベータが必要で、それは塔とうの職員の電子認証鍵キーでしか作動しない仕組みである。


　万に一つ外敵が訪れても、巫女には千せん年ねん獅しがついている。だからこそ巫女のフロアに人影はなく、常に静けさに満ちている。


「……先輩、まだかな」


　部屋のリビングで、ユミィはテーブルに頰ほお杖づえをついていた。


　服装は巫女の法衣のまま。というのも、この夜更けまでメイメルとレオンと自分の三人で打ち合わせをしていたからだ。


「……明後日かぁ」


　統政庁と天結宮ソフイアの連合部隊による出しゆつ陣じん。


　本隊に『天の車』所属の第九ヒユーイツクとその補ほ佐さである黒ク猫ロ、そしてシェルティスとレオン。別働隊にも千年獅のホルンを配すことが決定している。さらには塔での遠えん隔かく支し援えんとして自分と春蕾による遠視と念話中ちゆう継けい。錬イ護シ士ユ筆タ頭ルもいつでも部下を動かせるよう待機するとのことらしい。


　……なんてすごい編制。


　その一員である自分が言うのもおかしいけれど、作戦に参加する顔ぶれがいずれも浮遊大陸オービエ・クレアを代表する面々だ。……でも、そのなかでも。


「シェルティスは、やっぱりすごいよ」


　片手で頰杖をついたまま、片方の手で机上のグラスをそっと手に取った。


　カラン──水面にうかぶ氷が奏かなでる音階。


「まだ候補生なのに、あんなにすごい人たちとの合同部隊に選ばれるんだもん」


　たとえ昔は錬れん護ご士しだったという背景があったとしても。


　浮遊大陸オービエ・クレアから穢歌の庭エデンに堕おちて、魔ま笛てきを宿したことで天結宮ソフイアから追放され────全すべてを失って居住区へ。そうして二年間の月日が流れて。


　候補生の地位からの再スタート。いまのシェルティスがあるのは、それからの頑がん張ばりがあったからこそだ。


「うんうん！　わたしも頑張って支し援えん部隊やらないと！」


　春蕾と一緒だから心配なんてないけど、やっぱりいまも念話と遠視の分野は苦手な術式だったりするわけだ。気を引き締しめないと。


　──リィン。


「先輩？」


　呼よび鈴りんの音に立ち上がる。


「わたしだ、夜遅くに悪い」


「あ、やっぱり先輩だ！　はいはい、いま開けますから！」


　通路に満ちる暗がりに、ぼんやりと浮かび上がる少女の影。


「悪かった、後輩に気を遣つかってもらうのは気がひけたんだけど」


「そんなことないです！　むしろ、わたしにできることがあるんだって意外なくらい」


　……うん、本当に意外。


　この女ひ性とがわたしを────いいえ、誰かを頼たよるのってすごく珍めずらしいから。


「お茶とかは？」


「いや、遠えん慮りよする。そんなに長い話じゃないんだ。ただ……」


　テーブルを挟はさんで向かいの椅い子すに腰こしかけるモニカ。普ふ段だんの見慣れた儀ぎ礼れい衣いではなく、いまの彼女は運動用のスウェットスーツ姿だった。


「相談ですか？」


「うん……言って楽になるのなら」


　うつむきがちな瞳ひとみと消え入りそうな声。


「先輩、らしくないですよ。もっとシャキッと！　わたしに相談なら何でも来い、です。そんな遠慮なしですよ！」


「わ、わかった……」


　もじもじと何度も何度も椅子に座りなおすモニカ。


「昼間の件のことなんだ。天結宮ソフイアと統政庁の連合部隊で、うちの部隊員の一人が選ばれた。シェルティスというんだが」


「ええ。わたしもその場で見てましたから」


　……偶ぐう然ぜんてすごい。


　自分もちょうど、まさにその彼のことを考えていたところだったから。


「すごいですよね。あの凄すごい顔ぶれのなかで候補生なのに選ばれるなんて。先輩は……残念だったけど、そのぶん部隊長の役目に集中できるわけだし」


「……うん。部隊長の立場も最初はそんなガラじゃないって思ってたけど、これはこれでやりがいもある。残りのメンバー二人とも息が合ってきた気がするし」


　テーブルの上でモニカが手を組みあわせる。


「それは、その部隊をまとめ上げてる先輩が頑張ったってことですよ」


「わたしと……シェルティスだ」


「え？」


　うつむく先輩の顔。


　その頰がわずかながら朱しゆに染まっていることにユミィが気づいたのは、その時だった。


「巫み女こ見習いをやめて……もう三年だけど、いつまでも巫女見習いのことを引きずっていたわたしを変えてくれたのが、きっと彼との出会いだったんだと思う」


「…………」


「お前のいうとおりシェルティスはすごい奴やつだよ。昔どこで何をしてたのか気になるけど、彼が語らないのなら聞こうとは思わない。それよりわたしが大事にしたいのは、わたしが彼にどれだけ助けられたのかということだから」


「…………そう……だと思います」


　糸のように細い汗あせが一ひと滴しずく、頰を伝って膝ひざへと落ちた。


　……なに？


　……なに……この……変な気持ち。


　なんだか……嫌いやな予感がする……ただ先輩の相談を聞いているだけなのに、なんでこんなにも寒気を感じるの？


「幽ゆう幻げん種しゆとの戦せん闘とうで彼の激げき励れいを浴びて勇気をもらって、それからだ。なんだろう……初心に返ったみたいな気持ちになれて。これからも一いつ緒しよに部隊で頑張れたらと思っていて────だけど違ちがった。いつの間にか別の気持ちが生まれてた」


「…………」


「今回の統政庁との連合部隊で彼と別れることになって、それが結果的には良かったのかもしれない。自分の気持ちに素直になれたから」


　──息が辛つらい。


　小さな、小さな予感にすぎなかった疑ぎ惑わく。それが、話を聞くうちにみるみる肥大化して胸の深い部分を浸しん食しよくしていくのがわかる。


　……うそ、そんな。


　……まさか。


　気づいてしまった。


　モニカの表情の理由。恥はずかしそうに、そして嬉うれしそうに語る表情の意味。


　…………それだけは……


　……いくら先せん輩ぱいでもそれだけは…………


「先輩の気持ち、ですか？」


「……うん」


　自らの胸むな元もとに手をあててモニカが深呼吸。そして──


　……だめ。


　……やめて……それだけは…………お願い…………だめっっっ！


「やっ──」





「わたし、彼を好きになってしまったみたいだ」





　心のなかで、何かが弾はじけた音がした。


　……あ。


　…………あっ…………あぁ……


「ユミィ？」


「────」


　向かい合うモニカ先輩が何か言ってる。


　だけど……だめ……だ……頭が真っ白すぎて何も考えられない。言わないと……言わないといけないのに。


「あっ……あのっ」


「ん？」


「わ……わたっ…………わたしも…………」


　わたしだって、誰だれにも負けないくらいシェルティスのことを想おもってる。


　だって……そう言っておかないと……本当に、もしもモニカ先輩がシェルティスに向かって告白しちゃって…………そうしたらどうなるの？


　モニカ先輩はわたしから見ても素敵な人。


　それに、同じ部隊で毎日シェルティスと会って話すことができる。いまのわたしより、ずっと近い位置でアイツと一緒にいられる。わたしより……エルベルト共鳴のせいで指一本触ふれることもできないわたしより…………ずっとずっと…………


「…………」


「ユミィ、どうしたんだ？　やっぱりこんな遅おそくに起きてるから」


「あっ違ちが……違うんです！　体調は悪くなくて…………でも……その……」


　……言えるわけないよ。


　わたしだから安心して打ち明けてくれた先輩に、わたしの方が昔からシェルティスのことが気になってるだなんて言えるわけない。


　そんなことしたらきっと先輩と、もういままでの関係じゃいられない。


　互たがいに気まずくなって顔も合わせられなくなって…………じゃあどうすればいいの？　わたしはどうすればいいの。


「……無理して付き合ってもらってすまない。やっぱり、ユミィもそろそろ休んだ方がいいと思う。明日あしたも忙いそがしいんだろう？」


　カタン、と音をたててモニカが椅子から立ち上がる。


「ありがとう。突とつ然ぜんの話で、しかもすごく私的な話で驚おどろかせたかもしれないけど、聞いてもらって気持ちが落ちついた」


「あっ、先輩待って、まっ────────」


　待って！　扉とびらに向かう背中にそう叫さけんだつもりでも、実際に口を伝って漏もれたのは掠かすれた吐と息いきだけだった。


「…………」


　部屋を出ていく少女。閉じる部屋の扉。


　たった一人自分の部屋に残されて、ユミィはぼんやりと佇ちよ立りつしていた。


　……足が動かない。


　……腕うでも、指先も、首や肩かたも何もかも自分のものじゃなくなったみたい。


　心を奪うばわれた人形ひとのかたち。


「……なんで」


　ただ一つ、悲ひ哀あいの言葉を紡つむぐ唇くちびるだけが微かすかに動く。


「わたし、こんなつもりじゃ……」


　知ってはいけないことを知ってしまった。


　聞いてはいけないことを聞いてしまった。


「…………」


　そして何より、言えなかった。


　自分の気持ちを伝えるのが怖こわかったこともある。先輩との絆きずなが、言ってしまえば終わってしまうことも怖かった。


　だけどそれ以上に、受けた衝しよう撃げきが大きすぎて心が空っぽになってしまっていた。


　…………この気持ちは。


　…………わたし……どうすればいいの。


「……っ！」


　声にならない嗚お咽えつをこぼし、ユミィはその場にくずおれた。




　第二章　『向かう者。願う者。祈り続ける者』
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「エリ姉、エリ姉ってばぁ」


「……ふぁ？」


「起きて起きて。もうお昼だよ」


「うーん、まだお昼でしょ、それならあと一時間……って、お昼!?」


　ほとんど悲鳴に近い声とともにエリエはベッドから跳はね起きた。


　寝ね癖ぐせでくしゃくしゃの髪かみを乱暴にかきむしり、シャツ一枚という質素な寝ね間ま着きを大急ぎで脱ぬぎ捨すてる。


「うそ、もうこんな時間!?　完全に寝ね坊ぼうじゃん！」


　機械油の臭においがしみこんだ愛用のツナギに着き替がえつつ、窓から燦さん々さんと差しこむ陽に目を細めて──


「……ん」


　やおら正気に戻もどり、その場をきょろきょろと見回してみる。


　天てん井じようには繊せん細さいなガラス細工がほどこされたシャンデリアが輝かがやき、足あし下もとには柔やわらかな厚手の絨じゆう毯たん。自分が寝ねていたベッドも一人どころか二人、三人で寝ても余よ裕ゆうがあるような巨きよ大だいベッドではないか。


「……あたしの部屋、いつからこんな豪ごう華かになったっけ」


「ここ、ホテル」


　大きなクッションに身を沈しずめるユトが嬉しそうに教えてくれた。


「昨日は塔とうで──」


「あ、そだそだ。紗砂シヤサちゃんと打ち合わせしてたんだ」


　ベッドの枕まくら脇わきにはちゃんと自分のメモ帳が転がっている。


　……あぁ、夜に打ち合わせの内容を再確認してて……そのまま眠ねむくなったんだっけ。


「エリ姉、エリ姉！　ユトもちゃーんと『めも』してるよ。ほら、『あしたのあさはやく、エリねぇと、ひくうていでしゅっぱつ！』って」


「おー偉えらいぞユト、あたしも昨日必死でメモしてなぁ。なにしろ紗砂ちゃんてば、今日は一日仕事で会えないとか言われちゃったし」


　分厚いメモ帳をめくり、大きな付ふ箋せんのついたページを開いてみる。


「えっと？　まず前日の準備としては『あたしの荷物』、これはお菓か子しくらいかな。あとは飛ひ空くう艇ていの一級操縦技士免めん許きよで、これはポケットに入ってるから良し。そしたら……なんだ、59階の機工局航空課に行って手続きするだけじゃん。あとは明日の朝七時に65階の飛行場に行けばよしと」


「めんどーなの、紗砂姉が『わたしが全部手配しておきます』って言ってたね！」


「だね、さすが塔の事務員。あたし面めん倒どうなの苦手だから助かるよ」





〝飛空艇の操縦士として、天結宮ソフイアと統政庁の部隊についていってもらえませんか〟





　……まぁ、前にもシェルティスやモニカと浮遊島ラグーンに行ったから平気だよね。


　あの時は飛空艇が雷らい光こう妖よう精せいに襲おそわれて危なかったけど、今回は普ふ通つうの侵しん入にゆう任務だっていうから安全のはずで……安全のはずで…………本当に？


「……侵入者って理由で飛空艇ごと撃うち落とされたりしないよね」


「エリ姉！」


　ソファーの上で跳ね回っていたユトが、クッションの反動でぴょんと大ジャンプ。そのまま肩に抱だきついてきた。


「エリ姉、紗砂姉が『エリエならだいじょうぶです！』って言ってた」


「む、確かに。どうにかなりそうな気がしてきた。よし、それじゃあシェルティスたちをしっかり運うん搬ぱんしちゃおうか！　お給料ももらえるらしいし」


「おーっ！」


　ユトを抱きかかえたままソファーに腰こしを沈める。


「そうときまれば、さしあたっては機工局の航空課に行って飛空艇の操縦申しん請せいだね。紗砂は何時に行けって言ってたっけ？」


「朝十時だよ」


「…………」


「そうしないと登録が間に合わないって」


「…………」


　ちらりと電光時計の表示を盗ぬすみ見る。


「……いま何時だっけ」


「お昼の十二時ちょっと過ぎ。ねぇエリ姉、ユトお腹なかすいたよー」


「──────っぎゃぁぁぁぁぁぁ、やばいって！　ユトはこのドーナツ食べてて。あたし59階行ってくる！」


　ツナギのポケットに入っていた非お常や食つをユトに放り投げ、エリエは一目散に駆かけだした。
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　天結宮ソフイア２８７階。


　自らの護衛対象である巫み女この部屋で、床ゆかに敷しいた絨毯の上に直接座りこむ。


　──もはや癖くせだな。


　椅い子すに座るという行こう為いは苦手だ。椅子に座っていると、どうにもその不安定さが気になって仕方ない。巨大なソファーくらい重量があれば別なのだが、そうでもなければ椅子に腰かけるよりは立っているか、あるいは床に座り込んだ方がいい。


　そして、それが物事に集中したい時ならなおさらだ。


「────」


　背筋を伸のばして目を閉じる。


　自分専用のサイズに設計した規格外の大たい剣けんを掲かかげ、それを全力で振ふり下ろす光景。理想の太た刀ち筋すじを虚こ空くうに描えがき、その線を何度も何度も、大剣の先で模写トレースさながらに刻んでいく。


　イメージトレーニング。


　巫女の傍そばを離はなれられない時、実際の修練の代だい替たいとして行うものだ。


　……まだまだ剣の改善の余地はある。


　……強くなれる。


　脳のう裏りに描く、自分の真横に並ぶもう一つの影かげ。それは時としてシェルティスであり、時として同どう僚りようである爛ランやホルンにもなる。


　……俺は、俺の理想を超こえられるかな。


　……兄を。


　どれだけ剣の腕を磨みがいても縮まらない理想との彼ひ我が。その差を一センチ、一ミリでも埋うめ続けるために脳裏で剣を振り続け────


「…………レオン」


　その光景が、一いつ瞬しゆんにして霧む消しようした。


「…………明日あした行っちゃうの？」


　ベッドの上に横たわった少女の、物もの憂うげな横顔。起き上がらないのではない。少女には起き上がる体力すら残っていないことをレオンは知っていた。


「春蕾シユンレイ、無理に起きようとしなくていい。今日は一日寝ていろ。俺はここにいる」


「…………」
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　氷結鏡界を三日間祈り続けた巫女。


　結界の権限を皇おう姫ひサラに再び委ゆだねたのがつい三時間ほど前のこと。体力を使い果たし、普ふ段だんなら何が起きても目覚めないほど深い眠りについているはずが。


「…………メイメル言ってた。統政庁の人と一いつ緒しよに行くって」


「そうだな」


　メイメルの話では、春蕾が結界を祈り続けている間に情報は念話で転送していたという。自分が第三機関の拠きよ点てんに向かうことも、すでに春蕾は知っているのだ。


「…………行くの？」


　──わたしを置いて行っちゃうの？


　ゆらめく双そう眸ぼうでそう訴うつたえる黒くろ髪かみの少女。


「メイメルから聞いたのか」


　こくんと彼女が無言で首しゆ肯こう。


「なら、春蕾も自分の任務を聞いているな」


　ユミィと共に塔に残り、自分たち連合部隊の動向を遠視によって監かん視しし続ける。


　統政庁の『天の車』への警けい戒かいはもちろんのこと、別働隊であるホルンへの連れん絡らく役も兼かねた重要な役やく柄がらだ。


「お前が見ていてくれるから俺も安心して動ける」


「…………」


「俺が不在の間、お前の護衛は爛に任せている。むしろ俺の身の方が不安だというなら、遠視で俺を見ていてくれればいい」


「…………」


「成否はどうであれ、明日に出発して明日中……明後日あさつての朝方には帰ってくる。すぐ戻るから、お前は塔ここで身体からだを休めていろ」


「…………うん」


　口元を少しだけほころばせて────その表情のまま再び寝ね入いってしまう。そう、本来は目を覚ますことすらありえないほどの疲ひ労ろうなのだ。


　……それだけ不安ということか。


　沁しん力りよくによるものとは関係なく、危機察知における春蕾の勘かんは鋭するどい。そんな彼女がここまで心配するのはここ最近でも珍めずらしい。


「一波乱二波乱ありえるか。もしや、お前もそれが心配で来たのか？」


「……それが、わたしにもわからなくて」


　背後のテーブルに腰かけて、その表情に陰かげを落とす少女。


「その割には落ちこんでいるようだが」


「…………うん。昨日イロイロとね」


　目の下に隈くまを浮うかばせてユミィが苦笑。彼女が部屋を訪れたのは三十分ほど前だろうか。聞けば、春蕾ではなく自分をアテにして訪れたのだという。


「春蕾もしばらく起きないはずだ。そろそろ話してもらってもかまわない」


「うん。といっても話すというか、レオンに発はつ破ぱをかけてほしいなって思って来たの。叱しつ咤た激げき励れいっていうの？……ちょっと辛つらいことがあって」


「そういうのは俺じゃなくメイメルが得意だろう？」


　自分は護ご士しであって巫女ではない。


　護士でいう叱咤激励とは、たとえば教官が鞭むちをふるって怒ど声せいを浴びせたりといった凶きよう悪あくな手法が主になる。巫女を相手にする場合はそれとは別で、巧たくみに相手の心的状じよう況きようを汲くみとって励はげますことが肝かん要ようとされている。そしてそれは、ユミィの先せん輩ぱい巫女にあたるメイメルの得意分野だ。


「……ちょっと男の人に聞きたかったから。でもシェルティスには聞けなくて」


「構わんが、俺に小難しい話を期待するなよ」


「たとえばでいいの。今回みたいな重要な任務の直前に、任務以外ですごく気になる話が舞まいこんできたらレオンはどうする？」


「内容にもよるが、基本は忘れることにする」


「忘れるってどのくらいまで？」


　再度の追つい及きゆうにしばし天てん井じようを見上げて黙もつ考こう。


「ほぼ完全に頭から消し去るだろうな。任務から戻もどってきて、部屋の扉とびらに貼はりつけたメモを見てようやく思いだすくらいまで」


「任務に集中したいから？」


「そうだ、変な気がかりがあって凡ぼんミスなんてしたくないからな」


「……そうだよね」


　下した唇くちびるを嚙かみしめて、まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやく巫女。憂うれいを滲にじませた碧へき玉ぎよくの瞳ひとみが、ゆらゆらと大きく揺ゆれていた。


「それって当たり前のこと？　みんなしてることかな」


「当然だ」


「…………レオンに聞いてよかった」


「ん？」


「ううん、こっちの独り言。レオンに聞いてよかったって思ったの。レオンならきっとこうしてキッパリ言いきってくれるだろうって信じてたから」


　隈の浮きでた目をこすってユミィが深呼吸。


「よし、一晩悩なやんだけどやっぱ良くない！　わたしらしくない！　モニカ先輩とのことは明後日まで考えるの自じ粛しゆくしよっと。うんうん、いまは目の前の大事な任務に集中しなくちゃいけないもん。頑がん張ばれわたし。がんば────」


「…………ユミィ、もうちょっと静かに」


「……ごめんなさい」


　ベッドで寝ねこむ春蕾に怒おこられて、ユミィは素す直なおに頭を下げた。
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　ちりちりと大地を焦こがす熱風。


　地平線が見えるほど広大な砂地のグラウンドを、背に重装備のバックパックを背負って延々と歩き続ける。背負った荷は一週間分の飲食物とテント、それに緊きん急きゆう用の衣料品や通信機など。その総重量は成人男性の体重を上回る。


「…………」


「………………」


　誰だれ一人ひとり、言葉一つ発しない。わずかな体力の消しよう耗もうすら惜おしんで、ただ前へ前へと進んでいく。やがてその強行軍の先、大地に引かれた一本の白線がうっすらと確認できた。


「────」


　心なしか部隊の歩調が速まる。さらに無言で進むこと五分、ようやく部隊の先頭を歩く少女の足先が白線を越えて──


「──────っっっ踏とう……っ破はだっ！」


　感かん極きわまった声で、部隊の先頭を行くモニカが空を仰あおいだ。


「……死ぬ……かと思いました」


「くそあちぃ、こりゃ……なんの拷ごう問もんだよおい」


　続いて華宮カグラ、ヴァイエルが白線にたどり着いて苦く悶もんの溜ため息いき。その背中を目標に、最後となった自分も白線を越えて──


「あー……さすがにこれはキツっ」


　バックパックを背負った姿で、シェルティスは手ての甲こうで額を拭ぬぐった。あふれる汗あせが止まらない。服もシャツからズボンから汗でびしょ濡ぬれだ。


『やりましたねぇ。前は途と中ちゆうで女性陣じんリタイアだったのに』


「……前回は油断して会話に熱が入ってたからな」


「ですね、お喋しやべりさえなければ何とか」


　同じく滝たきのような汗をタオルで拭うモニカと華宮。一方、前回も踏破組であるヴァイエルはまだ若じやつ干かんの余よ裕ゆうがうかがえる。


　……ヴァイエルって、やっぱり素養はあるんだよね。


　もともと体格に恵めぐまれている面はあった。それが部隊に入って継けい続ぞく的な訓練をこなしていくことで、シェルティスから見ても驚おどろくべき勢いで基き礎そ体力が向上していっている。


「ヴァイエル、あと10％重し増やせそうだね」


『いえいえ。私の計算では13％まで増やしてもいけるはずですよ』


「んな面めん倒どうくせぇのできるかよ」


　ある意味予想どおりの答えが返ってきた。


「ていうかお前の方はどうなんだ。こんなとこでちんたら油売ってていいのか」


「僕？」


「てめぇしかいねぇだろうが。おら、例の部隊の件はどうした。解かい雇こでもされたか？」


「あぁ、それなら準備が思ったより早く終わっちゃって」


　ヴァイエルの指し摘てきに肩かたをすくめて返事。


　荷物の準備は昨日の夜にひととおり終しゆう了りよう。手持ちぶさたになってしまい、本当なら一日休みのはずの訓練にも途中参加したというわけだ。


　……あとは、本当は一日留守にしますって言っておきたかったけど。


　……考えたら僕ってそういうの苦手なんだよね。


　なんとなく気き恥はずかしくて、それは言い出せないまま保留中である。


「しかし今日の訓練で意気込みすぎて明日が筋肉痛、なんて目も当てられません。今日はこれくらいにしておいたらどうです？」


「わたしも同意見だ」


　バックパックを地に降ろしてモニカが首肯。


「シェルティス、今日はここまででいい。どうせこの後は三人一組スリーマンセルの部隊戦を申しこんである。お前がいなくてもわたしたちで何とかする」


「あ、それならせめて僕も見学──」


「だめだ。今日は終わり。華宮、わたしのバックパックを預かっててくれ。ヴァイエルは先に教官のところで手続きを。わたしはシェルティスを送っていく」


「……わかったよ」


　ほとんど連行された状態でモニカに付きそわれ、訓練場の端はしである入り口へ。


「じゃあモニカ、あと訓練頑張って」


「──シェルティス」


「ん？」


　背を向けようとした矢先、ほかならぬ彼女に呼び止められた。


「いや……その、なんだ……明日あしたの任務、無茶するなよ。前みたく幽ゆう幻げん種しゆの攻こう撃げきを受けて入院のような帰き還かんは勘かん弁べんしてくれ」


「あれは僕だってご免めんだよ」


　頭の傷を思いだして苦笑い。


「それと──」


「それと？」


「あ、いや……うん」


　こくんと息を呑のみこんで瞬まばたきをくり返すモニカ。……なんだろう、普ふ段だんあんまり彼女が見せない仕草の気がする。


「明日出発して、予定なら遅おそくても明後日あさつての明け方には帰ってくるんだったな。それなら次の週休日も塔とうにいるのかなと思って」


「予定のこと？　特に何も入ってないけど」


　しいて言えばエリエとユトあたりが遊びに来るかもしれないが、なにしろあの二人は行動が突とつ発ぱつすぎて読みようがない。


「そ、そうか!?　それならその……一つお願いが……次の週休日、一いつ緒しよに居住区に行けないかな。案内とか……してほしくて」


「居住区？」


「少し前に華宮から、お前が居住区に詳くわしいという話を聞いた。私も昔は居住区に住んでたけど、巫み女こ見習いになって塔ここに住んでからは久しくて。いまはどんな町並みになってるのかまるで知らないから」


「なんだ、それくらいならおやすいご用だよ」


　塔を追放されてからの二年間、二ア羽ルのビ白レ鳥オでのアルバイトで生計を立てて居住区で暮らしていた自分には庭のような場所だ。


「午後からでいいの？」


「あ、う、う…………い、いや！　待て！　もし……都合がつくなら昼の少し前くらいに塔のゲート前がいい。そうしたら昼食も居住区のどこかで一緒に食べられるし。もちろん昼食代はわたしが出すから！」


「いいよ。そうしたら良さそうなお店も考えておくよ」


「や、約束だぞ！」


　ほんのりと頰ほおを赤らめてモニカが頷うなずく。


「ちゃんと覚えておくってば。──それじゃ」


　部隊長である少女から背を向け、足先を塔へ。


『……モニカが動きましたねぇ』


「うん、そういえば候補生ってなかなか居住区行かないもんね。正護士なら居住区の警備とかも任されるけど」


『いえ、そういう意味じゃなく』


「へ？」


『……まあ気づいてないと思ってましたよ。それ自体は予想の範はん疇ちゆうです。ただ』


　一いつ拍ぱく、言葉を選ぶような間を空けて機械水晶イリスは続けた。


『事態が変にねじれなければいいんですが』


「まぁったくだぜ、この色男が」


　──その声は、向かって右側にそびえたつ大樹の陰かげから。


「あんたは……」


「いょうっ」


　木こ陰かげから軽快な仕草で現れ、これまた陽気な表情で手を上げる長身瘦そう軀くの男。薄うす茶ちやのシャツの上に濃のう褐かつ色しよくのジャケット、それに色あせた紺こんのパンツルック。決して派手とは言えない服装と対照的に、横よこ鍔つばの部分が大きく歪わい曲きよくした広鍔帽子カトルマンハツトが特とく徴ちよう的だ。


「昨日ぶりだが元気か？　しかし兄ちゃんもなかなかどうして、おとなしそうな顔してやるじゃねぇか。真っ昼間からあんな感じで女とデー……ぅげふっ!?」


「ヒューイック様、野暮なお話は厳禁です」


「や、野暮ってなぁ……しかもいま何で殴なぐった。普段よりだいぶ硬かてぇぞ」


「こちらのスーツケースの角で」


　痛いてぇわけだよ──脇わき腹ばらを押さえて溜息をつく第九ヒユーイツク。その横に控ひかえるスーツ姿の女性は、両手で巨きよ大だいなスーツケースを持ちながら無表情。


「……ヒューイック？」


「おう、さすがに名前は覚えてくれたか。いいか兄ちゃん、名前は大事だぜ。社会で出世するコツは営業先の相手の顔と名前を覚えることだ。ま、護士にはあんま馴な染じみのないテクニックだろうがな」


「それで……統政庁の人が僕に何の用？　出発は明日かと思ってたけど」


「見学だよ」


　統政庁の派は遣けん官が顎あご先さきで示すのは、ついさっきモニカと歩いてきた訓練場だった。


「塔のホテルでくつろぐのも良いけどよ、せっかく天結宮ソフイアに来てるんだし何かと見て回って見聞を広めるのが大人っつぅもんだろうが。それでちょっと歩いてたら面おも白しろそうな場所があったんでな。アレ、おたくらの訓練場か何かだろ？」


　金かな網あみによって隔へだてられた屋外訓練場。


　最大で千人弱、常時数百人におよぶ候補生が集つどう巨大エリアである。初見の者ならばまず最初に関心を寄せる対象だろう。


『あ、もしかして案内しろと？』


「いやいや、んな手間とらせるような真ま似ねはしねぇよ。むしろこう、見学するくらいなら実習派でね。俺も黒ク猫ロもせっかくだから参加したいと考えたわけだ」


「訓練に？　いや、でもそれは……」


　使用する武器に天結宮ソフイアの実験技術が含ふくまれている関係上、部外者が訓練場に立ち入ることは滅めつ多たに許されなかったはずなのだ。せいぜい金網の外から見られる程度で……


「ご安心を」


　無言を保っていた黒ク猫ロが珍めずらしく苦笑の面持ちで。


「すでに私たち二名、教官と呼ばれる方々に見つかって追い出された後ですから」


「あ、やっぱり」


「ったく懐ふところが狭せまいねぇ。ちょっと一緒に交じって訓練させてくれたっていいのにな」


　つまらなさそうに第九ヒユーイツクが口をとがらせる。


「んなわけで、教官て輩やからに外につまみ出されたところで兄ちゃんを見かけたんでな。景気はどうよってな具合で声をかけたのよ。まぁ実際のとこ、どうだ？」


「……どうって」


「明日、帰ってこれねぇ方が当たり前だと覚かく悟ごしな」


　人なつこいとすら思える笑みをうかべる統政庁の特務機関執しつ行こう員。


「危険は全部で三回。連中の拠きよ点てんへの侵しん入にゆう時、拠点での内部探たん索さく、そしてそこからの脱だつ出しゆつ時だ。──楽しぃぜ？　日中、それも真正面から統政庁に喧けん嘩かしかけてくる連中の、その拠点に突とつ入にゆうするんだ。見つかるのは想定内。見つかって逃にげて、それで逃げきれないのも想定の範疇だろうな」


「……逃げきれなかったら？」


「さぁ？　各人、好き勝手にやればいいんじゃねぇの」


　肩をすくめて戯おどけてみせる男の隣となりで、それに付き従う女性が淡たん々たんと二の句を継ついだ。


「好き勝手暴れるも良し、大人しく捕ほ虜りよになるも良し、あるいは敵方に寝ね返がえるも良しでしょう。浮遊大陸オービエ・クレアへの帰還は、拠点の外に脱出できたメンバーだけで行います」


「容よう赦しやないね」


「いやぁ慈じ悲ひ深ぶかいぜ、こんなこと普段は前もって言わねぇよ。今回は天結宮ソフイアにも人員を割さいてもらうんで出血大サービスだ。なぁ黒ク猫ロ？」


「もちろん巫女様にもお伝えしております」


　……そっか、だから。


　本隊と別働隊、それに加えて巫女の常時監かん視しによる支し援えん。それだけ用よう意い周しゆう到とうな布ふ陣じんを敷しく理由は、その背後でそれだけの犠ぎ牲せいを覚悟のうえだから。


「俺の言いたいことはそれだけだ。じゃあな、明日は期待してるぜ？」


「失礼します」


　気楽に手を振ふる第九ヒユーイツクと、深々と頭こうべを垂れる黒ク猫ロ。


　遠ざかる二人の背をじっと見送るうち、シェルティスは我知らずに、手のひらが汗あせばむほど堅かたく両拳こぶしを握にぎりしめていた。





　　　　２





　錬れん護ご士し宿舎。


　塔の２５１階から２５９階までを占しめるこの階層は、次代の千せん年ねん獅し候補と目される錬護士たちの宿舎でありトレーニングルームとなっている。なかでも最上階層である２５９階は、その頂点に立つ錬イ護シ士ユ筆タ頭ルただ一人の居住所であり修練場だ。


「……お姉様、なんですかこの怪あやしげな機械」


　自分が丸まればすっぽり入ってしまえそうな銀色の直方体。ピコピコと怪しく点てん滅めつする部位があれば、何かの数値をグラフ化して映しだす液えき晶しよう画面まで。


「これをわたしたちに点検しろって言われても、まずこの正体がわかりませんわ」


　足先で機械の角をコツンと蹴けりつけて溜ため息いき。


　──まったくもう、いきなり呼ばれたと思ったら。


　厨ちゆう房ぼうに引っこんでしまった姉の背中を一いち瞥べつし、イーシャは溜息をついた。


「んー、イーシャちゃんどう？」


「どうも何もないですわ。ですから何の機械なのか教えてもらわないことには」


「通信機なんだって。見てわからない？」


　厨房から響ひびく暢のん気きな声。


「見てわかれば苦労はしません。なんですかこの無骨な……というかあまりにデザイン性が欠けつ如じよしてるせいで、怪しげな銀色の箱にしか見えません」


「機工局の連中にデザインを期待しても無む駄だだろう」


　そう答えたのは、椅い子すに腰こしかけて優ゆう雅がにティーカップを携たずさえた禿とく頭とうの男だ。


「通信機というのなら、大事なのは通話の安定性と持続性。あとは不意の衝しよう撃げきに対する対衝性といったところか」


「……ならジンも手伝って。早く訓練に戻もどらないと爛隊長ボスに怒ど鳴なられるもん」


　ジン・イクスナリス──イーシャと組む双銃使いだ。まだ二十代前半ながら、その落ちついた佇たたずまいと禿頭という外見から年ねん齢れい以上に大人びて見える。


「そうよー。ジン、あなた銃使いだから機械には強いでしょう？　早く検査して持ち主に返さないと邪じや魔まで邪魔で」


「構いませんが、これは誰だれから預かったんですか」


「ホルンちゃんよー」


「げ」


　イシュタルが何気なく口にした名に、イーシャは思わず顔をしかめていた。


　千年獅の第三位ホルン・ノヴァ。あらゆる重火器の使用に通じた機術装甲士エクスマキナで、護士の第三師隊を統とう率そつする総隊長でもある人物だ。


「苦手……な人かも」


　特にあの無表情。何を話しても眉まゆ一つ動かさなくて、本当は機械なのではと思ってしまうほど感情が読めない。一方で、姉に言わせれば「実は恥はずかしがり屋さん」説もあるし……確かめてみたいけど、本人に聞く勇気はない。


「でもお姉様？　どうしてホルン師隊長が？」


「任務で使うんだけど、通信機の親機と子機をそれぞれイシュタルとホルンちゃんで持つことになるんだって。だからイシュタルも点検のお願いをされちゃって」


「……点検で手を抜ぬいたら射殺されそうですわね」


「さっさと終わらせるか。親機がこの巨大な箱で、子機がこの小さな携けい帯たい端たん末まつか？」


　慣れた手つきで端末を取り外し、そのうちの一つをジンがこちらに放り投げる。


「俺がフロアの端はしで話すから、それが聞こえるか確認してくれ」


「……点検てそれでいいの？」


「話して聞こえる。通信機で一番大事な点検だ」


　真ま面じ目めな口調で答えるや、子機を片手にリビングの隅すみへと歩いていく双銃士。


　……わざわざ通信機だなんて。


　……つまり念話が使えないくらいの距きよ離りでやりとりを？


　姉のいう『任務』とやらの細かい内容はイーシャも聞かされていない。といっても普ふ段だんの任務については事前に教えてくれる姉だから、それがないということは込み入った事情の任務だとは予想がつくけれど。


「ま、詮せん索さくしても仕方なし……で、ジン？　さっさと話さないと点検にならないわよ」


「────」


「え？　聞こえないってば」


　リビングの隅でジンがぼそぼそと喋しやべっているのは雰ふん囲い気きから見て取れるが、肝かん心じんの通信端末からはまったく彼の声が聞こえてこない。


「ねえお姉さ──」


「あっそうそうイーシャちゃん、それ取り扱いには注意してね。すごく衝撃に弱い機材が組みこまれてて、ちょっとした弾はずみで故障しちゃうんだって」


「……え？」


「でも、それだったらとても外部への持ち運びは」


「そうよー。だから対衝ケースを用意してその中に機械を固定するんだって。可愛かわいい子ほど手間がかかるっていうのは人も機械も同じねー」


「…………」


　おそるおそる、足あし下もとに置かれた銀色の通信機を見下ろした。衝撃に弱いという通信機。それが動かない理由に一つだけ思い当たるものがあった。


　……なんで、なんで箱の隅がひしゃげてるのかしら。


　ついさっき、この通信機の正体がわからない時にそういえば。





〝これをわたしたちに検査しろって言われても、まずこの正体がわかりませんわ〟


〝足先で機械の角をコツンと蹴りつけて溜息〟





「いっ、いやぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?　そんな強く蹴ったつもりないのに!?」


「イーシャちゃん!?　どうしたのそんな大声で」


「お姉様の、お姉様のばかぁっ！　大事な情報はもったいぶらずに早く教えてっていつも言ってるじゃないですか────────っ！」


　子機を放りだし、イーシャは頭をかきむしって悲鳴を上げたのだった。
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　薄はく暮ぼ。


　空を赤く染める夕ゆう陽ひが、気づけば地平線の彼方かなたへと沈しずみかけていた。


「……風も涼すずしくなってきましたね」


　首元をなでる突とつ風ぷうに華宮カグラは肩かたをふるわせた。


　訓練場に充じゆう満まんする熱風はいつしか消えさり、いまの風は儀ぎ礼れい衣いを羽は織おっていてなお肌はだ寒さむいほどだ。


「おい部隊長、ちょうど潮時なんじゃねえの？」


「ああ、今日はここまでにしよう」


　儀礼衣を砂色に染めたヴァイエルに、こちらも同じような状態でモニカが頷うなずく。


「……今日はみんな奮ふん闘とうしましたね」


　浮遊する機マ械キ珠ナを呼びよせ、その採取データから映像を再生。


　今日の訓練は前半がバックパックを背負っての長ちよう距きよ離り歩行、後半が三人一組スリーマンセルによる部隊戦。機マ械キ珠ナが撮とった映像はほとんど後者のものだ。


　──シェルティス抜きの部隊戦。


　厳しい戦いになるとは容易に想像できたが、終わってみれば結果は二戦二勝。事前に相手部隊の情報を収集していたとはいえ予想以上の戦績だった。


「ヴァイエルが普段の二倍活かつ躍やくしていたな。部わ隊た長しも楽ができた」


「……負けたら教官に説教くらうだろうが」


　汗まみれの拳鉄甲ナツクルダスターを外してそっぽを向く本人。そんな彼の背後で、モニカと顔を見合わせて華宮はそっと苦笑した。


　……でも良い感じです。


　モニカに欠けていたのは自信。それが経験を積むにつれて改善され、戦せん闘とうでも自ら前線に出ていく活力になっている。ヴァイエルも、さぼりがちだった訓練に参加することで確実に動きが洗練されていっている。


　……わたしも、昔は二日に一度だったのが今では四日のうち三日は訓練ですし。


　そのぶん研究職の方が疎おろそかになってしまうけれど、そちらは既すでに今月の目標値を更こう新しん済みだから問題ないだろう。


　総じて、部隊全員で確実に実力の底上げが進んでいる状態だ。


「シェルティスって、明後日あさつての朝には帰ってくるんでしたよね」


「そう聞いているが」


　どうかしたのか？──頭に疑ぎ問もん符ふをうかべるモニカ。


「いえ……そういえば『行ってきます』的な言葉がなかったので。一日とはいえ、部隊を留守にするわけですから。珍めずらしいなって」


　出かける際には必ず報告をという組織的礼れい儀ぎを求めているわけではない。ただ単純に、シェルティスという少年の性格から「留守にします」というような言葉が出なかったことが意外だった。


「モニカは気になりませんか」


「大変な任務だからそっちで頭が一いつ杯ぱいなんだと思う。……そっとしておこう」


　両の十字棍ロザリオをベルトのホルダーへ。


　鮮あざやかな桜色の髪かみを風になびかせてモニカは空を見上げた。


「帰ってくるのを待つだけか」
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　……もう、どれだけの間そうしていただろう。


　静かな部屋。


　机の上で、自分の腕うでを下に敷しいて顔を伏ふせていた。


『シェルティス、その体勢で寝ねてると寝ね癖ぐせがひどいですよ』


「……寝てないよ」


　ちょっと放心していただけ。心中そう呟つぶやいてから顔を持ち上げる。


『でもほら、やっぱり寝癖。前まえ髪がみがハネてますよ』


「どうせ誰も来ないから」


　誰も来ないし、自分からも会いに行かないと決めたから。


『おやユミィに会いに行かないんですか？　明日あしたは朝から大事な作戦に参加するんだし、彼女だってその一員なわけで……会う理由は作れますよ」


「いや、いいんだ。今日と明日は」


　肩や背中にのしかかる重圧でなく、指先や足先に伝わる微び弱じやくな痺しびれ。


　──緊きん張ちよう感かんの質がいままでと違ちがう。


　第三機関の拠きよ点てんの一つに侵しん入にゆうし、再び空白イグニドと相まみえるのだろうか。さらには自分に巣くう魔ま笛てきを取とり払はらう方法を聞き出すことができるのか。


　そして、無事に浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどってくることができるのか。


「なんだかガラにもなく緊張してるみたい。だから会いたくないなって」


『いま会うとユミィにそれが伝わってしまうから？』


「……そうかも」


　会いたくないわけじゃない。ただ、会ってはいけない気がするのだ。


「ほら、願がん掛かけみたいな感じ？　次に会う時は良い報告ができますようにって」


『これまた非科学的な』


「いいんだよ」


　ユミィの隣となりに少しでも近づきたいからこそ、だ。


　はっきりとした目的があるぶん、なおさら気持ちの昂こう揚ようを鎮しずめたかった。


「……やっぱり、このままの関係でいるのは辛つらいもん」


『エルベルト共鳴のことですか」


　強力すぎる沁しん力りよくと魔笛が触ふれ合った時、そこに生じる拒きよ絶ぜつ反応。自分とユミィの間に立ちはだかる障しよう壁へきのせいで、いまも彼女には指一本触れることができない。


「……何とかしたいよ」


　押し殺した声こわ音ね。


　──お待たせって言いたい。そして、お帰りなさいと言われたい。


　ユミィを塔とうの一番上で待たせてる。


　彼女にずっと心配をかけてしまってる。巫み女こなのに千年獅を一年以上つけないことだって、本当は不安で仕方ないはずなのに。


「せめて……少しでも嬉うれしいことを報告できればなって」


　もう少しだから。そんな一言だけでユミィはどれだけ楽になるだろう。ユミィの不安を取り除いてあげたい。今はそのための願掛け。


『それならいっそ寝ちゃえばいいのに。どうせ会わないって決めてるんなら』


「……だから眠ねむれないんだって」


　呆あきれ気味な口調の機械水晶イリスにそう答え、シェルティスはふたたび机に向かってうつ伏ぶせに倒たおれこんだ。





　　　　３





『シェルティス、シェルティス起きて。もう六時ですよ』


　……寝てた記き憶おくはないはずなのに。


　シェルティスが顔を上げた時には、出発の一時間前になっていた。


『体調は』


「んと、問題ないと思う。ちょっと肩と膝ひざが固くなってるみたいだけど」


『もーっ。だから無理な体勢やめて寝なさいって言ったのに』


「歩くうちに戻るってば」


　ベッドの上で点てん滅めつする機械水晶イリスはそのままに、洗面場まで歩いていって深呼吸。蛇じや口ぐちから勢いよく注ぐ冷水の飛沫しぶきを眺ながめながら──


「……行こう」


　自分に言い聞かせるつもりで、呟いた。
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　天結宮ソフイア65階。


　轟ごう音おんをたてて駆く動どうするエンジンと、同じく超ちよう高こう速そくで回転するプロペラ。


　床ゆか下したの衝しよう撃げき吸収タイルを歪ゆがませて進んでいく超重量の飛ひ空くう艇ていが一台、二台。その後ろに続くのは、衝撃吸収タイルを補修する技師である。


『朝早くから賑にぎやかですねぇ』


　感心したように声を上げる機械水晶イリス。


　塔内飛行場────機工局が管理する階層であり、塔でも特に異彩を放っている空間だ。そこで働く職員も事務員ではなく機械技師、装よそおいも事務員のスーツではなく色あせたツナギがほとんどだろう。


「お、兄ちゃん早はえぇじゃねえか。いいねぇ、集合時間の三十分前とは感心だ」


「いえ。おそらく寝られずに一晩過ごしたのかと」


　手ぶらで腕うで組ぐみする第九ヒユーイツク、そのすぐ後ろに控ひかえたスーツ姿の女性部下。統政庁の執しつ行こう官二人は、フロアのちょうど中心部に堂々と立っていた。


　……あとはレオンとホルンだけど、まだ二人は来てないのか。


「二人ともどうしてここに？」


「ん？　そりゃあここが集合場所だからだろ。違ったか？」


「あ……いやそうじゃなくて、ここフロアのど真ん中だし。こんな広い場所の中心とかって何となく居づらくない？　周りの目も気になるし、僕なら端はじっこにいるかも」


「そのとおりです」


　後ろに控えた黒ク猫ロが控えめな口調で同意。


「ただでさえ私たちは招かれざる客。しかしヒューイック様が、こちらの飛空艇に早くも興味を持たれてしまって……ここを動きたくないと」


「そうそう、俺ぁこの手の特とく殊しゆ機器とか装置とかに目がないんでな。コイツとか」


　すぐ真横に置かれた銀色の飛空艇を見上げる第九ヒユーイツク。


「兄ちゃんコイツ乗ったことは？」


「……えと、たぶんないと思うけど」


　普ふ段だん、護士が乗るような輸送用の飛空艇とは違う機体。まず胴どう体たいが、通常の円柱形をさらに押しつぶしたように狭せまい。主しゆ翼よくも厚みが削けずられて薄うすい。


　──気流に乗るのではなく大気を切きり裂さく翼つばさ。


「これ、僕もあまり見たことないや」


『だと思いますよ。これは──』


「特別設計された特務機体だ。主翼のエンジン部に消音装置を組みこみ、機体の皮ひ膜まくにもレーダー反射低減材を使用している。搭とう乗じよう人数を犠ぎ牲せいにして速度と隠おん密みつ性の向上……を謳うたっている。あいにくまだ開発途と上じようらしいが」


　純白のロングコートをなびかせて飛行場を進んでくる銀ぎん髪ぱつの青年。


「今回の任務で使う機体だな。荷物は載のせたか？」


『まだですよー。珍しい飛空艇だなってみんなで見とれていたところです』


「そんなところだろうな」


　統政庁の二人、そしてこちらを一いち瞥べつするレオン。


「荷物らしい荷物を持ちこむ者はいなさそうだな。まあ好都合か、どうも機体が繊せん細さいな重心設計らしく重量物は制限されるそうだ。あとはホルン次し第だいだろうが──」


「私のぶんは昨夜のうちに載せてある」


　硬い靴くつ音おとを響ひびかせて現れる遮眼帯ブラインダー姿の女性千年獅。その肩かたには長ちよう距きよ離り射しや撃げき用のライフル銃じゆうが下げられていた。


　……僕とレオン、ホルン。それに統政庁の二人。


　……これで全員そろったわけだ。


『集合時間の十五分前に全員集合、みんな感心ですねぇ。お見送りしてくれる人が乏とぼしいのだけ残念ですが』


「そういえばそうだね。特にレオンなんか」


「俺か」


「うん。だって春蕾は？」


　前にレオンと浮遊島ラグーンに行った時は、極度の対人恐きよう怖ふ症しようを押して見送りに来た少女。そんな彼女が現れないのは意外だ。


「春蕾ならユミィと一いつ緒しよだ」


「……あ、了りよう解かい」


　春蕾とユミィには、遠視の沁力術式で自分たちを常時監かん視しする役目がある。レオンの口ぶりから察するに、その任務は既すでに始まっているということか。


「なぁなぁところでよ、仮にも俺と黒ク猫ロは統政庁の執行官なわけだが。そんな俺らに特務機体なんか見せていいのか。太っ腹だな？」


「一昨日おととい、姉上とメイメルで決定した事じ項こうだ」


　ぶっきらぼうな口調で答えたのはホルン。


「許可が下りた理由はいくつかあるが、どうせ統政庁でも似た技術は開発しているだろうとのことだ」


「ほぉ。まあご明察……って答えてよかったのかね黒ク猫ロ？」


「自己責任でどうぞ、私は何も喋しやべってません」


「ひでぇなおい!?」


「さておき──」


　さっと首をふって視線をそらす彼女。


「出発は予定時刻どおりということでよろしいでしょうか。それならそろそろ機体の席につく時間かと」


「いや、さっき機工局の担当部署から連れん絡らくがあった。機体の操縦士の準備が済んでいないらしい。何でも昨日の申しん請せいが遅おくれたとか」


「あらら。でも、それちょっと不安かも。焦あせって事故とかミスがないといいけど」


　レオンの返事にシェルティスは瞳ひとみを曇くもらせた。


　……確かに計画自体すごく突とつ発ぱつ的だったけど。


「操縦士の人選にテコ入れがあったらしいとは私も報告を受けた。調整が遅れているのと関係があるかはわからないが」


　飛空艇の操縦室をホルンが見上げる。


『ほほぅテコ入れ。具体的には？』


「さぁな。しかし操縦士について『上』から推すい薦せんがあったとは聞いている。姉上とは考えにくいから、巫女の第二位メイメルあたりが手を回したと考えていた」


　興味の対象外なのか、そう告げるホルンの口調は淡たん々たんとしたものだ。


「いずれにせよ早──」





「エリ姉ぇぇぇっ、早く早く！　こっちだよーっ！」





　幼い子供の声が飛行場に響いたのは、その時だった。


　……エリ姉？


　……それにいまの声って。


「あれ、僕……なんかすごく嫌いやな予感がする。おかしいな、これすごく重要な任務のはずなんだよね。飛空艇の操縦士だってきっと腕うで利ききのベテランが来るはずだよね」


「ん？　腕利き？　あたしのこと呼んだ？」


　金属製の手押し車をガラガラと押して近づいてくる人ひと影かげ。


　快活そうな大きな瞳に、鮮あざやかなオレンジ色の髪かみが元気らしさを強調した少女である。服は質素なシャツの上に機械油まみれの作業ツナギ、色気も化け粧しようっけも皆かい無むだがそれが逆に似合っている女の子だ。


「やっほーシェルティスおはよ。優ゆう秀しゆうな操縦士の到とう着ちやくだよん」


　気楽な様子で手を振ふって挨あい拶さつしてくる彼女。


「…………操縦士」


「ん、急に頭抱かかえてどうかした？」


「うああぁぁぁぁっっやっぱりぃぃぃぃっっ!?　なんでこう、嫌な予感の時にかぎって当たるのかな。出発する前から不安になってきた!?」


　エリエの前で、シェルティスは思いきり悲鳴を上げた。


「あ、失礼しちゃうなぁ、あたしが操縦士だなんて最高の待たい遇ぐうじゃない」


「前にエリエが操縦した飛空艇は墜つい落らくした気がするんだけどねっ!?」


「むぅー。あれは事故よ。今回は不時着程度に留とどめるもん」


「不時着だって十分事故だよ!?」


　……もう突つっこむ気力もないけどさ。


　……なんでエリエが天結宮ソフイアの操縦士やってるんだろ。まさかユミィの推薦とか。


「そこの女」


「あ、はいはい。あたしのこと？」


　ホルンの呼びかけにエリエがふり返る。


「お前が操縦士か？」


「そ、あたしエリエ、この機体の操縦士をやらせてもらうのでよろしくお願いしまーす！　あ。ちなみにこっちの子が副操縦士ね」


「ユトだよー。……エリ姉、『ふくそうじゅうし』って何？」


「あたしのお手伝い」


「あ、そうなんだ？　ユト、エリ姉のお手伝いするよー」


「よしよし。一緒にがんばろーね」


　両手を広げてはしゃぎ回る自じ称しよう操縦士たち。その姿を前にして、次に動いたのは統政庁の執行官である第九ヒユーイツクだった。


「……おいおいおいおい、お嬢じようちゃんたちが天結宮ソフイアの操縦士ってか？」


　目を糸のように細めてエリエへと近づいていく執行官。


「お嬢ちゃん、もう一度確認するが間ま違ちがいねぇな？」


「ほいほい、よろしくね！　あたし頑がん張ばるよ！」


「…………」


　にこやかな笑顔のエリエを穴が開くほど見つめた後に。


「なるほど、こいつぁ一本取られたぜ」


「え？」


　思わず聞き返してしまったシェルティスは蚊か帳やの外、当の本人は部下と何やら神しん妙みような顔つきで頷うなずきあって──


「おい黒ク猫ロ、こいつぁすげぇよ。この年ト齢シで飛空艇の操縦士だぜ。天結宮ソフイアにこんな技術者がいるってのは予想外だ」


「はい。そしてこの任務を任されるということは、相当の信しん頼らいも得ていることに」


「……侮あなどれねぇな」


「見事と言うべきでしょう」


　うんうんと頷きあう統政庁の二人。


「いや、たぶん二人とも裏を読みすぎてるんじゃないかな。普ふ通つうに疑おうよ」


　……だってエリエとユトだし。


　二年も一緒に二ア羽ルのビ白レ鳥オで働いた仲である。少なくとも、統政庁の二人が考えるほど深い意味がこめられた人選でないことだけは自信がある。


　が。


「何を言っているシェルティス、この采さい配はいの意味がわからないのか」


　統政庁の二人に続き、なぜか不敵な笑みをうかべるレオン。


「はい？」


「見ろ、統政庁の二人が驚きよう愕がくしている様を。おそらくはメイメルだろう、ライバル機関の執しつ行こう官の度ど肝ぎもを抜ぬいてやろうという味な采配だ」


『そうですよそうですよー、エリエが一緒なら私も安心です』


　おまけに機械水晶イリスまで満足そうに点てん滅めつする有様だ。


「騙だまされてる!?　みんなそれ過大評価しすぎてるから!?」


　と言ってみても聞いてくれる気配は皆無。


「そうだ、ホルン！　あなたならわかるでしょ、この二人が操縦士だなんて絶対深い意味なんて無…………あれ？」


　いつの間にかホルンの姿がない。そう思ってあたりを見回して──


「お前たち、若くして操縦士とは見所がある。これをやろう」


「およ？　こ、これは……天結宮ソフイアの一日十本限定のスペシャルキャンディー!?　い、いいのこんな極ごくレアなお菓か子しもらっちゃって！」


「うわぁー、お姉ちゃんありがとう！　ユトこれ大好き！」


　どこから持ってきたのか、限定品の棒付き飴あめを二人に配るホルン。しかも喜ぶ二人を前に、彼女本人も滅めつ多たに浮うかべない微び笑しようを浮かべていて。


「操縦士であることをまず疑えぇぇ──────っっっ!?」


　見事に陥かん落らくした彼女を前にとうとう絶ぜつ叫きよう。


　……あぁ、そっか。ホルンは児童園の子供が好きだと思ってたけど。


　……子供には見境無く甘い性格だったんだ。


「シェルティス、どうしたそんな落ちこんで」


「おいおい兄ちゃんしっかりしてくれよ」


「シェル兄だいじょうぶ？　元気ない？」


　心配そうに見上げるユトが足にしがみついてくる。


「よぉし、じゃあ出発するよ！　シェルティスほら、元気だして！」


「……いやほら、僕はその……てっきり誰だれかがエリエたちのこと反対するかと思って……でもまぁ……ほかの人が良いって言うなら…………もうどうにかなるよね」


　飛空艇の搭とう乗じよう階段へと向かう隊列を、シェルティスもとぼとぼと追いかけた。
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　天結宮ソフイア２８７階。


『…………飛空艇、飛んだ』


「──今、無事に離り塔とうしました。搭乗員は予定どおり本隊四名と別働隊一名の五人。それと操縦士が二人です』


　春蕾から送られてくる遠視の光景をとりまとめ、念話で複数の受信者に一いつ斉せい送信。


『……レオン、お茶飲んでる』


「レオンがお茶を────って、それは別にいいか」


　自室のベッドに横たわり、ユミィはじっと目をつむっていた。


　……これが難しいのよね。


　……どの情報までを伝えるのか判断に悩なやむもん。


　ユミィに送られてくる情報は、春蕾が遠視で見る光景そのままだ。それをうまく言葉にして念話で伝えることで、領域系の沁力術式が錬イ護シ士ユ筆タ頭ルたちにも展開することができるというわけだ。


『…………レオン何か話してる。楽しそう』


「ええと、あのね春蕾、できればレオン以外の人も教えてくれると嬉うれしいな？」


『…………ごめんなさい』


　送られてくる映像がレオンの顔の拡大画面から、その周囲にいるシェルティスたちも含ふくんだ俯ふ瞰かん図ずへと切きり替かわる。


　……こうなっちゃうのも仕方ないんだけどね。


　遠視による追つい跡せきは、言うなれば沁力術者が自分のハンディカメラで写した光景である。誰に重点を置いて監かん視しするかは完全に術者の任意。たとえば春蕾の場合、放っておくとひたすらレオンを拡大アップで見るばかりで周囲がおろそかになってしまうわけだ。


　今回でいえばユミィがそれを注意する役である。


　……前に練習でこれやった時は、一晩レオンの寝ね顔がおが映ってたんだっけ。


　……まぁ春蕾だし。


　と。


『あ、ほらほら大変よ春蕾。さっきレオンが更こう衣い室に行ったらしいわね』


　脳のう裏りに響ひびくメイメルからの念話。


『…………う、うん。行った』


『それなら、さっきは客室じゃなくてそっちを見ても良かったんじゃない？　いまなら着き替がえを覗のぞいたって正当な任務ってごまかせるわよ～～～？』


『…………っっ！！！！！』


　声にならない春蕾の黄色い悲鳴。


「メ、イ、メ、ル！　こっちは必死なんで春蕾を惑まどわさないでください！」


『あらひどいわ～。惑わすだなんて……私そんなすごいこと言ってないのに。あ、爛が呼んでるわ。それじゃあまた！』


　くすくす笑いを残して逃にげていく声。


『…………ユミィ、シェルティスが』


「シェルティスが？」


　次の瞬しゆん間かん。ユミィの脳裏に送られてきたのは、幼なじみの少年が更衣室に向かっていく光景だった。


「っ！」


『…………遠視で追いかけられるけど』


「そ、そそっ、そんなことしなくていいよっ!?　わ、わわわっ……わたしは……別に……シェルティスの着替えなんかきょ、興味ないし!?」


　だってだって、シェルティスの着替えだなんて昔は当たり前に目もく撃げきしてたし。……ま、まあそれってもう十年とかそれくらい前の話だけど。


　……いや……その……


　……任務という意味でなら仕方なく見ても……とか思ったり。い、いやいや、待て待てわたし！　さすがにそれはまずいよ！


『…………シェルティス出てきた。上着のジャケット脱ぬいだだけみたい』


「……人ひと騒さわがせなんだから」


　ふぅっ、と深呼吸。





〝わたし、彼を好きになってしまったみたいなんだ〟





　……あのことは、ひとまず忘れないとダメだ。任務も修行も手につかなくなる。


　ただ一つ推測できるのは、アレはあくまでモニカ先せん輩ぱいの心中を語っただけで、シェルティスに告白した後というわけではないということだ。


　……そんなことされてたらシェルティスだって普通じゃいられないはず。


　……でも、いまのシェルティスはすごく落ちついてるみたいだし。


「あ、あれれ？　ところで春蕾？　操縦室いいかな」


　送信されてくる光景が客室から操縦室へ。


　そこの中央に座ったエリエは問題ない。もちろん彼女が操縦士に選ばれたというのには驚おどろいたが、それはおそらくメイメルあたりの采配だろう。


　問題なのはその横──


　副操縦席にあたる空間が、まるで陽炎かげろうのようにゆらゆらと揺ゆらめいているのだ。しかし、まさか飛ひ空くう艇ていの内部で陽炎が発生するわけもない。だとしたら……


「ねえ、あそこの副操縦席のところ──」


『…………妨害ジヤミング。別の沁力術式が作用してる』


　妨害ジヤミング、やっぱりそうか。天結宮ソフイアの塔全体がそうであるように、遠えん距きよ離りからの遠視ができないように微び弱じやくの障しよう壁へきを張る技術。しかし統政庁の会合場所にも同じような障壁があって、それは力ずくで突とつ破ぱできた覚えがある。


　……だけどこれは。


　……春蕾が苦戦するほど強力な障壁？


『…………すごく洗練されてる術式。うっかりしてたら気づけなかった』


「そこまでの？」


　春蕾が苦戦するのではなく、春蕾だからこそ違い和わ感かんに気づいたということか。


　だとすれば、もし遠視を行うのが自分であれば、春蕾のように陽炎ほどの違和感すら気づかなかっただろう。透とう視しに映る副操縦席は『単なる空席』として現れ、そこに障壁が張られていることすらわからなかったかもしれない。


　そんなことができるとすれば同じ巫み女こレベルの術者くらい。だけど、なぜ副操縦席？　存在を知られたくない人がそこに座っているとでもいうの？


「メイメルに後で聞いてみよっか。たぶんエリエを操縦士に推すい薦せんしたのもメイメルだと思うし、それなら副操縦席の人のことも知ってるはずだから」


『…………うん』


「監視、続けるよ」


　両目を閉じてベッドに横たわり、ユミィは息を呑のみこんだ。





　　　　４





　速度、超ちよう音おん速そく領域で安定。


　機体状じよう況きよう安定。探知レーダー一つ、機体保護膜まくによってレーダー分散……成功。


「えーっと、このボタンがスラストレバーでこっちがリバースね。ふむふむ、それでこっちの画面が気圧補正値と」


「……あのさエリエ、その右手に持ってるのは？」


　モニターに映された重要そうな情報に目もくれず、手に抱かかえた分厚い資料を次から次へとめくっていく少女。


「ああこれ、この飛空艇の詳しよう細さい設計書よん。あたしが知ってる型と違ちがうやつだったし、自動運転中に覚えとこうかなって」


「……できれば飛ぶ前に覚えておいてほしかった」


　操縦席の背に肘ひじをつき、シェルティスはがっくりと肩かたを落とした。


「ねね、シェル兄！　見てみてユト操縦してるよー」


「どれどれ……ってうわっ！　エリエエリエこれ、ユトが操そう縦じゆう桿かん外しちゃってる!?」


「あー。それ別に平気よ、あたしが外したの」


「はいっ!?」


　当のエリエといえば、あいかわらず詳細設計書から目を離はなさぬままで。


「だって機体と操縦桿が繫つながってたら、副操縦席のユトの操作が本当に機体に影えい響きようしちゃうもん。外しておけばそんなことないし。後で戻もどしておけばバレないって」


『なるほど、相変わらず類たぐい希まれな発想力です』


「……不安だ」


　しかし実際に飛空艇は飛んでいるわけで、計測器にもエラーの類たぐいが表示されていないから驚きだ。


「エリエ、こっちの探知レーダー反応『１』っていうのは？」


「たぶん統政庁のじゃない？」


　詳細設計書の束を脇わきにどけてエリエが腰よう部ぶのベルトを解除する。


「んー……ずっと座ってると身体からだが凝こっちゃうね。で、統政庁のレーダーは大層なもんじゃないのよ。浮遊島ラグーンの周りを飛ぶ飛空艇の経路をレーダーで予想して、飛空艇同士が衝しよう突とつしないよう教えてあげるためのものだろうから」


『だと思います。天結宮ソフイアにももっと大がかりな探知システムがありますから』


「…………」


「お？　シェルティス君てばどうかした？」


　立ち上がるや柔じゆう軟なん運動を始めるエリエ。


「んと、大したことじゃないよ。単に『ああ、いまって統政庁の近くを通過してるんだ』って思ったくらいだから」


「そそ。というかもうすぐ目的地つくよ。統政庁の帽ぼう子しかぶったお兄さんから経路と場所教えてもらって、そのとおりに運転しただけだから」


「……そうなんだ」


　わざわざ正式操縦士を押しのけて操縦士に抜ばつ擢てきされたエリエのことだ。今回の任務の概がい要ようも聞かされているかと思ったけれど。


『私たちも教えてもらってませんしねぇ』


　第三機関の拠きよ点てんの場所、そして侵しん入にゆう方法もそうだ。いくら隠おん密みつ性の特務機体とはいえ、直接これで拠点に突とつ入にゆうするとは考えにくい。


「僕も、てっきりすぐ教えてもらえると思ったけど」


　かれこれ数時間。第九ヒユーイツクから話しかけてきたことといえば他愛たわいもない日常話か、あるいは天結宮ソフイアに関する質問くらいのものだ。


　……あとは、既すでに巫女とか千せん年ねん獅しには話してあるとか？


　……いずれにせよ聞いてみないとわからないか。


「エリエ、じゃあ操縦お願いね」


　操縦席の二人に背を向け、そのまま足先を客室へと向けた。





「思いのほか長かったな」


　操縦室から客室に続く隔室。電でん子し錠じようつきの機械扉とびらに隔へだてられた通路の先で、白コートを脱いだインナー姿のレオンが待っていた。


「操縦士二人の様子はどうだ」


『悪くないですよー。機体が安定してるのは私もモニターで確認しました。エリエなんか機体の操作説明書じゃなくて設計書まで読みこむ徹てつ底ていぶりですから』


「読みこむのは結構だが、まずは目的地に到とう着ちやくすることを優先してもらいたいものだな」


　窓ガラスの枠わくに手を添そえながらレオンが苦笑。


「統政庁の二人がお前を待っていた」


「僕？」


「お前が客室に戻り次し第だい、簡単な作戦会議をするとのことだ。そもそも今回の目的地も聞いてないわけだからな」


「あっ。そうそう。それ気になってたんだよね」


　飛空艇が塔とうを離れるまでは作戦の一いつ切さいを語らない。メイメルづてで聞いた第九ヒユーイツクのメッセージだ。浮遊大陸オービエ・クレアのどこに第三機関の刺し客かくが潜もぐりこんでいるかわからない現状で、情報を死守するための苦肉の策というところか。


「それほど統政庁側も第三機関を警けい戒かいしてるんだろう。異い篇へん卿きよう……『黄金』のマハと『空白』のイグニドだったか」


　塔の正護士部隊を壊かい滅めつさせた黄マ金ハ、そしていまだ得体の知れない空白イグニド。異篇卿がほかにどれだけ残っているかわからないが、一人一人が危険な相手であることに疑いはない。


「厄やつ介かいな相手だったんだろう？」


「……否定しても仕方ないから言うけど、どれだけ用心しても足りないくらいの相手だよ。まだまだ底が見えないし」


　……もどかしい葛かつ藤とうか。


　異篇卿との戦せん闘とうは極力回かい避ひしたい。しかし異篇卿から逃にげていては、自分の求める情報を空白イグニドから引き出すこともまた難しい。


「お前がそこまで言う相手も久しぶりだな」


「そういうレオンは？」


「……俺か」


　窓ガラスに映る自らの姿を見やって青年が深呼吸。


「俺にもわからない。自分が……緊きん張ちようしてるのかもわからない」


『あら珍めずらしい。強敵と戦うのも修行の一いつ環かんだ、くらい言うかと思いましたのに』


「春蕾を待たせている立場だからな」


　穏おだやかな────刺とげ々とげしさを感じさせない、けれどどこか哀あい愁しゆうを感じさせる柔にゆう和わな口調でレオンは続けた。


「昨日、春蕾が不安がっていた。俺が離れることが寂さびしいんじゃなく、俺がこの作戦に参加することそのものに」


「えっと……虫の知らせってやつ？」


「呼び方はともかく、春蕾はそういった方向に敏びん感かんだと俺は思ってる。沁しん力りよくや先見性とかとはまた違う、一種の感性みたいなものなんだろうさ」


　窓の奥を見つめる青年の、普ふ段だんは決して見せぬ静かな瞳ひとみの色。


「俺とて修行中の身だ。どんな任務においても絶対という言葉はない。……だからこそ常に全力で挑いどむ。春蕾に心配かけてしまっているなら尚なお更さらだ」


　……レオンも僕と同じ。


　……昨日の僕も、最後までユミィに会いに行けなかったから。


　つまるところ、それほどの緊張と不安をもって挑まねばいけない相手なのだろう。その先が死地となるか活路となるか、全すべては自分たち次第なのだから。


「だけど、春蕾を不安のままにさせる気はないんだろ？」


「当たり前だ」


「言うと思った」


　普段と変わらぬ強気な返事、この男の場合はそれが何よりも頼たのもしい。


「お前こそ、さっさと昇しよう級きゆうしたいならヘマをやらかすなよ。いつまでも候補生のままユミィを待たせられると思うな」


「了りよう解かい」


　返事とともに手を挙げる。


「──じゃあ」


「行くか」


　それぞれに口にして、シェルティスはレオンと共に客室へと歩きだした。
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「やっと戻ってきたか。待ちくたびれたぜ？」


　客室の最前席に腰こしかけた第九ヒユーイツクが目を糸のように細めてみせる。


「準備はいいか」


「僕は大だい丈じよう夫ぶ」


「よっしゃ、じゃあ真ま面じ目めな話に移るとするか。さっさと話せって後ろの姉ちゃんが銃じゆうを突つきつけてくるんでね」


　後部座席のホルンを指さして苦笑する統政庁の執しつ行こう官。


「わかっているなら話を進めたらどうだ？」


「おぉ怖こえぇ。んじゃ怖こわい姉ちゃんに撃うたれる前に本題といこう──黒ク猫ロ」


　指を打ち鳴らす彼。


　と、その真後ろに座っていた女性が立ち上がって軽く一礼した。


「まずは、あらためてお礼申し上げます。急ごしらえの提案のなか、皆みな様さまのような頼もしい同行者を得ることができて心強いかぎりです。……さっそく本題に入りますが、我々が目指す拠点は、私がミクヴァの緋ひ眼がんで確認したものです。場所は、統政庁から南に三十キロ離れた位置にある浮遊島ラグーン」


「たかだか三十キロ？　統政庁の領空内、それも目と鼻の先にある場所だな」


　腕うで組ぐみするホルンが小さく嘆たん息そく。


「なぜいままで気づかなかった？」


「古い組織にありがちな認識不足と危機管理意識の欠けつ如じよ、それとまぁ……単純に連中が強したたかだってことか」


　よどみなく答えたのは第九ヒユーイツク。


「黒ク猫ロが言った場所は、浮遊島ラグーンがいくつも群れて諸島化してる空域だ。農業生産プラントを設置するには小さく、かといって何か貴重な資源や生態系が見つかるわけでもない。統政庁も正直ただ管理してるだけってなわけだ」


『天結宮ソフイアにもそういう島はありますからね。しかし天結宮ソフイアには歩く観測機である春蕾がいます。メイメルも結界を張ってますので、結界内で下手な動きをすると彼女が気づく』


　人が利用価値を見いださない浮遊島ラグーン。


　たしかに第三者が自らの根城を求めるなら絶好の場所だろう。


「あのさ、こんな時にアラを指し摘てきするようで悪いけど定期巡じゆん回かいは？　そういう浮遊島ラグーンは犯罪の温おん床しようになりやすいから警備員が回ったりとか」


「シェルティス様のお見込みのとおり、浮遊島ラグーンの定期巡回は行っています。しかし……」


　一枚の報告書を掲かかげる黒ク猫ロ。


　調査への参加者、責任者そして報告書作成者────その上に設けられた『決裁者』の欄らんだけが赤インクで何重にもチェックが入っている。


「上級権限を有した担当官による隠いん蔽ぺい作業。その巡回についての権限を持つ議員の秘書が、第三機関側の人間だった可能性が出てきました。自ら浮遊島ラグーンの視察におもむくことで調査隊を巧たくみに牽けん制せいしていた。と」


「……そこまではわかった。続きを」


「はい。侵入先の場所は申し上げたとおりです。正確な位置はこちら、ご覧いただければわかりますが、非常に多くの浮遊島ラグーンが密集している諸島の一つです」


　レオン、ホルンそして自分へ。一人一人に折りたたんだ用紙を渡わたしていく黒ク猫ロ。白紙に黒インクで印刷しただけの空マ域ツ図プ。


　無数の浮遊島ラグーンの中にただ一つ、赤インクで「○」囲みされた島。


「これが最終目的地、仮に……『施設島プラント』と呼びますが、当然この飛ひ空くう艇ていで直接乗りこむことはしません。どれだけ隠密性の高い機体でも着陸時の衝しよう撃げきは相当ですから、飛空艇は見えずとも何かが乗りこんできたという情報は伝わってしまいます。ならば──」


　空マ域ツ図プを指さす彼女。


「この密集した浮遊島ラグーンを渡っての侵入か」


「ご明察」


　あくびをかみ殺しながら第九ヒユーイツクが口の端はしをつり上げる。


「浮遊島ラグーンにはたいてい風力発電の風車が設置してある。都合のいいことに、この諸島は島同士を鋼線ケーブルで連結して風力発電帯ウインドフアームを構築してる。島と島をつなぐ橋が設置されてるのも確認済みだ。単にジャンプで飛び移れる島もあるしな」


　施設島プラントに侵しん入にゆうする方法は、それに隣りん接せつする島の数だけあるということになる。これだけあれば侵入経路には困らないうえ、第三機関の監かん視しも潜くぐりやすい。


「第三機関あちらからすれば、いざという時にすぐ撤てつ退たいできる経路が多いという理由でこの島を選んだ背景もあるんだろうぜ。それを逆手にとって侵入ってわけだ」


「納なつ得とく」


　第九ヒユーイツクの言葉にうなずき、シェルティスは手にした空マ域ツ図プの端を握にぎりしめた。


　……これなら戻もどってくるのも容易だし。


　……侵入も帰き還かんも、想定してたよりずっと条件が良い。


『ええと、施設島プラントに隣接してて移動が楽そうな島は……五個くらいですか』


「おうよ。そこで最終確認だ。本隊オレらはその地図で施設島プラントの右上にある島から侵入する。おたくはどうする？」


「左下の浮遊島ラグーン」


　別働隊であるホルンの回答に迷いはない。


　施設島プラントの右上に位置する島と、左下に位置する島。本隊と別働隊でそれぞれ真逆の経路からの侵入になる。


「おう、それで本ウ隊チは異論もねぇ。ほかに質問があれば受けつけるぜ」


「この島の生態系、特に人を襲おそうような大型肉にく食しよく獣じゆうと有毒生物の存在有無について。それと土ど壌じようの強度も確認したい」


「どちらも本計画に差し支つかえありません」


　答えたのは黒ク猫ロ。手に一いつ切さいの書類らしき書類をもっていないことからも、事前に相当の下調べをしていたということだろう。


「こちらの島における主な生物は小型の鳥類と虫類。また、人に影えい響きようする有毒生物および肉食生物は確認されておりません。土壌についてですが、浮遊大陸オービエ・クレアにおける居住区とほぼ同一という調査結果が出ています。いかがですかホルン様」


「把は握あくした。私からは以上だ」


「準備は良しと。……さて、折良く飛空艇も着く頃ころだ」


　第九ヒユーイツクの押し殺した呟つぶやきが客室にこだました。


「あとは向こうさんとの知ち恵え比くらべ、か」




　空章　『蒼碧』







　……ぽこっ。


　……っ…………ぽここっ…………


　水すい槽そうに満たされた薄うす水みず色の溶よう液えき。小さな泡あわが無数に浮うかんでは弾はじけ、浮かんでは乾かわいた音を立てて消しよう滅めつしていく。


『ふふ……うふふ……』


『あはっ、はは……ははは』


　気き泡ほうが弾ける音にまじって響ひびく笑い声。


『あれかな？　あの飛空艇だよ？』


『うん、あの飛空艇だね』


『イグニドに教えてあげればいいのかな』


『うん、教えてあげればいいね。でもその前にアルマデルに報告しなくちゃ。人数はええと、操縦士さん合わせて七人？』


『七……かな……でも、あの副操縦席が気になるよ』


『うん、なんだか陽炎かげろうみたいにぼやけて見える。不思議だね』


『…………』


　にわかに、場を満たしていた子供の笑い声が消え去った。


　静かに広がる沈ちん黙もく。まるで子供が拗すねた時のような、未熟な刺とげ々とげしさを孕はらんだ静せい寂じやくで。


『まあいいよ。そういうのはイグニドが詳くわしいもん』


　陽気な声がこだましたのは、それから優に一分ほどを隔へだてた後のこと。


『そうだね、イグニドが詳しいね。だからイグニドにも教えてあげよう』


『うん、そうと決まれば善は急げだよ』


　それぞれ順番にこだましていた声が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、そして。





『『蒼あお』のノイエと『碧みどり』のノエシスより、念話にて異篇卿各位に一いつ括かつ転送。


　警告──想定パターン０４９の確認により防衛システムを展開。迎げい撃げき準備を行います』





　澄すみきった双ふた子ごの声が、歌うように施設内を伝っていった。




　第三章　『邂かい逅こう、そして』







　　　　１





　天結宮ソフイア２７４階。


　千せん年ねん獅しの第二位によって訓練用にカスタマイズされたその部屋は、昇降機エレベータを一歩下りれば床ゆかから天てん井じようまでが青あお錆さび色いろに輝かがやく空間となっている。


　青錆色は剝むきだしの金属の地色。何千枚と張られた緩かん衝しよう板ばんは、飛空艇の保護膜まくにも使用される特とく殊しゆ合金だ。


　……ミシッ！


　その緩衝板が悲鳴を上げて陥かん没ぼつ。床に足あし跡あとのかたちがそのまま穿うがたれる。


「ふっ」


　緩衝板を歪ゆがませるほど強く踏ふみこみ、その勢いに自じ重じゆうを加えて拳こぶしを振ふり上げる。的も目標もない、ただ空を切るだけの一いち撃げき。が──


　……ッ……ッッァァァンッ……ッ！


　超ちよう音おん速そくの拳に弾はじかれた空気が破は裂れつ。音速を超こえた物体に生じる衝しよう撃げき波はが大気を切断し、結果、鞭鳴らしクラツピングにも似た破は砕さい音が轟とどろいたのだ。


「で、あいつらはどうなってんだ？」


　顎あご先に伝う汗あせをふりはらう少女。半ズボンにタンクトップという軽装ながら、その衣装は全身の汗を吸って水みず浸びたしの状態だ。


「聞いてのとおりよ」


　黙もく々もくと修練を続ける自分の専属護衛パートナーに、メイメルはしっとりと微笑ほほえんだ。


「だけど聞いてもイマイチわかりにくいかしら。……噂うわさをすれば、ほらまた報告」


　天井部のスピーカーへ耳を傾かたむける必要はない。


　ただ目をつむって意識を集中すればいい。





『ええと、本隊と別働隊が分かれたみたいです。あ、シェルティスとレオンと統政庁の二人が飛空艇から降りました。浮遊島ラグーンの端に着陸して……どこかに向かうみたい』





「分かれたみたい。どこかに向かうみたい。……『みたい』を連呼されると報告受けるオレらが大変なんだけどな」


　苦笑まじりに爛ランがその場に座りこむ。


「報告が曖あい昧まいってのは困りものだな」


「まぁまぁ。遠視って現地の声までは聞こえないの、あの子なりに状じよう況きようを推測しようと頑がん張ばってるってことよ」


「……何だか暗号解読してるような気分になる」


「暗号じゃないわー、ユミィ語よ。解読が必要なのは確かだけど」


　……でも今日のはマシな方ね。


　……もっと支し離り滅めつ裂れつな報告になっちゃうかもって覚かく悟ごしてたけど。


「そういやメイメル、今日の会議は？」


「欠席。あと巫み女この修行も今日と明日あしたは取りやめにしたわ。修行を一回休むと調子が狂くるうんだけど、今回ばかりはしょうがないわね」


「それだけ重要ってことか」


「ええ。だって────」


「だって？」


「……いえ、やっぱりいまの無し。何でもないわ」


「余計気になる」


「大したことじゃないわよ？　ほら、爛はしっかり自分を鍛きたえなさい。ユミィ語の解読は私がやってあげるから」


　座りこんだ爛を叱しつ咤たして立ち上がらせる。渋しぶ々しぶと修練を再開する少女を横目に、メイメルはそっと自分の胸むな元もとに手を置いた。





　──だって、下手を打てば全ぜん滅めつするかもしれないし。





　盤ばんゲームでいうならば悪手。すぐには大局に影響を与あたえずとも、終しゆう盤ばんになればなるほど大きな悪意をもって顕けん現げんする。


　……人選だけならおそらく最良。


　……けれど相手もまた、その手の内をまるで見せてない。


　異い篇へん卿きよう。判明しているのは「黄金」のマハと「空白」のイグニドの二人のみ。


「裏をかく手始めに、まず味方から騙だましてみようかしら」


「ん？　なんか言ったか」


「ううん、なーんにも」


　素知らぬ風にとぼけ、メイメルは肩かたをすくめてみせた。
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　……キィ……キィィ……


　鮮あざやかな黄色の羽根の小鳥たち、浮遊大陸オービエ・クレアでは滅めつ多たに見られない種が愛らしげな囀さえずりを残して飛び立っていく。


「この浮遊諸島ラグーン一帯を巣とする渡わたり鳥どりですね。冬の前には統政庁の島へと移ってきて、そちらで越えつ冬とうしてまた帰って行く習性が知られています」


　飛んでいく姿を見上げる黒ク猫ロが諳そらんじてみせる。


『へぇ。私そういう情報には疎うといので参考になります。インプットしておかなくちゃ』


「……いいけど、メモリオーバーで大事なもの忘れたりしないでね」


　胸元でゆれる機械水晶イリスを一いち瞥べつし、シェルティスは前を歩く男性二人の後を追いかけた。


　先頭に第九ヒユーイツク、二番目にレオン、三番目にシェルティスで最さい後こう尾びが黒ク猫ロという順だ。


「しかしまぁ蒸むし暑いな。おい黒ク猫ロ、これが本当に一番楽な道なのか。蒸し暑いし足あし下もとは木の根が突つきでてるし、歩行環かん境きようは劣れつ悪あくだぜ？」


「未開の浮遊島ラグーンですから」


　さらりと告げ、立ちはだかる巨きよ岩がんの上へと軽かろやかに飛び移る彼女。黒スーツにぴっちりと身を包みながらの軽快な跳ちよう躍やくは、まさしく黒猫そのものだ。


『あら、素敵な身のこなし』


「そりゃあ俺の連れだぜ？　運動不足のデスクワーカーなんぞお呼びじゃねえよ」


　広鍔帽子カトルマンハツトの鍔つばに手を添そえて第九ヒユーイツクが木の根を飛びこえる。


　岩石地帯。


　灰はい褐かつ色しよくの岩が大小無数に存在し、その岩と岩の隙すき間まから巨きよ大だいな大樹が突きでている。森林地帯より見晴らしは良好。しかし気を抜ぬいた瞬しゆん間かんに岩か木の根に足を取られて転てん倒とうしそうな環境だ。


「しかしまあ、良い天気じゃねえか。こんな面めん倒どうくせぇ仕事が入ってなかったら釣つりでもしたいところだな」


　暢のん気きな口調で告げる第九ヒユーイツク。


「その面倒くせぇ仕事とやらを自分から持ってきたのは誰だれですか」


「……わかった、わかったから背中を小こ突づくな黒ク猫ロ」


「終わったら特別報ほう酬しゆうを要求しますからね。あと危険手当と超ちよう過か勤務手当と休日出勤手当」


「おう任せな、請せい求きゆうの三割増で払はらってやるよ」


「払う気ないくせに」


　心もち頰ほおを膨ふくらませて黒ク猫ロが腕うで組ぐみ。そんな彼女を横目に、シェルティスは前を行く第九ヒユーイツクの背中に声をかけた。


「……あの、今の話」


「うん？　なんだ兄ちゃん、あらたまって」


「今の話ってどういうこと。この仕事を自分から持ってきたって」


「統政庁で異篇卿の存在に最初に勘かんづいたのがヒューイック様で、情報が不足するなか『なら俺が行くわ』と、第三機関への拠きよ点てんに侵しん入にゆうする計画を立ち上げたのもヒューイック様ご本人というわけです」


　答えたのは彼ではなく、その部下である女性だった。


「なにしろ謎なぞの敵機関の拠点です。侵入部隊に名乗りを上げる者が集まらない中、自ら敵地に赴おもむくというのは確かに勇断ではありますが……まったくもう」


「大した思いきりだ」


　賞賛か驚きよう愕がくか、レオンがわずかに片かた眉まゆをつり上げる。


「天結宮ソフイアでも第三機関への対応は依い然ぜんとして審しん議ぎ中だった。統政庁からの提案があったからこそ千年獅を動かす大義名分ができた──とメイメルが言っていた」


「褒ほめ言葉かい？」


「メイメルが誘さそいに乗ったということは、それなりに好機と思ったからだろう」


　そっけないレオンの返事だが、その意味は重要だ。


「僕もそう思う。たぶん、ノロノロしてたら相手の思うつぼだったんじゃないかな」


　黄マ金ハと空白イグニドが統政庁を襲しゆう撃げきしたのが何よりの証しよう拠こだろう。


　第三機関じぶんたちの情報がミクヴァの緋ひ眼がんから読み取られる前に襲撃、というのが彼らの目的だったはず。しかし現実に、第九ヒユーイツクは先んじてその情報を引き出していた。


「しかも、もし僕やレオンが同行してなかったら二人で突とつ入にゆうする気だった？」


「こう見えて神経質なんでね」


　視線は足下の岩を見つめつつ。


「堅かた苦くるしい元老員の爺じい様や頑がん固こな同どう僚りように囲まれちゃあいるが、俺は今の統政庁も嫌きらいじゃない。飯は美う味まいし基本は平和、タダ働きに応じてくれる部下もいるうえに趣しゆ味みの釣りだってできるしな」


「……お給料」


「だがよ、理由は知らねぇがそういう状況をブチ壊こわしてくれそうな連中がいるときた。そういう輩やからが周りをウロチョロしてると気に障さわってしょうがねえのさ。だから確かめに行く。連中の目的まですんなり暴あばけるか知らねぇが、拠点くらいはな」


　前を向く執しつ行こう官の足は、一時として止まることを知らなかった。


「で、どうだい。実際に島に来てみて。じきに目的地だぜ」


『はいはい！　窮きゆう屈くつな浮遊島ラグーンを想像してましたけど、歩いてみるとそうでもないですね』


「直径二キロ弱だったはずだ。いずれにせよ……っと、噂をすればだ」


　岩石の丘きゆう陵りようを真っ先に昇のぼりきった第九ヒユーイツクが腕組み。


　わずかに鋭するどさを増したその眼光が見下ろすものは────自分たちの島の対岸、それも十メートルと離はなれていない距きよ離りに浮うかぶもう一つの浮遊島ラグーン。


　……あれが。


　……第三機関の拠点が隠かくされた施設島プラント。


『あらすごい。隣りん接せつどころか接せつ触しよくしてくっついてもおかしくない距離ですね』


「だから言ったろ。ちょっと飛び越こえちまえば渡れるって。ちなみに別働隊の姉ちゃんが選んだ島も似たようなもんだ」


　ジャリッ。


　足下の小石を蹴けりつけて第九ヒユーイツクがその場で屈くつ伸しん運動。


「対岸まで……そうだな、六メートル弱か。崖がけギリギリだと地面が崩くずれるから、余よ裕ゆうをもって七メートル。逆風と横風を考えて九メートルだな。幅はば跳とびの要領でポンと飛ぶ。失敗したら空中落下、しかるに穢歌の庭エデンまで一直線の殉じゆん職しよくコースだがな」


「…………」


　……穢歌の庭エデンに落下。


　浮遊島ラグーンの端はしである断だん崖がいから真下を覗のぞけば、はるか下に映るのは氷結鏡界がもたらす蒼あおの氷海。さらに目を凝こらせば、その奥に黒い障気が渦うず巻まいているのも確認できる。


　──こんな近くに。


　──人は、穢歌の庭エデンとこんな近い場所で暮らしてる。


「おっ、兄ちゃんどうした。唇くちびるきゅっと閉じてやがって。幅跳び苦手か？」


「……大だい丈じよう夫ぶ。いけるよ」


　悟さとられぬように拳こぶしを握にぎりしめた。


「黒ク猫ロ？　お前いける？」


「私、幅跳びの自己記録十三・七メートルです。スーツとハイヒール着用で」


「あーそうだっけか。なら問題ないわな……それじゃあ」


　帽ぼう子しの鍔を指先で弾はじく第九ヒユーイツク。


「覚かく悟ごのできた奴やつからついてきな」


　軽い助走をつけて対岸へと飛び移るその背中を、シェルティスもまた追いかけた。
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　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる樹海。


　太く荒あら々あらしい幹を持つ大樹が連なる陰いん樹じゆ林りん。幹には得体の知れない蔦つたや蔓つるが幾いく重えにも巻き付き、その細い先せん端たんを伝う虫もどこか得体が知れない。


「……いつもの光景だな」


　小さく鼻を鳴らし、ホルンは目の前の大樹から目を背そむけた。


　姉と生ビ態オ生ト育ー野プを巡じゆん回かいし続ける自分にとって、得体の知れない樹木も奇き怪かいな虫たちも常識の範はん囲い内。最低限の警けい戒かいこそすれ、必要以上に驚おどろく気はない。


「本隊から二十分遅おくれ。時間としてはちょうど頃ころ合あいか？」


　左ひだり肩かたに長ちよう距きよ離り射しや撃げき用のライフルを担かつぎ、右手に愛用の短機関銃マシンピストル。腰こしのホルダーには予備の弾だん倉そうと通信機器が収まっている。


　──課された使命は本隊の補ほ佐さ。


　本隊とは異なる経路で施設島プラントに潜もぐりこむ。その後に本隊と時間差で拠点に侵入し、本隊が無事に情報の奪だつ取しゆに成功した場合はそのまま合流。本隊が敵勢力と交戦にいたった時は、


　監かん視し役であるユミィの指示で本隊の加勢に回る。


　……とにかく施設島プラントに潜って拠点のすぐ近くで待機というわけか。


　……あとは本隊か、あるいはユミィの指示待ちだ。


　こうした隠おん密みつ行動は少人数であればあるほど良い。連合部隊の人選はメイメルが決めたと聞いているが、塔とうの統とう率そつを皇おう姫ひから任されるだけあって優すぐれた選せん択たくだ。


　……さて、と。


「さっき私が言ったことは覚えているな」


「もっちろん。本隊の誰かから、あるいはホルン姉から連れん絡らくがあるまで待機でしょ」


「上出来だ」


　周囲の緑と同化する保護色に染まった飛ひ空くう艇てい。その操縦室の窓から顔を出すエリエに、ホルンは大きく首しゆ肯こうしてみせた。


「それと一つ補足だ。もし、私を含ふくめ誰からも連絡が無ければ──」


「うん？」


「その時はお前たちだけで天結宮ソフイアに戻もどれ。私たちの帰りを待つ必要はない」
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　──研究所。


　長方形状の設計に鼠ねずみ色いろの壁へき面めん。採光用の窓もなければ配線、配管の類たぐいが壁かべから飛び出しているということもない。ひたすらに真っ平らな壁面は一面が苔こけむして、まるで周囲の森と同化するように緑一色に染まっていた。


「レオン、これって」


「ああ。いつぞやの浮遊島ラグーンと同じものだな……何かの皮肉か？」


　隣となりに立つレオンが珍めずらしくも嘆たん息そく。


「不思議なことではありません。地層や環境の観測施設を設置するのは天結宮ソフイアでも頻ひん繁ぱんに行われていることですから」


　眼前の研究所を見み据すえる黒ク猫ロがゆっくりと首を横にふる。


「つまりは、以前に天結宮ソフイアからご指し摘てき頂いたものと同じということです」


　天結宮ソフイアと統政庁の会合が開かれた発ほつ端たん。


　無人の研究所が第三機関の手によって改築を施ほどこされた。以前は幽ゆう幻げん種しゆの培ばい養よう水すい槽そうが設置されていたが、今回はそのまま拠点として使われているということか。


「ミクヴァの緋眼で黒ク猫ロが捉とらえたのはここまでだ。この内部は俺も黒ク猫ロも未確認だが、まがりなりにも島の定期巡回をごまかしてるわけだからな」


「……地下だと思う」


　第九ヒユーイツクの呟つぶやきに、シェルティスは下した唇くちびるを嚙かみつぶした。


「……全すべてが前と同じってことは、この下にいる」


　足あし下もとの大地を睨にらみつける。


　地上の研究所はあくまで偽装フエイク、本命はその下に増設された地下フロア。だから地こ上こでどれだけ推論を重ねても意味がない。


「黒ク猫ロ」


「はい。シェルティス様もレオン様もお下がりください」


　一歩前に進み、黒ク猫ロが胸ポケットから金色の鍵かぎを取りだした。そのまま中央扉とびらまで直進。赤錆さびた扉に取りつけられた真しん鍮ちゆう色の金属錠じようへ、その鍵を音もなく差し込んでいく。


　──ッ……カチ。


　あっけなく外れ地上へと落下する金属錠。


「片面のみ開けます。念のため、扉の正面には立たぬよう」


　自らも身体からだをそらしつつ、黒ク猫ロが扉の取っ手を引いていく。錆びた金属がこすれる耳みみ障ざわりな音があたりに反はん響きよう。


　……ギィ。


　完全に開ききった扉の先は、薄うす暗ぐらい空間が広がるだけだった。


「ま、ここは予想どおりってことか」


　ぽんと黒ク猫ロの肩かたを叩たたいて第九ヒユーイツクが微び苦く笑しよう。しかしそんな仕草もほどほどに、彼は自分たちに向けて扉の先を指さした。


「一度見てるんだろ？　この先の構造はおたくらの方が詳くわしいんじゃないの？」


「あ、でも僕はレオンと一いつ緒しよじゃなくて……」


　あの時レオンと一緒だったのはエリエとユトだ。自分が行動を共にしていたのはモニカで、それぞれ研究所に入るルートも違ちがっていたはず。


「僕はこっちだったけど、レオンは隠し通路から入ったんだっけ。たしか地下に続く道があって、その解除をレオンの方でやってもらわないと開かない仕し掛かけで」


「そうだったな。……試してくるか、解除コードはエリエから知らされている」


「っと、そういうことなら俺も拝見といくか。黒ク猫ロはこっちで兄ちゃんの相手しててくれ、何ならあらためて自己紹しよう介かいでもしときな」


　レオンを追って第九ヒユーイツクも外へ。


　残されたのは自分、そして統政庁の執行官である黒ク猫ロの二人。


　……自己紹介。


　……そういえば名前と所属だけで、ほかは何も知らされてないし。


「なぜ、この隊に志願したのですか」


「──え」


　唐とう突とつな彼女の呟きに思わず声が出た。


「メイメル様が指揮を執とられていたこの作戦。周りは巫み女こと千せん年ねん獅しという格上ばかり。そんな中、メイメル様の呼びかけに一番に手を挙げたのがあなただった」


　黒に近い濃のう緑りよく色しよくの横よこ髪がみをさっと手で払はらう黒ク猫ロ。その瞳ひとみは一いつ切さいの表情を映さず、ただ淡たん々たんとこちらを見つめてきていた。


「先日ユミィ様が統政庁を訪おとずれた際、あなたの部隊が護衛として同行していたのは知っています。あなたが手を挙げたのは、これがあの任務の続きと考えたから？」


「まさか。別物の任務だよ」


「ではどうして？　あなたの身分は護ご士し候補生でしょう。立たち振ふる舞まいこそアレですが、統政庁におけるヒューイック様の権限は天結宮ソフイアの千年獅に相当する。あの方のように『じゃあ行ってくるわ』という一言で周りを黙だまらせる力はあなたに無いはずです」


　候補生は候補生らしく修練に徹てつするのが原則。外部の人間である彼女から見ても、候じ補ぶ生んがこの計画への参加を志願したことはそれほど意外に映ったのだろう。


「違いますか」


「……うん、だから一番に手をあげたんだし。行きたいって伝えたかったから」


「行きたい？　義務感でも責任感でもなく、本当に自分から希望していたのですか？……それは、失礼ですが手て柄がらを立てるため以外に理由が思いつきません」


　一いつ拍ぱく。


　無言の一時を挟はさみ、彼女はふっと苦笑をこぼした。


「……ですが、あなたはどうもその手の野心家には見えません。おかげで、あなたがこの作戦に参加する理由が思い浮うかばなくて」


　お手上げ──肩をすくめておどける彼女をしばし見つめ。


「ヒューイックと同じ理由だよ」


「ヒューイック様と？」


「見過ごせないって理由。大切な人が塔にいて、異い篇へん卿きようの目的がその人を不安にさせることだとしたら……やっぱり見過ごせないじゃない？　だから、僕自身がその人のためにも自分で決着をつけたいから」


「…………」


　ぽかんとこちらを見つめ。


「候補生であるあなた自ら？　千年獅や巫女に任せるのではいけないのですか？」


「……そうだね。やっぱり胸を張りたいじゃない」


　塔の最上階でずっと待ってくれている幼なじみ。


　たった一人で待ち続けてくれている彼女の前で胸を張るためにも、自分の魔ま笛てきのことも穢歌の庭エデンのことも、自分自身で決着をつけたいから。


「変かな」


「それ、大切な人というのは女性ですか？」


「え？」


「そう言われた女性は、きっと嬉うれしいと思いますよ」


　値ね踏ぶみするようだった眼光を柔にゆう和わなものにし、統政庁の女性執しつ行こう官は頷うなずいた。


「……そうだと良いんだけど」


「私がその女性だったらそう思います。あとは無事に戻っ──────っ！」


　足下からの突とつ然ぜんの鳴動に黒ク猫ロが跳とび下がる。


　……ゴゴッ。


　床ゆか板いたが微び振しん動どうをくりかえし、その一部が音を立てて地下へと沈しずみこむ。周りの床板も折りたたまれたかのように重なりあっては地下へと潜っていく。


「報告どおりですね」


　地下の闇やみに覆おおわれた階段を見下ろして黒ク猫ロが目を瞬またたかせる。


「よぅ、どうよそっちは」


　背後にレオンを従え、正面扉の向こうから第九ヒユーイツクが姿を現した。ポケットに手を入れた暢のん気きな恰かつ好こうで悠ゆう々ゆうと部屋の中央まで歩いてきて。


「お、これはこれは」


『見てのとおりですよー。やはり以前の浮遊島ラグーンとも同じ造りのようですね』


「そりゃ万ばん々ばん歳ざい。……なるほど、こりゃ確かに大したもんだ。まったくいつの間にこんな大改築をしでかしたのやら」


　階段の一段目を軽く蹴けって感かん触しよくを確かめる第九ヒユーイツク。行けると判断したのか、小さく首しゆ肯こうするや普ふ段だんと変わらぬ歩調で歩きだす。


　……前と同じか。


　先を行く第九ヒユーイツクとレオンの様子を確認しつつも、足先の感触も念入りに確かめていく。以前は罠わなもなかったが、今回まで同じとは限らない。


『急に階段の素材が変わったりしたら怪あやしいんですけどね』


「そういう親切設計な罠なら歓かん迎げい。……罠が無いのが一番だけど」


　目を凝こらして天てん井じようを見つめても、そこは薄うすい金属板を張っただけの単調な設計だ。横壁も同じ。階段の造りも決して丁てい寧ねいとは言いがたい。


「シェルティス」


　背を向けたままレオンがふと声を上げた。


「さっき別ホ働ル隊ンと連れん絡らくを取った。向こうも島に到とう着ちやく、こちらに向かっているとのことだ」


「わかった。……ところでこの場所、彼女一人でわかるかな」


「誘ゆう導どう者がいる」


　──春蕾シユンレイとユミィ。


　浮遊大陸オービエ・クレアから遠視によって本隊を常時監かん視ししている巫女二人。彼女たちなら研究所の場所も把は握あくしてるから、彼女たちから別働隊に情報が転送されているというわけだ。


　……さすが、これだけ離はなれてても遠視の範はん囲い内だなんて。


　と。


「罠の心配はしないで済みそうだな」


　その言葉と同時、先を行く第九ヒユーイツクの姿がふっと消えた。


「曲がり角？」


『終点のようですね』


　どこまでも続く巨きよ大だいな通路。


　……前の研究所と違うのか。


　あの時は階段を下りてすぐが巨大なフロアになっていた。あちこちに黒一色に塗ぬられた演算機コンピユータが転がっていて、足下には何本ものケーブルが走っていた覚えがある。それが、いまは延々と続く通路が一本あるだけだ。


「こりゃあ……なんつぅ規模だかね。先が見えねぇぞ」


　緊きん張ちようを通りこして呆あきれた面おも持もちで第九ヒユーイツクが絶句。


『この島の地下をアリの巣状にくり貫ぬいたんでしょね』


「……ずいぶんな突とつ貫かん工事だね」


　横壁も床ゆかも、色あせた鼠ねずみ色いろの金属板で覆っただけの簡易加工。天井の照明も電気配線が剝むき出しだ。何かのはずみで配線を切断したら通路全体の照明が落ちてしまう。


『はてさて、この通路どこまで続いていることやら』


「さぁね。ま、気にせず進むとするか。こうも一本道じゃ隠おん密みつも何もねぇ。連中と鉢はち合あわせしないことだけ願って進むか」


　暢気ともとれる足取りで進む第九ヒユーイツク。が、数歩も進まぬうちに彼はふと横顔だけをこちらに向けてきた。


「黒ク猫ロ」


「はい」


「後ろだけは用心な。こんな通路で挟み撃うちなんぞご免めんだ」


「仮に────」


　第九ヒユーイツクの言葉を遮さえぎるかたちでシェルティスは続けた。


「前から来たら？」


「出会わないことが理想だ……が、こんな通路じゃ身を隠かくすなんて無理だろ。出会わないことを祈いのりつつ、遭そう遇ぐうしちまったらまず考えるべきは逃にげの一手。こちとら何も戦争するために来たわけじゃねぇ。とはいえ最低限の情報は摑つかんでおきたい」


　多少なりとも抑おさえた小声で第九ヒユーイツク。


「相手が単たん細さい胞ぼうな輩やからなら誘ゆう導どう尋じん問もんで情報聴ちよう取しゆ、逃げるのはその後だ。面めん倒どうくせぇのは好戦的な奴やつが有う無むを言わさず襲おそいかかってきた時で、そん時ゃ────…………」


　刹せつ那な、言葉なかばで第九ヒユーイツクが口を閉じた。


　止まれ────無言のまま水平に持ち上げた彼の右手がそう言っている。


「…………」


　彼が睨にらみつけるのは進行方向に向かって右手の壁かべだ。いままで通ってきた壁と何一つ変化ない横壁を瞬き一つせず見つめて。


「お前ら、この壁に見つかるなよ」


　統政庁の執行官の、場にそぐわぬ不敵な笑み。


「なに？」


「能動型の光学センサー。赤外発光ダイオードとフォトトランジスタって知ってるか？　要は光の検出器だ」


「……自動ドアとかの反応装置か？」


『それは受動型の赤外線センサー。こちらは能動型なのでもう少し厄やつ介かいな代しろ物ものです』


　訝いぶかしげに表情を歪ゆがめてレオンが嘆たん息そく。


　対し、機械水晶イリスは淡々と静かな口調で説明を続けた。


『受動型のセンサーの多くは、言ってしまえば人の体温しか感知しません。が、この能動型のセンサーは人だろうが衣服だろうが、とにかくその発光を遮る物体を片かたっ端ぱしから検出します。……しかし凄すごいですね』


「ん？」


『その光学センサー、あと少し歩いて気づかなければ私が指し摘てきしてました。よくご自分で気づきましたね』


「こう見えて神しん経けい質なんでね」


　第九ヒユーイツクが顎あごで示すのは、通路の横壁に穿うがたれた小さなひび割れだった。


　せいぜい数センチ程度しかない亀き裂れつ。その陰かげとなった暗がりに光学機器が埋うめこまれていたということか。


「……やってくれるな。こんな古めかしい改築と見せかけて、化けの皮を剝はがせば高度な検出センサー付きの罠か」


　押し殺した声で呟つぶやいてレオンが拳こぶしを握にぎりしめる。


「どうにも俺たちの苦手なタイプの要よう塞さいだな。シェルティス、気づいたか」


「……あいにく専門外」


　天結宮ソフイアでは、これは護士とは別の専門工作員が学ぶ分野だ。あるいは機械工学に造ぞう詣けいの深い華宮カグラなら看破できていたかもしれないが。


「『初めてだから』っつぅ言い訳は無しだぜ」


　両手と両りよう膝ひざを床につき、ほとんど匍ほ匐ふく前進に近い恰好で進んでいく第九ヒユーイツク。それに従って進むレオンの、そのさらに後をシェルティスも追いかけた。


　おおよそ十メートル。


　匍匐前進、時には壁に身を寄せて横歩き、あるいは跳ちよう躍やくして光学センサーの罠をかいくぐっていく。


「……ふぅ。ひとまず罠エリアはおしまいか。だよな？」


『はい。私の感知でもしばらく反応ありません』


「そいつぁ何よりだ。しかしまたまた難題のお出ましか」


　通路一帯に張はり巡めぐらされたセンサー群を抜けて第九ヒユーイツクが腕うで組ぐみ。


「右と左、お前らどっち進みたい？」


　二ふた叉またに分ぶん岐きした通路。


　あれだけ厳重な罠が張り巡らされていたエリアの先にある分岐だ、おそらくはどちらも重要な場所に続いているはず。


「どちらも調べるなら右から順でいいだろう」


「即そつ決けつだねぇ。それじゃあ千年獅様の意見を尊重してだ──」





『だめだめー。行かせないよ？』


『うん、行かせないね』





　酷こく似じした二つの声。


　拡声器によるものではなく、脳のう裏りに直接響ひびくような。


『すごいすごい、光学センサーを突とつ破ぱしたんだね』


『うん。やっぱり安物だし役立たず。あれほどナタラーシャに言ったのにね、ボクらがいればセンサーなんか必要ないって』


　あははは──けたたましく反はん響きようする笑い声。


「……なんだおい、こいつぁまさか」


『帽ぼう子しを被かぶったお兄さん正解。ボクら、飛ひ空くう艇ていでお兄さんたちが近づいてきた時からずっと見張ってたよ』


『うん、見張ってたね。それがボクたちのお仕事だから』


「そうかいそうかい……俺をオジサン呼ばわりしなかったことは褒ほめてやるが、僕たち、盗ぬすみ見みは趣しゆ味みが悪いって教わらなかったかい」


　表情を露ろ骨こつにゆがめて第九ヒユーイツクが舌打ち。


「俺らが飛空艇に乗ってきた時から見張ってただ？　そんなだだっ広い遠視と念話がガキにできるわけねぇだろ。何者だ」


『あっ。そうだよノイエ、『じこしょうかい』しようよ」


「うん。しようね。ちゃんと名乗るのが『まなー』だってイグニドも言ってたし」


　……イグニド。


　双ふた子ごが何気なく口にしたその名前。つまりこの双子もまさか。


『ボクはノイエ。異い篇へん卿きよう第六位、『蒼あお』のノイエ』


『ボクはノエシス。異篇卿第五位、『碧みどり』のノエシス』





『『侵しん入にゆう者四名を発見、これより捕ほ捉そく』』





　……ズッ……ズズッッッ。


　通路一帯をゆるがせる巨大な質量。ゆっくりとゆっくりと近づいてくる。


「右か!?」


　一いつ瞬しゆん早くその影かげを察知したレオンが身構える。


　分岐した通路の右側──通路そのものを埋めつくすほど巨大な鋼鉄色がまず映った。


「機械兵、こんな狭せまい通路に投入だなんて……通路一帯の破は壊かいもおかまいなしですか」


　呆れ口調で首をふる女性執しつ行こう官。


　黒を帯びた装そう甲こうに守られた四つ足の機械兵。その右手は盾たて、左手は先せん端たんが先細り、それそのものが巨大な機き関かん銃じゆうと化している。


　……統政庁の聖堂で見た奴と似てる!?


　まだ記き憶おくに新しい。あの分厚い装甲と沁しん力りよく術式に守られ、双そう剣けんではろくなダメージが与あたえられなかった相手だ。


『えへへ、双剣使いのお兄ちゃんのこと知ってるよ。イグニドから教えてもらってる』


『双剣のお兄ちゃんは苦手だね？　この子の装甲はとっても──』


「関係ない」


　剣けん閃せんが、ノイエとノエシスの笑い声をも切り裂さいた。


　──ギンッッ。


　天てん井じようから床まで一直線に振ふり下ろされた大剣。あまりに早く、あまりにあっさりと振り下ろされた剣けん先さきが床にふれて軽かろやかな音を紡つむぎ上げる。


　続いて、何か硬かたいものがひび割れる音。その音はまさしく、たったいま自分たち目がけて襲いかかってきた機械兵からだ。


　ピシッ……シッ……ピシリッ……


　音が徐じよ々じよに大きくなるにつれ、機械兵の頭部を覆おおっていた装甲に蜘く蛛もの巣す状の亀裂が伸のびていく。


『お見事です』


「褒められるほど大したことはしていない」


　大剣を床ゆかに突つき立てるレオン。


「どうせ一いち撃げきだ」


　その背後。轟ごう音おんを立てて、装甲ごと頭部の中ちゆう枢すう機関を破壊された機械兵が仰あお向むけに倒たおれていった。


「ひょぅ！　さすが巫み女この護衛だ、なあ黒ク猫ロ」


「はい。あの類たぐいの重装機械兵を一撃で無力化できるなんて、ゼアドール様以外に実現可能な人間がいるとは思いませんでした」


　口笛を吹ふいて第九ヒユーイツクが拍はく手しゆ。


『わぁ、すごいよノエシス。見た見た？』


『うん、すごいねノイエ。こんなに早く倒しちゃった。ナタラーシャに『シャワー浴びる時間くらい保もたせなさい』って言われたけど無理だったね』


『大剣のお兄さん、アルマデルとどっちが強いかな？』


『えー。そりゃアルマデルだよ』


　ささやき合っては笑いあう双子。


『もう後あと戻もどりはできないよ』


『うん、もう後戻りはできないね。おいで、虚きよ像ぞうたち』


　直後。


　自分たちが通ってきた通路の横壁が陥かん没ぼつ、巨きよ大だいな空くう洞どうがそこに生まれた。


　──ザッ……ザザッ……


　一糸乱れぬ無数の足音が空洞から伝わってくる。


　虚像、それはまさか。


「マハっ!?」


　通路に現れたローブ姿の術者を前に、真っ先に反応したのはシェルティスだ。


　忘れもしない、自然区と統政庁で二度も相まみえた異篇卿の分身たち。一体一体が天結宮ソフイアの正せい護ご士し部隊を壊かい滅めつさせる力を秘めている怪かい物ぶつだ。


　……背後に黄マ金ハの分身。前方から再び機械兵でも現れれば挟はさみ撃うちになる！


　……だとしたらどっちだ!?


「走れ！」


　機械兵の現れた右側の通路を直感で選び、自ら率そつ先せんして駆かけ抜ぬける。続いて第九ヒユーイツクと黒ク猫ロ、最後にレオンが追ってくるのを気配だけで察知。


　……重要な場所ほど警備が厳しいはず。


　……それなら選ぶのは機械兵が現れた通路の方だ。


「ったく用心深い連中だ。あれか？　あいつがマハとかいう異篇卿か」


　並走する第九ヒユーイツクが苦々しく吐はき捨すてる。


「あれは分身。でも……僕が自然区で戦った時の分身は、あのでかい機械兵なんかより断然タチが悪い強さだった」


「ぞっとしねぇよ。が、それだけ連中も本気ってこった」


　笑みすら浮うかべて第九ヒユーイツクが加速。


「予定変へん更こうかね。内ない緒しよで見学会して帰るつもりだったが、どうせあの双子みたいな奴やつらに見張られてる身だ。お前ら、拠きよ点てんの奥の奥まで力ずくで突破するぜ」


「異論ない」


「僕だって最初からそのつもりだったし」


「危険手当と超ちよう過か勤務手当、それと特別報ほう酬しゆうが頂けるなら」


「──いいね、即そく席せきにしちゃお前ら悪くねぇ部隊パーテイだ」


　通路の奥を見み据すえて第九ヒユーイツクが声を弾はずませる。


　距きよ離り二十メートルほど先。さらに二叉に分岐した道の、左右それぞれから現れる小型の自動機兵たち。それぞれが手に散さん弾だん銃じゆう、電気銃などの銃器を抱かかえている。


『独立徘徊型スタンドアロンと思われます。迂う回かいしますか？』


「いーや、力ずくで抜けるさ」


　カミソリのように薄うすい円月輪チヤクラムを指先に挟んで第九ヒユーイツクが宣言。


「こっからは意地の張り合いだ」
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　天結宮ソフイア２８７階。


「シェルティスッ!?」


　ベッドに横たわった姿勢から、ユミィは反射的に上半身を起き上がらせていた。


「春蕾、いったいどうなってるの」


　通路でシェルティスたちが動きを止めたかと思えば、通路の奥から突とつ如じよとして巨大な機械兵。それ自体はレオンが一刀の下もとに切り伏ふせたが、かと思えば安あん堵どするわけでもなく四人が猛もう烈れつな速度で駆けだしたのだ。


　……向こうで警告音でも鳴り響いてるの？


　……だとしたら、敵に見つかった？


　春蕾から転送される映像には音がない。警告音、あるいは拡声器スピーカーから誰だれかの声が伝わっていたのだとしても、それを遠視で確認している自分たちでは推測のしようがない。


　でも、走るシェルティスの表情がさっきと別物だというのだけはわかる。


『……沁力反応』


　消え入るようにか細い春蕾の声。


「沁力？」


『…………わからない……でも……これ、もしかして……念……話…………遠……、張…………れ……て…………』


「あ、あれ。春蕾ってば、声が小さくて──」


　みるみるうちに彼女からの念話が小さくなっていく。いや、声が小さいわけじゃない。これは雑音ノイズ？　まるで嵐あらしの中で会話をしているかのような。


『……干…………しょ…………』


　干かん渉しよう。その言葉の意味をユミィが理解するよりも早く。





『…………あーあー…………あっ、ようやく探知成功』


『……ノイエ、ボク疲つかれたよ、めちゃくちゃ手こずった。天結宮ソフイアの誰かとまでしかわからないけど、こんな複雑な術式を組んでる時点でだいたい予想がつくね」





　──え？


　聞き覚えのない声が、春蕾の念話をさえぎって割り込んできた。


『ボクもそう思う。たぶん巫女様だ』


『うん、巫女様が怪あやしいね。ボクら二人の多重干渉に抵てい抗こうできるんだもん。巫女の中でも沁力術式が得意な人でないと』


　この声……？


　全然聞いたことがない。だけど、いま確かに探知成功と言った。まさかこの二人、春蕾の遠視を感知して逆にここまで辿たどってきた？


『誰かはわからない巫女様、こんにちは。さっそくだけど、ここから先は見せられないよ』


『うん、見せられないね。うちの大事な大事な秘密がたくさんあるもの。遠視はさせちゃだめってナタラーシャに言われてる。だから強制切断、いくよ～？』


　──ジッ。


「痛っ！」


　耳元に走った激痛で身体からだがのけぞった。


「……っ……ぁ……なにが……起きたの」


　ベッドのシーツを力いっぱい握にぎりしめて呼吸を整える。念話は……聞こえない。春蕾から転送されてきた遠視の映像もまるで見えなくなってしまった。


「春蕾、春蕾は平気!?」


『…………うん』


　喉のどの奥から絞しぼりだしたかのような弱々しい声。


『…………遠視、感知されて切断されたの。天結宮ソフイアと同じような結界が張ってある』


「それじゃあ子供の声も」


『…………たぶん第三機関むこうの沁力術者。こっちの術者を特定される前に、今度はこっちから向こうの念話を強制的に切断したから……確実じゃないけど』


　にわかには信じがたい話だ。


　──領域系の術式で春蕾と互ご角かく？


　相手の年ねん齢れいはわからないけれど、声から感じ取れる雰ふん囲い気きでは相当に幼い子供。自分たちよりさらに五つ六つは下かもしれない。


『…………知らない術式だった』


「さっきの、『二人の多重干渉』って言ってたのだね」


　複数人による合成術式は巫女も使う。たとえば『三重の連つら謡ひめ』が代表格だが、その術式に対してさらに複数人で干渉する技法があるなんて聞いたことがない。


　──天結宮ソフイアと違ちがう、まったく独自の進化を遂とげた術式？


「遠視は」


『…………たぶん、試してもまた感知されて切断される。今度はこっちの正体まで逆探知されちゃうかもしれない』


「……そう、ね」


　焦あせりか悔くやしさか。わき上がる感情に押されてユミィは奥歯を嚙かみしめた。


　これでシェルティスたちの安否を確認する手段は消え去った。一方で、いまの声の感じからも第三機関は侵しん入にゆう者の存在に気づいているはず。


　……考えなくちゃ。


　本隊も、こうなった以上は天結宮ソフイアからの情報を待っているはず。


　しかし肝かん心じんの念話が使えない。万が一さっきみたいに傍ぼう受じゆされれば、逆に情報を悪用されてしまいかねない。


『…………天結宮ソフイアの秘ひ匿とく回線で通信するくらいしか無いと思う』


　念話ではなく通信機。


　たしか錬イ護シ士ユ筆タ頭ルが、別働隊のホルンにつながる通信機を備えていたはず。


『…………どうしよう』


「春蕾はメイメルに報告して、わたしイシュタルさんに頼たのんでくる！」


　弾みをつけてベッドから下りるや、ユミィは自室を出て通路を駆けだした。





　　　　２





　通路にうずたかく積まれた自動機兵。


　いずれも胸部の電圧ユニットを破は壊かいされて動く気配は微み塵じんもない。


「こっちは終しゆう了りようだ。そっちは」


「大だい丈じよう夫ぶそう。綺き麗れいに無力化できてるよ」


　足あし下もとの自動機兵から目をそらさず、シェルティスは首だけを曲げてレオンに返事した。


『シェルティスが八体、レオンが九体。よってレオンの勝利です』


「当然だな」


「……いや、たまたまレオンの方に敵が集中してただけだから」


　口を尖とがらせて返事。そのまま自分の上着を手で撫なでてみるも、外傷らしきものはない。レオンにいたっては白のロングコートに銃じゆう弾だん一つ受けてないのだから大したものだ。


「そっち、ケガは？」


「いたって無事かと」


　──パチン。


　広げていた鉄てつ扇せんを流りゆう麗れいな仕草で閉じたのは黒ク猫ロだ。


　自分とレオンの合間を縫ぬって、二人が討うち漏もらした機兵を確実に潰つぶしていったのが彼女である。体術、特に柔じゆう軟なん性と俊しゆん敏びん性に長たけているらしい。背後から銃弾を撃うちこまれても、上半身を１８０度近く反らして回かい避ひという離はなれ技わざを難なくこなしていた。


　……彼女もさすがに強い。


　……だけど、まだよくわからないのがこっちなんだよなぁ。


「やれやれ、一ひと汗あせかいちまったな」


「ヒューイック様は一番後ろで一番楽をしていたかと思いますが」


「最初の一体を倒たおしたのは俺だぜ？　いやまあ、お前ら見てたら楽できるなって思ったのは事実だが」


　部下に流し目で見つめられて肩かたをすくめる上司。


　円月輪チヤクラムの投とう擲てきで真っ先に一体を倒しておきながら、あとは後ろに下がって指揮に専念していたのがこの男である。もちろん技量の高さは窺うかがえるものの、その器うつわの底までは見せてくれていない。


「ざっと75秒……倒すまでにかかった時間だ。悪くねぇが、別場所を徘徊してる警備機兵に連れん絡らくは伝わっちまってるはず。第二波が来る前に抜ぬけるぜ」


　ついてきな──視線でそう合図するや無言で駆かけだす。


「声が消えたな」


「ん？」


「さっきの双ふた子ごらしき声だ。あれだけ騒さわがしかった割に、黄マ金ハとかいう奴やつの分身を呼んでからまったく反応がない」


　ほとんど独り言程度の小声でレオンが呟つぶやく。


「……なにかあったのかな」


『何かの原因で念話に回す余力がなくなったとか？　さっきの感じからだと、私たちに興味がなくなったという線は無さそうですし』


　……確かに気になるな。


　……僕たちが拠きよ点てんの奥に進んでいるのに沈ちん黙もくだなんて。


「ヒューイック様、後ろ！」


　思考なかばで、最さい後こう尾びを走る黒ク猫ロの警けい鐘しようがレオンとの会話を断たちきった。


　自分たちが通過してきた曲がり角。その角から姿を見せるフード姿の術者たち。それも黄金六面体の術式で呼びだしたと思おぼしき大型の害がい獣じゆうまで。


「追いつかれた!?」


「今の交戦で時間を食ったな。急ぐぞ。あいつらまで相手にしてたら日が暮れちまう」


　広鍔帽子カトルマンハツトが飛ばぬよう手で押さえて第九ヒユーイツクがさらに加速。罠わなの確認などおかまいなし、とにかく背後の敵から距きよ離りを稼かせぐことだけ考えた全力疾しつ走そうだ。


「……私が囮おとりになりましょうか」


「阿あ呆ほう、辛しん気きくせぇこと考えるんじゃねぇよ。一人でも捕つかまったら人ひと質じちとられて面めん倒どうくさいことになるだけだろうが」


　鉄扇を取りだす黒ク猫ロを叱しつ咤たし、上司である男がなおも速度を上げる。曲がり角を越こえ、下り階段を何十階と駆けてさらに深く深く────最深部へ。


　その時、通路を構成する壁かべが変化した。


　いかにも手て抜ぬきだった薄うすい金属板の壁が、硬こう質しつで重厚な石造りへ。天てん井じようには埋うめ込こみ型の巨きよ大だいな照明が輝かがやき、床ゆかには真しん紅くの絨じゆう毯たんまで。


「……良い雰囲気になってきたじゃねぇか」


　第九ヒユーイツクの声に混じった緊きん張ちよう感かん。


　それも当然だ、明らかにいままでのエリアと構造からして違う。立ちこめる空気すら、拠点の深層部にふさわしい重々しさがあった。


　──息苦しいほどの圧力。


　やがて。


「…………これが最後ってか」


　走る速度は落とさぬまま第九ヒユーイツクが見つめる先に。


　三つに分ぶん岐きした大通路。


　過去の分岐は左右に二択たく。それが今度は左右に正面を加えた計三択の分岐となる。


　いままでは四人揃そろって一つの道を選んでいた。


　……だけど……これは…………


「────」


　誰だれもが黙もくして語らない。言葉に出さずとも理解しているからだ。ここが、この部隊パーテイの解散場所であることを。


　……いる。


　……この通路の奥に第三機関の誰かが。


　通路の先から嫌いやでも伝わる重圧感。それも一人や二人ではない。この名状しがたき存在感の持ち主は三人。それぞれ三つの分岐の先で待っている。


　そして。


「俺は、正面だ」


　真っ先に動いたのはレオン。


『シェルティス』


「じゃあ……僕は右」


　それを受けて、口を開けたのは女性執しつ行こう官だった。


「ならばヒューイック様、わたしたちは」


「左だな。悪くねぇ、グダグダ悩なやむより思いきって行くとしますか」


　好こう奇き心しんともとれる感情を瞳ひとみに宿し、部下である黒ク猫ロを率いて左に折れる。


「制限時間は二時間だ。各自それまでに飛ひ空くう艇ていへ戻もどるんだな。言っておくが遅ち刻こくしたからって一分一秒待つ気はねぇぞ！」


「一時間あれば十分だ」


「……同じく」


　先に左を選んだ第九ヒユーイツクと逆に自分は右へ。正面を突つき進むレオンに向かって頷うなずき、シェルティスはぐっと息を呑のみこんだ。


「イリス」


『双剣の刀身を構築します────銀単子を核コアに固定、その周囲に氷結鏡界の蒼そう氷ひようをコーティング。破壊限界を七倍に設定』


　柄つかだけの双剣、その先から銀色の筋が伸のび、輝く蒼氷がその細い線を覆おおって細身の刀身を形成していく。


『静音設定で刀身の維い持じに集中します。気をつけて』


　青く輝いていた水すい晶しようが色を失って灰色へ。状じよう況きように応じて機械水晶イリスが行う自動設定だ。強敵と対たい峙じすることが前もってわかっている場合に機能を音声記録のみに限定し、余よ剰じようとなった演算性能を双剣の維持・補修にあてる。


「……ありがとう」


　機械水晶イリスからの返事はない。もちろんこの会話も記録はしているのだろうが、こちらが静音設定の解除を指示しないかぎり自ら声を発することはない。


　……わかっている。


　……僕も機械水晶イリスも、この分岐の先に待っているのが誰なのか。





〝知りたければ追いかけて。さあシェルティス、空白わたしを追いかけてきてください。それが全すべての始まりだから〟





　あの異い篇へん卿きようのことだ。僕の選んだ分岐くらい何かで察知して先回りするくらいのことは容易たやすいはず。


　だから────


「……そこにいるんだろ」


　照明一つない通路をひた走るその先に、煌こう々こうと輝く出口が見えた。
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　蒼あおく輝く照明。


　蒼そう天てんを模した天井に、真しん鍮ちゆうや銀など高価な金属をあしらった本尊と絵画、彫ちよう刻こくたち。さらには年代物の巨大なパイプオルガンまで。


「礼拝堂チヤペルですね」


「巨大ホールか。地下にこんな場所まであるとはな」


　絢けん爛らんな光景に目を奪うばわれ、第九ヒユーイツクはしばしその場で佇ちよ立りつしていた。


「しかしまぁ……なんだかね」


　帽ぼう子しの上から頭を搔かきむしる。


「で、俺らをご招待してくれたのはアンタかい、やたらグラマラスな赤毛の姉さん」





「あら。ようやく声をかけてくれたんだ？」





　本尊正面で、艶つややかな唇くちびるがきゅっとつり上がる。


　一段床が盛り上がった舞ぶ台たいで、その台座に「彼女」は悠ゆう然ぜんと腰こしかけていた。年ねん齢れいは二十代のなかばといったところだろう。豊満な胸の双そう丘きゆうと折れるほどに細いウェスト、再び盛り上がる腰よう部ぶのライン──身体からだの線をそのまま浮うき彫ぼりにするタイトなワンピースによって、過度なまでにその妖よう艶えんさが演出されている。


「ところでよ、アンタがケツ置いてんのは教典を置くための台座じゃねえの？」


「ふーん、そうなの？」


　自らが腰かけた場所をじろじろと見下ろす彼女。


「私ってばそういうの興味ないのよね。礼拝堂ここは、単にデザインが洗練されてるから気に入ってるだけだし」


　ちゃぷん。女性が掲かかげるグラスのなかで跳はねる赤ワイン。


「私が好きなのはお酒と男。だけど、どっちも弱いのは嫌きらい。強いのが好き」


　くすくすっ──艶やかな唇に指先をあてて艶然と身をくねらせる。


　魔ま性しようの肉体美と並ぶもう一つの要素、それは彼女の長ちよう髪はつだ。


　不純物の一切をとりのぞいた赤。大きく波打った真紅色の長髪は、それ自身が燃えさかる炎ほのおを思わせる。


「それで、見学会はご堪たん能のうして頂けたかしら？　特務機関『天の車』所属のヒューイック執行官と、その部下である黒ク猫ロさん」


「あいにくと見学会はこれからでな」


　……参ったね、俺らの情報筒つつ抜ぬけじゃん。


　目ま深ぶかにかぶった帽子で表情を隠かくして小さく嘆たん息そく。


「良かったら一いつ緒しよにどうだい。アンタほどの美人さんなら大だい歓かん迎げいだがな」


「あら嬉うれしい。でも……ちょっと目もく論ろ見みが外れちゃった」


「ん？」


「もっと驚おどろいてほしかったな。『天の車』の一人が拠こ点こに来るなんて秘密事じ項こう、調べるのだって骨を折ったのよ？」


　残念──そう言いたげに肩かたを落とした彼女が大げさに溜ため息いきをつく。


「人が動どう揺ようする時は大たい抵てい二パターンのどちらかね。取り乱さぬため途と端たんに無口になるか、あるいは動揺を悟さとられないよう急に早口になってしゃべり出すか。……だけど、あなたはどちらでもなかった。こんな敵地で、しかも私に一方的に正体を知られてなお落ちついてる。場数踏ふんでるわねぇ？」


「アンタ好みの強い男ってことかい」


「……えぇ。まさにそう」


　彼女がにこりと満面の笑みを浮かべた刹せつ那な────ぼっ、と音を立ててワインの水面から高々と炎が噴ふき上がった。


「だから相手をしてあげる。ちょうど退たい屈くつだったし」


　燃えさかるワイングラスを台座におき、彼女自らは台座から飛び降りる。


「『真まことなる紅あか』の秘ひ蹟せき執しつ行こう者。


　異篇卿第二位、『真紅』のナタラーシャ…………楽しみましょう？」
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　……始まりは。


　始まりは、直感にも満たないわずかな予兆。それは拠点に足を踏み入れた時から……否いな、この浮遊島ラグーンの地を踏んだ時から感じていたものだった。


　何か、とてつもない者がいる。





　とてつもなく強い何者かが、この浮遊島ラグーンにいる。





　その予感は一秒一分ごとに胸の奥で肥大化し、やがてここへ来て確信へと至る。


　中央と左右。


　三叉に分岐した通路の奥。そのどれからも異様な気配はあった。そのなかで中央を選んだのは、この奥からにじみ出ている気配こそ自分が感じていたものだったから。


　──背筋が凍こおるほどに超ちよう常じようじみた威い圧あつ感かん。


　赤子は感じないだろう。子供、大人、塔とうの護士候補生レベルでも気づくまい。


　だが正護士ならば……この気配を感じただけで戦意を失い、錬れん護ご士しであっても真っ先に逃にげの一手を考える。では自分はどうか。


「……ふるえている、か」


　緊きん張ちようか恐きよう怖ふか、あるいは武む者しや震ぶるいなのかもわからない。大剣の柄を握にぎりながらも小刻みにふるえる腕うでを叱しつ咤たし、レオンは暗い通路を進んでいった。


　やがて見えてくる明かり。


　その先に、黄金色の髪かみをした男のシルエットがまず見えた。


　……あの男が。


　爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがる重圧に、歩いて近づくだけで頰ほおから汗あせがしたたり落ちる。


「蒼ノイエと碧ノエシスから報告は受けている。侵しん入にゆう者だと」


　光の先から響ひびく低音。


　……相手から？


　意外なことに、声を発したのは光の先で待つ男の方からだった。


「──と、普ふ段だんなら言うところだが、そうそう雑な言い方もできまい。なにしろ天結宮ソフイアの千せん年ねん獅しレオン・ネストリウス・オーヴァ本人とあらば」


「…………」


　自分の正体がばれていることにさほど驚きは感じない。統政庁の第九ヒユーイツクやシェルティスならいざ知らず、自分は巫み女この専属護衛パートナーだ。浮遊大陸オービエ・クレア中に名前と顔は知られているし、蒼ノイエと碧ノエシスという双ふた子ごによって顔が割れているなら正体も見破られて当然だろう。


「浮遊大陸オービエ・クレア一の大剣使い。……なるほど。相まみえずとも、そう名乗るに相応ふさわしい技量であることは伝わってくる。見事、なればこそ────」


　声に応じるつもりで通路を越こえて光の輪をくぐり抜ぬける。


　石いし畳だたみの戦せん闘とう場。


　その中央に、鮮あざやかな金きん髪ぱつの大剣使いが立っていた。





「異篇卿第一位、『白銀』のアルマデル。我が剣にて受けて立つ」





　鋭するどい刃は物ものを想起させる眼光の男。


　遠目にも際きわだつ長身は鋼鉄さながらに鍛きたえられ、羽織る灰色のコートの上からも筋骨たくましい体型が伝わってくる。年齢以上に大人びて端たん整せいで凜り々りしい目鼻立ち。


　女性なら誰だれもがふりかえる精せい悍かんな相そう貌ぼうの大剣使い。


「…………」


　そんな男を、レオンは誰よりもよく知っていた。


　自分とまるで同じ顔かたち、背せ恰かつ好こう。


　ただ一つ違ちがうのは自分が銀ぎん髪ぱつなのに対し、その男が金髪であるということだけだ。


　…………


　…………そん、な……？


　動揺を抑おさえようとして抑えきれない。それもまた自分の人生で初めてのことだった。


　そう。自分とまるで同じ姿の────


「……アルマデ……ル…………？」


　死んだはずの兄がそこにいた。
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　ふわりと甘い柑かん橘きつ系の匂におい。


　ほどよく軽い粉砂糖のような甘みと心地ここちよい酸味……レモンパイ？　ずっと昔にユミィが作ってくれた記き憶おくがある。最初に作った時は失敗して表面が黒こげになってしまって、それが悔くやしくて何度も練習した末にユミィの得意料理になったケーキだ。


　……あの時と同じ匂い。


　……でも、なんでこんな場所でそれを思いだすんだろう。


「すっかり夢心地ですね」


「っ！」


　その一言に、シェルティスは咄とつ嗟さに両手の剣けんを身構えていた。


　……そうだ。


　……部屋に入った途端、ふしぎな郷きよう愁しゆう感かんに襲おそわれて。


　催さい眠みん術じゆつか幻げん覚かくか。得体の知れない何かによって意識が飛びかけていた。


「目が空くうを見つめていました。何か懐なつかしいものでも思いだしましたか？」


　小さな小さな書しよ斎さい。


　駆かけ抜けてきた大通路と比べれば明らかに小さな部屋の、その窓まど枠わくに立つ黒い影かげ。


　……奇き妙みような部屋だ。


　地下だというのに窓があり、その窓枠の外には果てない草原が広がっていた。


「でも、そんなあなたを見るのも楽しいですね。意外な一面が見れました」


　黒帽子を目深にかぶった青年がくすりと微び笑しよう。


　漆しつ黒こくのスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。黒に彩いろどられた色しき彩さいのなかで、帽子の下でゆれる淡あわい金髪だけが異様に目だつ。


「イグニド……」


「はい」


「僕は、そんな話をしにきたんじゃない」


　右の剣を持ち上げて突つきつける。あくまで余よ裕ゆうの微笑を絶やさない異い篇へん卿きようを前に、さらに一歩距きよ離りを詰つめようとして。


「嬉しいな」


「────？」


「名前、覚えてくれたんですね」


　突きつけた重圧などまるで気にする風もなく、黒ずくめの異篇卿は自身の胸に手をあてて恭うやうやしく一礼までしてみせた。


「ではあらためて自己紹しよう介かい。異篇卿補ほ佐さ、イグニドと申します」


「……補佐？」


「見習いですよ。私は一年前にこの機関にお世話になったばかりですので、まだ正式な階位が与あたえられていないんです。どのみち異篇卿は六人と決まっているし、『上』が空かない限り階位も何もない。驚きました？」


　……この男が補佐。


　統政庁への侵しん攻こう、そしてミクヴァの緋ひ眼がんへの接せつ触しよくを任されるほどの男が？


「でもね、私は現状が気に入ってるんですよ。『存在しないはずの第七番目』。与えられる階級のない『空位』──私にこれほど相応しい階位は無い」


　つっ、と窓枠を指先でなぞる異篇卿。その視線は窓の奥にある草原の、さらにはるか奥へと向いていた。


「ねえシェルティス、あなたもそう思いませんか？」





「黄昏たそがれより来たる第七の音色。


　世界を構成する二つの鍵かぎ。すなわち第七天音律ソフイア・コードと第七真音律エデン・コード」





「っ!?」


「好いい反応。焦しよう燥そうと疑ぎ惑わく、緊張と昂こう揚ようがいりまじった表情……好い表情です」


「なんでお前が──」


　巫女の第七天音律ソフイア・コードならまだしも、天結宮ソフイアの関係者ですらない異篇卿が第七真音律エデン・コードまで知っているわけがないのに。


「空白わたしのこと、あなたの魔ま笛てきのこと、第七真音律エデン・コードのこと。聞きたいことがたくさんありすぎて何から聞けばいいのかわからない。そんな様子ですね──だけど、それでいい」


　両手を広げ天を仰あおぐかのような姿勢で空白イグニドが続ける。


「全すべてを教えてあげる。あなたが望む事こ実とも望まない事こ実とも、そっくり全部。私は、そのためにいるんだから」


「…………」


「おや、どうしました黙だまっちゃって」


　歌うように告げる異篇卿に、シェルティスはあえて姿勢を崩くずさなかった。


「……僕はお前の正体なんかに興味ない。だけど、お前の目的だけはここで聞いておかなくちゃいけない」


　一年前に第三機関に入ったという、その目的。


　こうも自分に執しゆう着ちやくし、そしてその疑問に答えてくれると自ら申し出る理由。


「毒イチゴは好きですか？」


　空白イグニドの言葉の意味が、最初は目的どころかその意味すら理解できなかった。


「……どく？」


「あなたとユミィで苺いちごケーキを分け合うとしましょう。たくさんの苺の中に一つだけ毒イチゴ、食べたら死んでしまう猛もう毒どくです。あなたは毒イチゴの場所がわかってるけれど、ユミィは毒イチゴの存在を知らない。さあどうします？」


「…………毒イチゴだけ取り除くさ」


「それはダメ、その毒イチゴも必ず食べなくちゃいけない場合です」


「っ……なにを……そんな馬ば鹿かな」


「ユミィが食べてしまう前に毒イチゴをあなたが食べる？　それとも二人で半分ずつして二人で毒にかかって死にますか？」


「…………」


　目の前の男の真意が読めない。


　……そんな理り不ふ尽じんな質問されて答えろだなんて。


「答えられるわけ……ないじゃないか！」


「そうですか？　では逆に、あなたの最初の問いに対して答えましょう。私の目的はね、いまの質問に対するあなたの『答え』を知りたいんですよ。あなたの意志、あなたの選せん択たく。世界で私一人のためにあなたが応こたえてくれる愛みえざるものの実在証明」


　ゆらり。一いつ瞬しゆんイグニドの手が陽炎かげろうのように揺ゆらめいた直後、その両手には針のように細い双剣が握られていた。


　剣……それも、僕と同じ双剣使い。


「ええ、あなたのために練習しました。来きたるべきこの日のために。さあ──」





「私は空白。


　色無き色、忘れ去られた過去の色。


　だからシェルティス、私をあなたの色で染めてください。


　赤より愛いとしく。


　　青より鮮せん明めいに。


　　　緑より雄ゆう大だいに。


　　　　黄より優ゆう雅がに。


　　　　　白より無む垢くに。


　　　　　　願わくば……夜に輝かがやく黄昏たそがれの輝きに私を染めて。


　あなたの傍そばに居られるように、あなたを忘れられなくなるように。


　かわりに、私も私の空い白ろであなたを染める。


　……世界の理ことわりに背そむいても。


　……私はこんなにもあなたを想おもってる。だから。


　あなたのこと、今度こそ私を忘れられないよう傷だらけにしてあげる」





　　　　３





　操縦席をめいっぱい後ろに倒たおして仰あお向むけに寝ね転ころがる。


　即そく席せきのベッドの上で昼ひる寝ねときどき寝ね返がえり、昼寝ときどき寝返り。そんなことをどれだけくり返したことだろう。


「うーん……みんな遅おそいなぁ。すぐ帰ってくるって言ったのに」


　大きく両手を広げて凝こり固かたまった肩かたをほぐす。そのまま反動をつけ、エリエは上半身だけを起き上がらせた。


　──すでに三時間。


　シェルティスたちを別の浮遊島ラグーンに降ろし、ホルンをこの島に降ろして自分は待機。それからもう三時間である。しかし問題なのは、この三時間という間かん隔かくが長いのか短いのかまったく判断がつかないという点だ。


「……時間制限とか言われてなかったしなぁ」


　シェルティスたちからは聞かされていないが、どうも今回の件は浮遊島ラグーンにあるどこぞの機関の拠きよ点てんに突とつ撃げきするという話らしい。塔とうの２６９階での会話を、紗砂シヤサが念話で伝えてくれたおかげでおおよそは理解できている。


　でも……侵しん入にゆうってどれくらいかかるものだろう？


　護士でない自分には標準的な時間が見当もつかない。一日がかりなのか、それとも一時間程度で済んでしまうものなのか。


　……もう午後三時を過ぎてる。


「いやいや待て待て。今日の夜には帰るんだよって言われたし、……ここから天結宮ソフイアまでは軽く五時間くらいかかるわけじゃん？　てことは普ふ通つうなら今ごろ、みんな帰ってきてもおかしくないよね？」


　なのに誰だれ一人ひとり帰ってこない。さらに言えば、通信機を持ってるはずなのに誰からも報告が入ってこないこの現状。


　極きわめつきはホルンが出がけに残した台詞せりふ。





〝もし、私を含ふくめ誰からも連れん絡らくが無ければ──〟


〝その時はお前たちだけで天結宮ソフイアに戻もどれ。私たちの帰りを待つ必要はない〟





「……なんか嫌ヤな気分」


　こと細かな事情を知らされていないというのもあるが、それ以上に、平然と「私たちの帰りを待つ必要はない」と言われたことが嫌いやだった。


　性しように合わない。


　出会った当初の紗砂からも共通して感じたことだが、どうも自分の周りは自己犠ぎ牲せいというか、自分のことは気にしないでくれという種の人間が多い気がする。


「そんなの……友達じゃないじゃん」


　特に今回は浮遊大陸オービエ・クレアから遠く離はなれた浮遊島ラグーンだ。自分一人が飛ひ空くう艇ていで帰ったら、ほかの人は島に置き去りになってしまう。


「よし決めた、とことん待つよ！　そうと決まれば長期戦に備えておやつを食べる！　ほらユト、ユトも好きなお菓か子し…………あれ？」


　妙みように静かだと思ったら、隣となりの副操縦士席がもぬけの殻から。


「ユト……あれ、ユト？　おーい、かくれんぼなら最初にそうと──」


「あの子なら飛空艇の最さい後こう尾びだ」


　ふと、操縦席の背後から肩をぽんと叩たたかれた。


「ほぇ？」


「一人で頷うなずいて一人で大声出して、楽しそうじゃないか」


　耳元にかかった濡ぬれ羽ば色いろの髪かみをはらって女性が微び笑しよう。見覚えのある──端たん正せいで大人びた相そう貌ぼうと、それに漆しつ黒こくの法衣から浮うき上がるような妖よう艶えんな身体からだつき。


「あ、れ？……ツァリさんだっけ」


　ユトと紗砂の両方の知り合いだという女性。二ア羽ルのビ白レ鳥オで一度会ったきりだけど、名前もちゃんと覚えてるくらい印象的な人だ。


「どうしてこの艇に？　という質問なら話は早い。お前の護衛だよ」


「ごえい？」


　そう言われて、真っ先に思いだしたのは紗砂の顔だった。





〝身の心配には及およびません。エリエには心強いパートナーに同行してもらいます〟


〝そういうわけでエリエ、ユトを連れて行ってあげてくださいね〟





「まさか、本当にユトがお前の護衛かと思ってたのか？」


「え、いや……というかパートナーの話、すっかり忘れちゃってたの」


　後ろ頭を搔かいて苦笑い。


「だってシェルティスとかレオンが一いつ緒しよにいるんだもん、護衛の話も安心しきって忘れちゃうわけで」


「なるほど、いつもどおりのエリ姉というわけか」


　エリ姉。ユトと同じ呼び方を口にしてツァリが小さく噴ふきだした。


「え？　でも待って！　てことは紗砂ってば本当にあたしに護衛つけてくれてたの？　で、それがツァリさん!?」


「だからそう言っている」


「お、おおおおぉぉぉ!?　なんか恰かつ好こういい、あたしまで巫み女こになった気分！　護衛ってずっとあたしの傍で…………傍で…………？」


「どうかしたのかな、護衛対象のお嬢じようさん」


「…………あのさ」


　操縦席の背にもたれかかる恰好でこちらを見下ろすツァリ。そんな彼女の双そう眸ぼうを、エリエは操縦席からじっと見上げた。


「ツァリさんて、すごい？」


「凄すごいし強いさ。紗砂から『あなた本当に人間ですか？』と呆あきれられるくらいにはな」


「護衛って、あたしがどこにいても守ってくれるんだよね」


「もちろん」


「じゃあ──」


　……っとと、危ない危ない。


　思わず早口になりそうなのを慌あわててこらえた。ぐっと息をこらえて深呼吸……よし、焦あせっちゃダメだ。


「何かご入り用かな」


「あのね、あたしと一緒に島を探検してほしいの」


「──ふぅん？　この島をね」


　楽しげに細めた目つきでツァリが瞬まばたき。それはさながら、満点の回答用紙を持って現れたわが子を迎むかえる親のようなまなざしで。


「護衛からの依い頼らいとあらば断る理由は見当たらないな」


「ホント!?　じゃあいますぐ用意するね。あとユトも一緒に誘さそってこないと」


「ああ、あの子なら仮か眠みん室だ。最後尾にこもっているといっただろう」


「へ？」


　仮眠室。確かにそんな部屋もあるけど、ほとんど使われなくて倉庫同然の扱あつかいだと話を聞いていた場所である。


「船ふな酔よい。ずっと我が慢まんしてたけど辛つらいから休むそうだ。しばらく一人にしておいてやれ」


「ええっ、もしかして運転中から船酔いだったのかな……全然気づかなかった。ユトは平気そう？」


「いまはだいぶ良さそうだ。さておき、用意はいいのか？」


「あ、うん。この荷物一つで大だい丈じよう夫ぶ」


　背中におぶったバックパックが一つ。中にはお手製の防犯グッズやら通信グッズ、それにお菓子とジュースを詰つめこむだけ詰めこんである。


「ささ、出発！……って」


　自分が操縦室の扉とびらを抜ぬけて客室に出ても、肝かん心じんのツァリは操縦室に留とどまってこちらをじっと見つめるばかりで。


「そういえば一つ聞きたいな。これは、お前がそこまでするほどのことか？」


「うん？」


「島の探検とはつまり、戻ってこない連中の無事を確認するためだろう？」


　ずばり胸の内をあてられてしまった。


「本人たちから待てと言われたんだ。模も範はん解答があるとすれば『連絡があるまで待つ』ではないのか？」


「んー……でもこんなに時間経たっちゃってるし。やっぱり心配だから」


「自分の身の心配はしないのか？」


「してるよー」


　じっとこちらを見つめる彼女に対し、エリエの返事は笑顔だった。


「してるからこそ、ツァリさんがいてすごくほっとした。紗砂ちゃんが頼たよりにしてる人なんだからすっごく頼りになるんだろうなって。これで心おきなく友達を探しにいけるんだって安心したよ」


「…………」


　押おし黙だまるツァリ。ややあって。


「……紗砂が懐なつくわけだ」


　呆ぼう然ぜんとした、どこか達観した感のある吐と息いきが彼女の唇くちびるからこぼれ落ちた。


「だめかな？」


「ダメも何も、単に私の興味で聞いただけだ。いずれにせよお前が島の探検に行くことに反対する気はない。安心しろ、お姉さんはとても優ゆう秀しゆうな護衛だよ」


「おぉっ!?　なーんだ、そうと決まればさっそく出発だよ！」


　頷く護衛に向かって窓の外を指さして、エリエは客室の出口に向かって駆かけだした。


　その背後の──





「……はぁ、やっぱりエリ姉には敵かなわないや。本当に友達思い。眩しい人」


「…………ユト、だからエリ姉のこと好きなんだよ」





　そんな弱々しい溜ため息いきに、気づかぬままで。




　第四章　『いま巡めぐり会あう』
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　土と草の匂におい。


　虫の音と鳥の声、浮遊島ラグーンに吹ふき荒あれる風にそよぐ木の葉のざわめき。


　──生ビ態オ生ト育ー野プの警備と大差なしか。


　身を寄せた大樹の陰かげで、ホルンは腕うで時計の電光表示を見下ろした。


「……三十分経過。本隊からの定期報告なし」


　機械的な口調で呟つぶやいて木々の茂しげみから立ち上がる。立てかけていたライフル銃じゆうを肩かたに担かつぎ直し、ホルンは苦々しく唇を嚙かみしめた。


　──何かがあった。いや、起きつつあるのか？


　本隊のレオンから拠きよ点てんに突とつ入にゆうするという報告を受けたのが三十分前。規定の定期報告が途と絶だえたのはこの直後である。報告といっても肉声による通話ではなく、単に通信機の送信ボタンを押すだけの『生存確認』信号だ。


　それがない。


　レオンだけでなくシェルティス、そして統政庁の第九ヒユーイツクからもだ。しかし仮にも千せん年ねん獅し、そして統政庁の執しつ行こう員を含ふくむあの部隊がこうも短時間に全ぜん滅めつするだろうか？


　──考えられるのは、今まさに強きよう襲しゆうに対応している最中。


「各個分断されたか包囲されたか……」


　いずれにせよ良い状じよう況きようではあるまい。


　一方で気がかりなのは、巫女からの指示もないということだ。遠視で本隊の様子を窺うかがっている春蕾シユンレイのことだ、レオンに何かあれば真っ先に念話で報告があるはずなのに。


　……それがない。つまり状況は悪くない？


　矛む盾じゆんする二つの状況。どちらだ。どちらを信じて私は動けばいい？


「────やむなしか」


　立ち止まった状態から再び歩きだす。


　本隊との合流、それがホルンの出した結論だ。状況が良ければ応おう援えんに向かったところで無む駄だ足あしの一言で済む。しかし敵の拠点で何かが起きたのであれば、ここで応援に向かわないことが致ち命めい的てきなミスとなる恐おそれがある。


　……どうだかな。


　胸にしこりを残したまま、それでも自分の選せん択たくを信じて、レオンから報告のあった拠点に向けて足先を────


「…………」


　直後、太ふと股ももに生じた異変にホルンは目を疑った。


「……血？」


　太股の部位にあたる迷めい彩さい柄がらのスーツ地が綺き麗れいに裂さけ、そこから滲にじむ血によって赤く染色。木の枝や岩の先せん端たんで擦こすったものとは違ちがう。まるで鋭えい利りな刃は物ものに切り裂かれたかのごとく切断面が滑なめらかだ。


　……いつ負傷した。


　……直い前ま、それとも浮遊島ラグーンを歩く最中に既すでに負傷していたのか？


　否いな。浮遊島ラグーンにある自然物で生じた傷じゃない。明らかに人じん為い的な傷きず跡あとだ。それに、途と中ちゆうでこれだけの傷を受けたのなら気づかぬはずがない。


　ならば現在？


「────」


　遮眼帯ブラインダーは外さぬまま、『天てん球きゆう図ず画が』のもたらす未来の光景を注視する。わずか数瞬先にすぎない未来だが、違い和わ感かんを捉とらえれば最低限の反応には間に合うはず。


　天球図画の光景に変化はない。周りは巨きよ大だいな木々に囲まれた森だし、自分はその茂みのすぐ傍そばだ。もとより危険な生物のいない浮遊島ラグーン、警けい戒かいに値あたいするものは何一つないと言えるだろう。周囲には何の異常も…………





　……カチッ





　──ぞくりっ。


　刹せつ那な、耳に届いたわずかな機械音がホルンを真横に跳ちよう躍やくさせた。視角では変化を見つけられないまま、己おのれの直感を信じて地を蹴けった。


「っ!?」


　肩かた先さきを「何か」がかすめた感覚。と同時に、その部位の迷彩服がえぐられて血が噴ふき出した。肩先を通過したソレはそのまま後方に流れ、背後にそびえる大樹の幹に針のように小さな穴を残して射い貫ぬいていく。


「近きん距きよ離りからの狙そ撃げきか！」


　ライフル銃を投げ捨てて右手は短機関銃マシンピストルを、そのまま大地を転がって茂みの奥へ。


　──弾だん丸がんも狙撃手も確認できなかったが間ま違ちがいない。


　──私の居場所を正確に察知しての狙撃だ。


　茂みに身を転じてなお、そこに一秒と留まらずに樹海を駆けぬける。それに一いつ瞬しゆん遅おくれて、自分が隠かくれていた茂みを射貫く射しや撃げき。


「……私を相手に銃じゆう撃げき戦せんか？」


　天球図画で銃じゆう弾だんが見えない理由は後回しだ。とにかく狙撃手の居場所を見つけるのが先決。でなければ一方的な防戦が続くだけ。


　と。


　唐とう突とつに射撃がぴたりと止やんだ。


「驚おどろいたな、わざわざ姿をさらしてくれるとは」


　樹海の拓ひらけた空間、わずかな草花しか生えていない場所に伸のびる細い影かげ。


「…………」


　枯かれ木。


　それが、眼前の男に対してホルンが感じた第一印象だ。


　背は男性の平均程度だが異様に細い。筋肉も脂し肪ぼうも限界まで──いや限界以上にそぎ落とした瘦そう軀く。迷彩柄のスーツをまとって直立する姿は、それそのものが樹海を構成する立木に酷こく似じしている。


「それとも降こう伏ふくのつもりか」


「…………」


　男は答えない。


　迷彩柄のスーツが頭の上までを覆おおってしまっているせいで、表情はもちろん視線がどこを向いているかすら不ふ明めい瞭りようだ。


　……ずいぶんと呪じゆ術じゆつ的な装よそおいの銃だ。


　男の右手にはライフル銃、左手には小型の自動拳けん銃じゆう。そのどちらも灰色がかった白で塗と装そうされ、弾だん倉そうや銃口などの各所に瘤こぶ状の突とつ起きがある。そのデザインは、自然と動物の骨を思わせた。


「第三機関とやらか。話には聞いていたが、女を背中から狙ねらい撃うちとは愉ゆ快かいだな。それは自信のなさの表れか？」


「……その……程……度か？」


「なにか言ったか」


「俺…………の……場所……にも気……づかず……あの……程度の弾……速に……被ひ弾だん…………その程度か？…………千年獅…………」


　人の呻うめきを言語化したような重低音。が、その声に含まれた侮ぶ蔑べつの感情はホルンにもはっきりと伝わるほど明確だった。


「貴様が拠点の番人か」


「……趣しゆ味みだ。……せっかく楽しい同志……を……見つけたから……な」


　手にした銃を空高く掲かかげ、消え入るような声で男が宣言。





「『灰よりも暗き灰』の秘ひ蹟せき執しつ行こう者。


　異い篇へん卿きよう第四位、『鈍にび色いろ』……の……ベルトマー…………これより参ずる」





「勝手に同志呼ばわりされるのは心外だな。それに他の用事も控ひかえているんだが」


　遮眼帯ブラインダーに手をかけ、ホルンはそれを強ごう引いんに剝はぎ取った。


「取り急ぎ、衣服代だけは請せい求きゆうさせてもらおうか」
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　フロア『礼拝堂チヤペル』。


　炎ほのお──物質が燃焼するに伴ともない激しい熱と光を生じる現象。燃焼する物質のなかでも特に気体、とりわけ酸素による燃焼が自然界では圧あつ倒とう的てきに多数だろう。
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「……ガキの頃ころにひととおり化学は齧かじったつもりだが」


　頰ほおを伝う汗あせを拭ぬぐうこともせず、第九ヒユーイツクは目の前に起きている現象を睨にらみつけていた。


　寒気による汗ではない。周囲に渦うず巻まく圧倒的熱量によるものだ。


「全然っ、役に立たねぇな」


「へぇ？　それはまたどうして？」


　くすくす。


　妖よう艶えんな表情で礼拝堂チヤペルの舞ぶ台たいに立つナタラーシャ。


　自身の背後で噴き上がる巨大な円柱を愛めでるように眺ながめ、彼女は空のグラスに炎と同色の赤ワインを注いでいた。


「俺の知ってる炎ってのは物理法則に忠実な良い子ちゃんなんでね」


「あらひどい。それじゃあまるで、私の炎がやんちゃな利きかん坊ぼうみたいじゃない。でも、飼い慣らすのに苦労したのは本当だけど」


　虚こ空くうにつきだした彼女の指先に点ともる小さな火。ゆらゆらと揺ゆらめくソレは徐じよ々じよに大きさを増し、次し第だいに激しい光と熱をともなう炎の渦うずへ。


「ずいぶん躾しつけができた炎だ」


　……沁しん力りよく術式。タネ自体は珍めずらしくもない顕けん現げん術式だな。


　氷結鏡界によって顕現するものが「氷」であるならば、こちらはその反対の「炎」というわけだ。


「ゼアドール様の聖域術式も同じカラクリですね」


　懐かい中ちゆうから取りだした鉄てつ扇せんを広げる黒ク猫ロ。


　……ま、たしかに。


　……割とよくある術式なんだがな。


　おそらくナタラーシャの術式自体、難易度は決して高くない。


　氷結鏡界の氷結晶のように『世界に存在しない物質』であったり、第ゼア一ドールが顕現させる『とにかく硬かたくて強固で無色透とう明めいなもの』という漠ばく然ぜんとした物質の顕現の方がはるかに難しい。炎のようなものはイメージしやすい部類とされる。


　が────


「そんな馬ば鹿かげた燃やし方すりゃあ、この礼拝堂チヤペルごと黒コゲだぜ」


「大だい丈じよう夫ぶよ。補修費は統政庁に請求するから」


　異篇卿の周囲を渦巻く炎の勢いが止まらない。礼拝堂チヤペルの天てん井じようまで届く炎が、小さな火花を撒まき散ちらしてさらに熱量を増していく。


「……とんだ人災だ」


　台座にあったはずの金属の装そう飾しよく品が熱で融ゆう解かいしていく。これほどの火力を自在に、それも一いつ瞬しゆんで出力してみせるとは。


　──術式の難易度うんぬんの話じゃない。


　──極きわめ。その一言だ。


「っ！　ヒューイック様！」


　黒ク猫ロの警けい鐘しようと同時に真後ろへ跳躍。直後、真っ赤な炎の波が鼻先をかすめていった。続いて身を屈かがめて真横に跳躍。迫せまり来る炎の波をくぐり抜ぬけて術者へと迫る。


　が。


「ちょっぴり遅おそいわ」


　ナタラーシャの唇くちびるが艶なまめかしく動いた途と端たん、彼女と自分たちをさえぎる炎の壁かべが足あし下もとの床ゆかから噴き上がった。


「いいや、この距きよ離りで合ってるぜ」


「往ゆきます」


　真横から走りこんでくる黒ク猫ロがそびえ立つ炎の壁へと突とつ進しん。勢いそのままに跳躍し、手にした両手の鉄扇を真しん紅くの壁へとふり下ろす。


「はっ！」


　鉄の扇おうぎが、燃えさかる炎の壁をやすやすと切り裂さいた。


「……っ!?」


　顔を驚きよう愕がくに染める異篇卿。そのわずかな硬こう直ちよくをついて円月輪チヤクラムを投とう擲てき。強きよう烈れつな手首の返しだけで投擲された円えん刃じんが、ナタラーシャの手にしたグラスを脚あしから綺き麗れいに切断する。


「わぁ、やるじゃなーい！」


　甲かん高だかい歓かん声せいが礼拝堂チヤペルにこだました。


「鉄扇のふり下ろしが音速を超こえて衝しよう撃げき波はを生む。その衝撃波による大気のズレで、私の炎もまた切り裂かれる────そこまでを予測して、炎が途と切ぎれた一瞬で私に狙いを定めて暗器を投げつける。どっちも達人の域よ？」


「お褒ほめいただき恐きよう悦えつ至し極ごくってか。しかしまあ、それは俺の台詞せりふだったんだがな。よくぞ裏を見切ったもんだ……姉さん良い目してるね」


「私ね、光る物が大好きなの」


　左と右、両手の指に円月輪チヤクラムを挟はさんだ恰かつ好こうで異篇卿がウィンク。


　左手の円月輪チヤクラムはグラスを切断したもの。右手で受けとめた二枚目は、一枚目の円刃と重ねてヒューイックが投擲したものだ。「表」の一枚目を避さけるか受けとめても、その直後に飛来する「裏」の二枚目が敵を切り裂く。


　しかし、肩かた口ぐちを狙った本命がこうもあっさり受けとめられるとは。


「ふーん。よく見ると二枚目の方が一回り薄うすいし小さいのね。これじゃあ見み抜ぬくの苦労するわけよ」


　両の円刃をしげしげと見比べる異篇卿。


「あんま見ないでくれ。タネがばれちまう」


「あらごめんなさい、そういえば聞いたことあるわ。『天の車』のヒューイックは諜ちよう報ほう要員。侵しん入にゆうと攪かく乱らん、あと超ちよう一いち流りゆうの暗器使いだって」


　……また情報漏ろう洩えいね。


　苦笑を隠す気にもなれない。いったいドコの馬鹿が俺の情報喋しやべってくれてるのやら。


「統政庁の元老院おじいさまよ。本人たちは身内自じ慢まんのつもりだったらしいわ」


「……あのボケ老人共、そろそろ潮時だろ」


「ね。私もほしい情報はたいてい貰もらったし、引退してもらっていいわ」


　そういうことか。


「あんたかい、統政庁に入りこんでた工作員は」


　この施設島プラントへの定期調査にあたり、上級権限を有した議員秘書が第三機関側の人間だったことまでは推測がついていた。


　……よりによって異篇卿ご本人がね。


「その暗器使いって情報がなかったら、受けとめる時に擦すり傷きずくらいできてたかしら」


　──ピキッ


　彼女の指先に挟まれた円月輪チヤクラムがひび割れる。硬こう質しつセラミック加工した暗器だ、生半可な圧力では砕くだけないはずだが。


「……噓うそだろ。呆あきれるね」


「あら、それは私が言うために取っておいた台詞」


　砕け散った円月輪チヤクラムを靴くつ先さきで踏ふみにじりながらも、彼女は一瞬として視線をこちらから逸そらそうとはしなかった。


「『天の車』は、その渾あだ名なにふさわしい数の武器を使用する。……ねえ『第九』のヒューイック・エンベルメン、あなたはいくつの暗器を同時に使うのかしら？」


　轟ごうとうなりをあげて、ナタラーシャの炎がさらに猛たけ々だけしく燃えさかる。


「まだまだ、まだまだまだまだ。こんなものじゃ足りないの。私が出てきた意味がない。異篇卿の第二位がどれだけ恐おそろしいものか────」


　自らの白い首筋に指先を這はわせ、熱っぽい吐と息いきをつく異篇卿。


　魔ま性しようの色いろ香かと狂きよう気きをその瞳ひとみに映し。


「もっともっともっともっと私の炎は強くなる。必死で抗あらがわないと黒こげよ？」
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　他人のそら似。


　血や環かん境きようにかかわらず、顔かたちや雰ふん囲い気きが似た人間というものは存在する。自分とてそれを否定する気は毛頭ない。


　……だが、これを。


　……これを、他人のそら似で片付けていいのか？


「────」


　いま一度、レオンは眼前の男を凝ぎよう視しした。


　身長や顔かたちはもちろん、骨格から筋肉の付き方まで自分と酷こく似じしたこの男。なによりアルマデルという名前すら兄と同一？……そんな偶ぐう然ぜんがあるものか。


「どうかしたか」


「……俺の顔に見覚えはないか」


「おかしなことを聞く。巫み女この専属護衛パートナーたる千年獅が一人レオン・ネストリウス・オーヴァ。浮遊大陸オービエ・クレアでお前を知らない者の方が少ないだろうに」


　告げる白銀アルマデルの口調によどみはない。何かを隠かくしているそぶりも、何かに気づいた様子も欠片かけらさえ無い。


「そういう意味じゃない」


「なんだ」


「俺の顔に…………個人的な見覚えはないかという意味だ」


　自分が剣けんを握にぎるきっかけ。自分が強くなろうと決意するきっかけ。


　兄がいなければ天結宮ソフイアに入ることもなかった。春蕾やシェルティス、ユミィと出会うこともなかっただろう。


「出会うなり、千年獅からそんな問いかけがあるとは意外だな」


　そう前置きを挟んで、金きん髪ぱつの大剣使いはわずかに苦笑の息を吐はきだした。


「以前から、私とよく似た顔の千年獅がいると仲間内からもからかわれた記き憶おくはある。他人のそら似とはよく言ったものだ」


「一つ聞く」


　白銀アルマデルの返事を待って口早に続けた。


「お前の家族や姉きよう弟だいはどうした」


「いない」


「……質問を変える。異篇卿になるまで、お前は何をしていた」


「記憶にないな」


　白々しい、単に回答を避けるためのはぐらかしだろう？　なかば胸中でそう決めつけていた矢先────次の台詞にレオンは言葉を失った。


「俺は、ここに至るまでの一切の記憶がない。介かい抱ほうした医者の話では重傷の身で倒たおれていたらしいが、俺自身はその記憶もない」


「……記憶喪そう失しつか？」


「その手の類たぐいらしい。だがどうでもいいことだ、いまの俺にとってはな」


　最悪な答え。


　……いや、この何年かでその可能性も考えたことは確かにあったか。


　あの兄が死んでいるはずがない。ならば戻もどってこない理由は重体の身で動けないか、あるいは別に戻れない理由ができたから。


「聞きたいことは終わりか」


「ああ」


　残ざん酷こくな世界の仕打ちに対する憤いきどおりは胸の内に留とどめ、レオンは淡たん々たんと言葉を続けた。


「俺には一つ年上の兄がいた。お前と同じアルマデルという名前で、お前と同じ大剣使いの兄だ。お前と同じで……俺にそっくりの外見のな」


「…………」


「それが本当にお前なのかはわからない。……いや、噓だな。俺の中では十中八九お前が兄のアルマデルと同一人物だと結論がついている。だが────」


　ひたりと、黙もくする大剣使いを正面から睨にらみつける。


「そんなこと、今のお前に言ったところで通じるとも思えない」


「至し極ごく当然」


　白銀アルマデルの返答は早かった。


「お前が俺を兄に仕立てたいとしても、俺からすればあまりに突とつ然ぜんで根こん拠きよのない話だ。単に『似てる』以上の証しよう拠こもない。異篇卿てきを味方に引きこむ策とも疑える」


　簡潔この上ない理由だが、その言い分はもっともだろう。逆の立場だったとしても自分だって容易に頷うなずくことなどありえない。


「……わかってるさ。そんなこと」


「ではどうする？」


「俺は、俺の理念を貫つらぬくだけだ」


　すっ──下げていた大剣を持ち上げ、その切っ先を一直線に相手の胸むな元もとへ。


「勝負しろ。実力でお前を倒したうえで、塔とうへ連行して嫌いやでも専門医の治ち療りようを受けさせる。それなら文句はないな」


「……わかっているじゃないか」


　目の前の男が見せる初めての微び笑しよう。


　こちらと同じく、携たずさえていた巨きよ大だいな剣を一直線に相手の胸元へ。


「移せ、イグニド。頃ころ合あいだ」


「なに？」


　ややあって、石いし畳だたみの闘とう技ぎ場に中性的な男の声がこだました。


『……まったく急な。せっかくシェルティスといいところだったのに』


「侵入者に施こ設こで暴れられても困る。双ふた子ごが休養中だ」


『はいはい。まったくもう、人使いが荒あらいんだから。いつもの場所ですね』


「ああ」


『では転移します。少しの目め眩まいはご容よう赦しやですよ』


　声が消えたのと時同じくして。





　──【Wyrd空白の歌】──





　輝かがやく光の円えん環かんが虚こ空くうに生まれた。


　赤でも青でも白でもない、形容すべき色を有しない透とう明めいな輝きの光の扉とびら。


「……これは？」


　虚空に生まれた光の扉がみるみるうちに輝きを増していく。蠟ろう燭そくほどの明かりが照明に、照明から太陽、そして光は太陽の明るさをも超こえて────


「っ！」


　まぶたを焼きつける痛みに思わず目を閉じた。


　…………


　………………？


「……風？」


　最初に変化を感じさせたものは、髪かみをなでる爽さわやかな夕暮れの薫くん風ぷうだった。地下、それも密閉された部屋では決して吹ふくことのないはずの微び風ふう。


　足あし下もとから伝わる感かん触しよくも土。つい直前まで感じていた硬かたい床ゆかの感触ではない。


　────これは。


「どういう手品だ」


　背後で轟と唸うなる大瀑ばく布ふを大剣の先で指ししめす。


　遥はるか上の断だん崖がいから流れ落ちる巨大な滝たき。その水みず飛沫しぶきが顔に付着する感覚、そしてこの雄ゆう大だいな水の落下音。幻げん影えいではないし、人工的に作りだしたものとも思えない。


「お前の感覚は正しい」


「なに」


「本物だ。ここは既すでに、お前のやってきた浮遊島ラグーンではない。浮遊大陸オービエ・クレアの自然区か生ビ態オ生ト育ー野プか、そこまでは俺の知るところではないが」


　……馬ば鹿かな。


　超ちよう音おん速そくの飛ひ空くう艇ていで何時間とかかる距きよ離りにあった浮遊島ラグーンから、この一いつ瞬しゆんで浮遊大陸オービエ・クレアに？


「空白イグニドという変わり者の秘術だ。ずいぶんと使い勝手が良いが、本人に言わせるとマハの黄金六面体以上に『縛しばり』条件の多い困った術式らしい」


「……まあいい」


　いま、この術式の正体を勘かんぐることに意味はない。


　自分がするべきこと────この男を相手にする、それ以外は全すべて雑念。おそらくは、そこまで割り切らなければ勝負にならない。


　……あるいは、喜ぶべきことなのか？


　長年追いかけてきた男が相手。


　目指していた理想が、こうして再び目の前に立っていることの奇き蹟せき。


　……俺は。


　……俺の理想に追いつくことができたのか？


　剣を上段に振ふり上げた状態で体勢を保つ。


　絶え間なき努力の行方ゆくえ。磨みがき上げてきた剣けん技ぎの意味。昇のぼりつめた塔の絶対階級。全ての集約する瞬しゆん間かんを夢見てここまできた。


　だから──


「往くぞ」


　レオンは、目の前の男に向かって駆かけた。





　　　　２





　眩まぶしく輝く照明を浴びながら。


　延々と続く塔の非常階段を上から下へ。下から上へ。


　……もう、どれだけ走り続けただろう。


「っはぁ…………っ……ぁ……っ！」


　壁かべに手をつき、身体からだをくの字に折ってユミィは深呼吸をくり返した。


「……イシュタルさん、こんな時にどこへ」


　浮遊島ラグーンの別働隊とつながる通信機を有しているはずの錬イ護シ士ユ筆タ頭ル。しかしその姿がどこにもないのだ。メイメルにも聞いたけれど、肝かん心じんの彼女は「心配いらないわ」をくりかえすばかり。


　……イシュタルさんが連れん絡らく役なのに。


　……でもだめだ。さすがに時間が経たちすぎてる。春蕾のところに戻らないと。


「えっと……ここは……２６８階だから」


　春蕾の待っている２８７階へは、巫女専用の高速昇降機エレベータを使うのが一番速い。各フロアの北ほく端たんに設置されているはずの専用昇降機エレベータへ、ふるえる足を────


『……レオン!?』


　驚きよう愕がくに満ちた春蕾の声が、突然に念話として伝わってきた。


『…………レオン見つけた！』


「え？」


　言葉の意味をユミィが理解するより先、春蕾による遠視の映像が転送されてきた。


　──渓けい谷こくの？


　圧あつ倒とう的てきな水しぶきを上げて落ちていく滝を背景に、切りたった断崖で一進一退の攻こう防ぼうを展開する二人の大たい剣けん使い。その一人──白コートを羽織った銀ぎん髪ぱつの剣けん士しは、確かにユミィの知るレオン本人だ。


「えっ。でも念話はさっき妨害されたのに。もしかしてさっきの妨害を突とつ破ぱ？」


『…………ここ浮遊島ラグーンじゃない』


「だ、だけど遠視だとちゃんと見えてるよ」


『…………浮遊大陸オービエ・クレアの自然区。レオンにつけてた遠視の追跡信号マーキングが、急に浮遊島ラグーンから移動して……自然区の東エリアに現れたから』


　──どういうこと？


　常識を逸いつした現象を前に返す言葉がない。レオンが浮遊島ラグーンから浮遊大陸オービエ・クレアへ短期間で戻ってきたとして、そんな手段が容易に存在するとは思えなかった。


　そして、そのレオンが戦っている相手。


「レオンが二人？」


　顔かたち、背せ恰かつ好こう、振りかざす大剣まで酷こく似じした金きん髪ぱつの剣士。しかし……何者なんだ、この金髪の剣士は。


　レオンの大剣を正面から受けとめる膂りよ力りよく。さらにそれを弾はじき、返す剣けん先さきを猛もう烈れつな勢いで跳はね上げて強きよう襲しゆう。人外の反射神経でレオンがそれを回かい避ひするや、空いた脇わき腹ばらを拳こぶしで狙ねらい、体勢を整える隙すきを微み塵じんも与あたえない。


　……尋じん常じようじゃない使い手だ。


　……レオン以外の剣士なら、たぶん反はん撃げきの一刀目に反応すらできてない。


　この男も異い篇へん卿きよう？


　だけど、こうもレオンに似ているのはなぜ？　他人とは思えない。


「春蕾」


『…………わからない』


　ふるえる小声で念話が伝わってくる。


　わからない。つまり、この男の正体が春蕾にもわからないという意味だろう。


『……場所……特定できた。自然区の東エリア第五区画』


　──普ふ段だんならこんなに焦あせらない。


　──だって、あのレオンだもの。大剣で後おくれを取るわけないよ。


　そう願ってるし信じてる。


　だけど、いま天結宮ソフイアから二人の戦いを見たかぎり……本当に一時の流れしか見えてないけれど、押されているのはレオンの方？


『…………レオン』


　祈いのるような春蕾の声が塔に響ひびき、そして虚空へと消えていった。
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　──カッ。


　地面から荒あら々あらしく突つきでる大樹の根に、靴くつ先さきが軽くぶつかった。


「おっ……っとと。危ない危ない」


　前のめりに転てん倒とうしかけたところを、すんでのところで木の幹に手をかけて踏ふみとどまる。


「なんだ、踏みとどまったか」


　少し前を歩く護衛がふり返って苦笑。


　こちらに向けて差しだしかけた彼女の手をじっと眺ながめ──


「ねえツァリさん」


「なんだ」


「もしかして、この手、あたしが倒たおれかけるの助けようとしてくれてた？」


　手を伸のばしたままのツァリに、エリエは恐おそる恐る聞いてみた。


「自分で踏みとどまったのなら何よりだ」


　返事代わりとでも言いたげに当人が肩かたをすくめてみせる。


「エリ姉は足下を見ないからな」


「あーっ、なにその目。違ちがうもん！　いまのは葉っぱの上に綺き麗れいな蝶ちよう々ちようがいたから気になってただけだし！」


「さっきもそう言って蔓つるに足を引っかけたな」


「むー。あの時だって珍めずらしい鳥の鳴き声が聞こえたから……」


「いやいや、からかってるわけじゃないさ」


　差しだした手を引っこめるや、再び背中を向けて歩きだすツァリ。その口調は、むしろこちらの反応を楽しんでいるようで。


「子供は、自分の足下なんかより見るべきものが沢たく山さんある。転ぶのは好こう奇き心しんの表れだと思えば可愛かわいいものだ」


「……なんかそれ、無む駄だに子供ってとこ強調されてる気がするの」


「お子様なのは事実だろう？」


　くすっ、と横顔を向けるツァリが見つめる先はなぜかこちらの胸元で──


「一年前から成長しない下着のサイズ」


「なっ、なぜそれをっ!?」


「お姉さんは物知りだからさ」


　意地悪げな笑みをうかべて再び歩きだす彼女。


「むぅ……あ、でもツァリさん。なんであたしのことエリ姉って呼ぶの」


「ユトから教えてもらったと言っただろう」


「そうじゃなくてー。あたしの方が年下だしエリエでいいよ、あたしのことエリ姉って呼ぶのユトくらいだし。なんかくすぐったくて」


「ふむ……」


　数秒考えこむような沈ちん黙もくをへだて。


「エリエ、エリ姉、エリエ、エリ姉……やはりエリ姉だな。言い慣れてる」


「そう？」


　言い慣れてるというのは、もう数回呼んだから馴な染じんでしまったということだろうか。


「そういうものさ」


「……まぁ、ツァリさんがそう言うなら」


　すたすたと先を行く彼女を懸けん命めいに追いかける。これでも合わせてくれているのかもしれないが、歩ほ幅はばが違うせいで油断してるとすぐに距きよ離りが開いてしまうのだ。


　と。


　その彼女が、突きでた木の枝を潜くぐった先でぴたりと静止した。


「到とう着ちやくだ」


「え？　なになに？　何が…………あれ、これって」


　ツァリの見つめる先に、一面苔こけむした研究所。窓もなく装そう飾しよくもなく、一階にあたる場所に扉とびらだけが設置されている。


「あ、これあたし見覚えあるよ！　前にユトとレオンと一いつ緒しよに来たのと同じじゃん。もしかして今回も同じ調査？」


「似たようなものだな。しかし……この揺ゆらぎは」


　研究所の上──雲がまばらにうかぶ蒼そう穹きゆうを彼女が睨にらみつける。


「何人か移されたか」


「移す？　移すって、もうシェルティスたち別の場所に移動したってこと？」


「何人かまではわからないが、もうこの浮遊島ラグーンからいないだろうな」


「ええっ!?　それ困るよ、せっかく捜しにきたのに！」


「引き返すか？」


　開いたままの扉を指さしてツァリ。


　さあ、どうしたい？──そうとでも言いたげに彼女の双そう眸ぼうが挑ちよう戦せん的に輝かがやいている。


「……うーん、でも何人かは残ってるかもしれないんでしょ」


「そうだな」


「じゃあ行く！　みんなの顔見ないと安心できないもん！」


「よくできました」


　ぽん、と頭に手を置いて撫なでられてしまった。


「……もー。ツァリさんてば、またあたしのこと子供扱あつかいする！」


「エリ姉が可愛いからさ」


　にやにやと意地悪げなまなざしの護衛。それは本気でもなく冗じよう談だんでもなく、その両方が混じったような言いようだった。


「ほら入るぞ、ついてこい」


「あ、う、うん！」


　警けい戒かいとかしなくていいのかな？　まるで堂々と扉の奥へ入ってしまう彼女は、さながら警戒や注意すら皆かい無むといった雰ふん囲い気きだ。


　地下へ続く階段すら、無警戒のまま暢のん気きに下りていく。


「ねえねえ、ツァリさんはココ来たことあるの？」


「いや、正直この先の構造がどうなっているのかもわからない。ま、ご丁てい寧ねいに道標が用意されてるからその通りに進んでいくさ」


　自分たちの斜ななめ前方──薄うすい金属板を張りつけただけの簡易な壁かべに、小さいながらもハッキリと刻まれた引っかき傷。一つや二つでなく一定間かん隔かく。それも、ちょうど目線の高さにあるから目につきやすい。


「おぉ？　言われてみれば！」


　存在に気づいてさえしまえばエリエにも見当はつく。本隊と呼ばれていたシェルティスたちが、後続である別ホ働ル隊ンのために作っておいた目印だろう。


「シェルティス、この先にいるかな」


「さぁどうかな。私としては別の相手に会いたいところだが」


「ほぇ？　別って誰だれかいるの？」


「こんなアリの巣を作った連中だよ。直接話を聞けるなんて楽しみだ」


　好戦的とすら感じさせるほどに双眸を細めるツァリ。その彼女の手を取って、エリエは後ろから引っぱった。


「あ、ま、待った！……何か来てるっぽい！」


　左折する通路の奥から聞こえる足音。気になるのは、靴を履はいているにしては音が金属音に近いことだ。しかもこの足音の反はん響きようの仕方……一人や二人じゃない。


「警備兵かな。もしかしてあたしら不法侵しん入にゆう？」


　どうしよう。見つかった時は言い訳でごまかす？　それとも背中のバックアップに詰つめた痴ち漢かん撃げき退たい用の催さい涙るいスプレーの出番？


　考えがまとまるより先、黒い影かげが通路から現れるのが先だった。


　人型をした黒い影。


　頭から足先までを黒くろ鉄がねの装そう甲こうで覆おおい、その左ひだり腕うでは巨きよ大だいな機械アーム、右みぎ腕うではその先せん端たんが機き関かん銃じゆうの銃口になっている。装甲の上から蒼あおく輝いている文様は沁しん力りよく刻印だろう。


　──対幽ゆう幻げん種しゆ兵装まで備えた重装機兵。それも通路を埋うめつくす大群で。


「ちょ、ちょっと!?」


　警備なんて話じゃない、大型の害がい獣じゆう駆く除じよや幽幻種討とう伐ばつに投入される戦せん闘とう機兵ではないか。しかもこんな多勢、生身の人間が攻こう撃げきを受ければ…………


　……やば。


　……しかもこいつら完全に自動徘徊型スタンドアロン。標的が人あた間しらだろうとおかまいなし？


「ツァリさんっ！」


　彼女の手を取って逃にげようとして。


　その前に、最前列の機兵が機関銃の照準をこちらに合わせるのが見えてしまった。無骨なデザインの銃口から何十発という弾だん丸がんが発はつ砲ぽうされて────


　発砲されて…………


　…………


　……あれ？


「痛くない」


「当たってないんだから当然だ」


　恐る恐るエリエが目を開けたそこには、先と変わらぬ様子で佇たたずむツァリの姿があった。「……あれ」


「言っただろう、お姉さんは優ゆう秀しゆうな護衛だと」


　チャリッ。たったいま発砲されたはずの弾丸を踏ふみつけて悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむ彼女。


　たたき落とした？　ううん違う、弾丸の方からひれ伏ふして自分から軌き道どうを変えた。理り屈くつはわからないけどそんな感覚だ。


「さぁ行こうかエリ姉。探検はここからが面白そうだ」


「へ？　でも目の前の──」


「何かいるのか」


　逆に聞き返され、エリエは何度も瞬まばたきをくり返した。何十体という重装機兵が、いずれもぐったりと倒れて動かない。


「え？　ど、どうやったの」


「さあ。お姉さんの色気に機械も降参したんじゃないのかな」


　何か仕し掛かけがあるのか、それともシェルティスの剣けん技ぎさながらに超ちよう絶ぜつすぎた技ぎ巧こうゆえ認識できなかったのか。どれだけ考えてもエリエにはわからなかった。


「おっ、おおおおおっっっ!?　なんかよくわからないけどツァリさんすごい！」


「安心したかなお嬢じようさん」


　艶つややかな前まえ髪がみをさっと横に払はらいのけ、ツァリが再び歩きだす。


「少しだけ早歩きだ。先はまだまだ長そうだからな」





　　　　３





「それが……未来を見通すという天てん球きゆう図ず画がとやらの術式か」


『鈍にび色いろ』の渾あだ名なを持つ異い篇へん卿きようは動かない。右手に大型のライフル銃じゆう、左手には小型の自動拳けん銃じゆう。どちらも濁にごった白で塗と装そうされ、動物の骨のようなデザインだ。


「不ふ可か避ひの魔ま弾だん。未来に映しだされた敵の行動を認識し、回かい避ひ経路を先読みして放つことから名付けられた……」


「ずいぶんと熱心に調べているじゃないか」


　遮眼帯ブラインダーを剝はぎ取った素顔をさらし、ホルンはその双眸で鈍色ベルトマーを睨みつけた。


「調べた？　違ちがう、探したのさ」


　頭までを迷めい彩さい柄がらのスーツで覆う男が首を横に振ふる。


「楽しい楽しい同志」


「あいにく同志になる気はさらさら無いな。私はほかに用がある」


　握にぎる短機関銃サブマシンガンの感かん触しよくをたしかめつつ、目測で相手との彼ひ我がを確かめる。およそ七メートル。目をつむっても外しようのない距離だ。


　自分も、そして敵にとっても。


「…………」


　互たがいに直立不動を保ってにらみ合う。両手の銃を上げることもないまま、樹海を構成する樹木さながらの趣おもむきを崩くずさない。


　静けさの均きん衡こう。


　その調和を崩したのは、たった一いつ瞬しゆんの旋せん風ぷうだった。砂すな煙けむりを巻き上げ、地面に積もった枯かれ葉はを空高く舞まい上げる。


　直後、二人の掲かかげる銃口から鉛なまり色いろの弾丸が発射された。


　──銃じゆう声せいは一発。


「っ！」


　真横に跳ちよう躍やくし、上半身をそらすことで胸部をかすめる弾丸を回避。その勢いのまま左回りに平地を駆かける。


　……銃声は一発。


　……私の射しや撃げきと同時に撃うってきたのか。


　右回りに高速で疾しつ走そうする異篇卿。枯かれ枝えださながらの瘦そう軀くとは思えぬ力強さで大地を蹴けり、蝶ちようの飛ひ翔しようさながらに不規則な経路を駆けていく。


「無む駄だだ」


　天球図画がもたらす未来の軌き跡せきは、鈍色ベルトマーがどれほど不可解な動きをしようと逃のがさない。斜め後ろへと跳躍する異篇卿の未来図に向かって引き金を弾ひく。


　これで終わり。


　そう確信した刹せつ那な、新たな銃声と共にホルンの弾丸が虚こ空くうで弾かれた。


「なっ!?」


　幽幻種による魔ま笛てきの障しよう壁へきとは違う。いまのは……不可避のはずの弾丸を撃ち落とした？


「不可避の魔弾とて万ばん能のうではないだろう？」


　糸のように細い白はく煙えんが鈍色ベルトマーの銃口から立ちこめる。


「発射されてからの軌跡は変えられない。ゆえに……こちらはただ、発射されるのを待って撃ち落とすのみ」


「ずいぶん簡単に言ってくれるじゃないか」


　不可避の魔弾は、発射される前に回避しようとしても避さけられない。ならば魔弾が発射されてから防ぼう御ぎよすればいい。


　──しかし、それは理論上の話だ。


　元来、人間の視力は弾丸の軌道を見切れるようにはできていない。


　ホルンの銃じゆう弾だんを止めるには、弾丸の軌道を目で見てから防御行動を取るという人外の反射神経、そしてそれに応こたえる絶対の精密技巧が不可欠となる。


　……在野にこんな真ま似ねをする奴やつがいるとは。


　この超絶技巧は、それ自体に本能レベルでの危機感知能力が要求される。千せん年ねん獅しのなかでは爛ランとレオンが抜ぬきんでた分野だが。


「銃弾が素直すぎる」


　地を這はうような低姿勢でさらに疾走速度を上げる異篇卿。天球図画の捉とらえた回避先めがけ二発、目線による攪乱フエイントをまじえて追つい撃げきの一発。


　が、これも鈍色ベルトマーの鼻先で弾かれた。


　……偶ぐう然ぜんではないということか。


　……百パーセント近い精度で私の弾丸を狙そ撃げきしてきている。


「銃口からほぼ直線運動で対象を射い貫ぬく軌跡……。いかに魔弾とて……射撃の瞬しゆん間かんを捉えれば軌道を見切るのはたやすいだろう？」


　カチリッ。


　右手のライフル銃を突つきだす異篇卿。距離七メートル。銃使いにとってはほぼゼロに等しい間合いだが、ホルンにとってはじゃっかん猶ゆう予よがある。


　──天球図画によって奴が引き金を弾ひく瞬間を感知。


　その瞬間に銃弾の軌道外に逃のがれればいい。


「避けたいか」


「……なに？」


「俺の弾丸を避けたいのなら教えてやる。あと三カウント後だ」


　自分から射撃タイミングを暴ばく露ろ。陽動か？


　いや、現に天球図画の未来図に異常はない。まさか本当に三カウント後？


「三…………二………………一……では避けてみろ」


「っ！」


　天球図画にて射撃の瞬間がたしかに見えた。と同時に左回りの疾走を切り返し、ホルンは百八十度真逆の方向へ跳躍した。


　──ピキッ。


　硬かたい何かが砕くだける音。


　直後、ホルンの左ひだり肩かたを猛もう烈れつな痛みが駆けぬけた。


「────────っ！」


　声にならない悲鳴が喉のどから漏もれる。左肩のコートがやぶけ、インナーである迷彩柄のスーツがみるみるうちに赤く染まっていく。


　……避けた……はずなのに……左の鎖さ骨こつを撃ちぬかれた？


　……なんだ、いま何をされた？


「では次」


「……ふざけるなっ！」


　歯を食いしばってさらに一歩前に出る。視線と視線、銃じゆう口こうと銃口を突きつけた状態で短機関銃サブマシンガンの引き金に力をこめた。距離五メートル。ここまで近づけば銃弾を狙撃しようとしても反応しきれまい！


　銃声は一発分。


　同時に発射された銃弾のうち一発は太ふと股ももをわずかに掠かすめ、もう一発は脇わき腹ばらを深々と抉えぐって貫いていた。


「掠めたか。さすがにここまで近いと俺も反応が遅おくれるな」


　太股にできたみみず腫ばれに鈍色ベルトマーが舌打ち。


「まあしかし、それでも十分すぎる距離か」


「…………っ…………ぐっ…………」


　左脇腹に穿うがたれた傷口を押さえ、片かた膝ひざをつきながらもホルンは銃を放さなかった。


　……なるほど。


　……私の天球図画で視認できないわけだ。


　荒あれた呼吸を隠かくしもせずに唇くちびるを深々と笑みのかたちにつり上げる。


「不可避の魔弾ならぬ不可視の魔弾というわけか」


「そういうことだ」


　動物の骨──大型動物の脊せき椎ついを思わせる形状のライフル銃を提さげた異篇卿。


　……あの銃の構造か、それとも鈍色ベルトマーの能力か？


　……どちらかの力を受けて弾丸が異様に加速されている。


　可視領域を凌りよう駕がした超ちよう高こう速そく弾だん。


　通常、一秒に四百メートルの弾速が出れば銃弾としては「高速」とされる。しかし鈍色ベルトマーの銃から放たれる弾速は、おそらく初速でその倍。最高速度は三倍に達しているはず。


　鈍色ベルトマーが引き金を弾いた──そう理解した時点で既すでに被ひ弾だんしているといって過言ではない。天球図画でも弾道が読めなかったのはそのせいだ。


　天球図画には映っていた。


　映っていたが、それを自分の目が捉えきれなかったのだ。


「タネ明かしは不要か？」


「言っただろう、貴様の口上に付き合う暇ひまはないと」


　……奴のカラクリは見えた。


　……しかし支し払はらった代だい償しようが大きすぎる。


　なにより敵の能力が見えたとはいえ、それを打ち破る術が現段階で思いつかない。


　……この時以外なら逃にげきることを考えていただろうが。


　腹部に走る激痛に、奥歯を嚙かみしめて平静を保つ。


　銃口を地に押しつけて杖つえ代わりに。


　……意地がある。


　……元々この任務、メイメルからの依い頼らいにかかわらず志願するつもりだった。





〝報むくわれますよ、きっと〟


〝報告は聞きました。あの幽ゆう幻げん種しゆを倒たおしたって。……だから、あとは信じてください。ホルンさんのしてきたこと。そして、わたしのこと〟





　巫み女こユミィ。あの女には、児童園の子供の魔笛を浄じよう化かしてもらった借りがある。


　本当に、大きすぎるくらい大きい恩。


　……幽幻種の培ばい養よう。異篇卿の目的が巫女に危機を及およぼすものなら。


　……姉上はもちろん、あの小生意気な巫女へ借りを返すためにも退ひけないだろう？


「まったく、厄やつ介かいな相手に借りを作ったものさ」


　小さく呟つぶやいて視線は再び異篇卿へ。


「まあいい、考えはまとまった」


「白旗の揚あげ方をか」


　嘲あざける口調で告げる鈍色ベルトマーに、ホルンもまた不敵な笑みで首をふった。地に押しつけていた銃口をわずかに持ち上げ、そして。


「逆転の方法をだよ」


　相手────ではなく、その足あし下もと目がけて短機関銃サブマシンガンを一いつ斉せい掃そう射しや。放たれた何十という弾丸が地面を穿ち、濛もう々もうと砂煙を宙へと打ち上げる。


「煙えん幕まく……」


「不本意ではあるが長期戦に付き合ってやる」


　立ちこめる煙けむりが風に吹ふかれて千々と消え、視界が晴れた後──そこにホルンの姿は残っていなかった。


　ただ真っ赤な血けつ痕こんのみが、点々と樹海の奥へと続いていた。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





「ヒューイック様！」


　黒ク猫ロの警けい鐘しようと同時、ほぼ真後ろの死角から迫せまる炎ほのおの渦うず。火の粉を撒まき散ちらしては飛び火させていく業火から飛び下がる。


　……キリがねぇな。


　炎の壁かべに自分が隠れる寸前、右手に握にぎった二本の短刀ナイフを同時に投とう擲てき。


「わぁっ！」


　歓かん声せいを上げて身をそらすナタラーシャ。その顎あご先さきの数センチ上を通過し、一本は床ゆかへ、一本は奥の円柱へと短刀ナイフが突き刺ささる。


「すっごい。いつ当たるかドキドキね」


「いやはや……姉さん目が良すぎるんじゃねぇの」


　炎の熱による汗あせを拭ぬぐって深呼吸。既すでに六割ほどが炎に呑のまれた礼拝堂チヤペルをぐるりと一いち瞥べつし、ヒューイックは壇だん上じようの女性を睨にらみつけた。


「いい加減大人しく当たってくれないかね」


「あら、それじゃあ私の炎に炙あぶられてくれれば考えてあげる」


　艶なまめかしく上気した頰ほおに指先をあてて微笑ほほえむ異篇卿。その足下をはじめ、壁から天てん井じように至るまでヒューイックの暗器が刺さっているものの、彼女本人には傷一つ見られない。


「……解げせねぇな」


「私の美び貌ぼう？」


「それはむしろ歓かん迎げいだが、どうにも違い和わ感かんがぬぐえないんでね」


　……どうやって俺の暗器を見切っている？


　炎の陰かげから挙動を悟さとられぬように投げてなお、全すべて先読みしたように避よけられてしまう。ただの勘かんでは説明がつかない。限りなく薄うすい刃はの円月輪チヤクラム、透とう明めいの強化ガラスで作った極ごく細ぼその針まで易やす々やすと見切られるのには何か理由があるはずなのだ。


「で、色々考えたわけだが」


　再び迫ってくる炎を、今度は真横に跳ちよう躍やくしてかわす。そのまま奥の円柱へと飛び移り、その柱を蹴けってさらに上空────シャンデリアの上までよじ登る。


　ナタラーシャの周囲を覆おおう炎。いまや天井までを焦こがすほどに燃え立つ炎の柱をじっと観察し、ヒューイックはふっと息を吐はきだした。


「まあ、やっぱこれしかないわな」


「何かしら？」


「あんたの炎は二種類ある」


　天井からフロア全域を俯ふ瞰かんすることで確信できた。ナタラーシャの炎には、周囲の物を燃やす炎と燃やさない炎がある。


「熱と光を放って燃焼してる本物の炎。もう一つが、赤い光を放ってはいるが熱量を持ってないただの光。後者は炎じゃねぇ、炎に似せた沁しん力りよく結界が出す光だ」


「…………」


「結界系の術式はもともと蒼あおだっけか？　それじゃあバレちまうんで、赤系統の光を出す洗礼系の術式を組み合わせた沁力結界で自分の周りを覆う。俺の暗器がその領域内に入った瞬しゆん間かんを感知していたわけだ。どうりで読まれるわけだぜ」


「…………んー、正解」


　はにかみ顔で頰を搔かくナタラーシャ。


「本当ビックリ、初見で見破られちゃったのなんて何年ぶりかしら」


「ご褒ほう美びは？」


「熱々の炎を差し上げる。こっちは本物の方だから安心してちょうだい」


「そいつは勘かん弁べんだ」


　シャンデリアから跳躍、噴ふき上がる炎から遠ざかる。


「違和感」


「ん？」


「あなたが言った言葉をそのままお返しするわ。『第九』と呼ばれた男が、こんな状じよう況きようで短刀ナイフを二本投げるだけ？　渾名から考えて、あなたは暗器を九つ同時に扱あつかえると踏ふんでいるんだけど」


「そいつぁ渾名が大げさっつぅもんだぜ。暗器を九本も同時に投げられたら立派な大道芸だろうが」


「……ま、いいわ。無理やり引きずりだしてみせるから」


　ナタラーシャの背後で一ひと際きわ巨きよ大だいな真しん紅くの炎が爆散。礼拝堂チヤペルの全域へ、無数の火の粉となって降りそそぐ。


「おいおい、とうとう礼拝堂チヤペルごと焼やき払はらう気かい」


「あなたが先に焦げてくれればフロアの被ひ害がいは少ないわ。犠ぎ牲せいになってくれる？」


「ご免めんだね」


　……ほとんど鉄てつ砲ぽう雨じゃねぇか。


　真後ろの円柱の陰かげに身を潜ひそめ、降りそそぐ火の粉をやりすごす。……が、このままでは礼拝堂チヤペル全域が炎の海だ。暗器の射程までナタラーシャに近づく術すべがなくなる。


「この暑さが意外な難敵だな」


　滝たきのように首筋を伝う汗を手首で拭って舌打ち。たとえ炎の直ちよく撃げきを受けずとも、遠からぬうち脱だつ水すい症しよう状じように陥おちいるのは目に見えている。


　……しょうがねぇな。


　……なるべく穏おん便びんに過ごすつもりだったんだが。


「おーい、黒ク猫ロ。そっち元気？」


「支障ありません。問題は、汗でスーツが張りついて気持ち悪いくらいです」


　すぐ隣となりの円柱から聞こえてくる部下の声。


「なんなら脱ぬ──」


「脱ぎません」


「……ったく可愛かわいげがねぇ」


　円柱に寄りかかって小さく苦笑。


「行けるか」


「無理と言っても命令するくせに」


　……好い返事だ。


　ベルト部のホルダーから新たに取りだした短刀ナイフ。片手に四本ずつ、両手に計八本をひそかに握りしめる。それが合図。


「お先に失礼」


　鉄てつ扇せんを提さげた黒ク猫ロが、猛もう烈れつな速度で円柱から飛び出した。


　頭上──斜ななめ頭上から吹雪ふぶきのごとく降りそそぐ巨大な火の粉。その全てを、彼女の振ふり上げる鉄扇が一いつ閃せんの下もとに吹き飛ばした。


「やるぅ！」


「まだです」


　賞賛を送るナタラーシャを後しり目めに、さらに周囲の炎をもなぎ払う。鉄扇の切きり裂さく大気の断層が、そのまま炎を切り裂いて────


　炎の海が、割れた。


「ヒューイック様！」


　部下の一声と同時、ヒューイックは円柱から躍おどり出た。黒ク猫ロの鉄扇が作りだした、炎を渡わたる道を一直線に駆かけぬける。


「よぅ姉さん覚かく悟ごしな。ちぃっと痛いてぇぜ」


　八本の暗器を携たずさえて、その足先は迷わず壇上の異篇卿へ。


「そんな短刀ナイフ、私の炎で熔とけちゃうわよ？」


　轟ごう──ナタラーシャの眼前にそびえ立つ炎が雄お々おしく吼ほえ猛たける。沁力結界であった偽にせの炎を解除し、あらためて本物の炎を降臨させたのだろう。


「私の炎、貫つらぬける？」


「いいや。そんな必要まったくないね」


　立ちふさがる炎の前で両手を振りかぶる。そして、『第九』のヒューイックは八本の短刀ナイフ全てを同時に投げつけた。


　──キンッッ！


「え？」


　ナタラーシャの唇くちびるから、初めて動どう揺ようの吐と息いきがこぼれ落ちた。


　自分を狙ねらって投げられたかと思った暗器の全てがあらぬ方向へ──天井へ刺さった短刀ナイフもあれば床に刺さった短刀ナイフ、はるか横を通過して壁へき面めんへ刺さった短刀ナイフもある。


「八本投げ終えたぜ」


「あらぬ場所に短刀ナイフ？　いったい何………………っっっ!?」


　自分の周囲に突つき刺さった短刀ナイフを見回す異篇卿。そんな彼女が、何の前まえ触ぶれもなく後部へと跳とび下がった。


　──ストン。


　真上から落下する九本目の短刀ナイフ。跳び下がったナタラーシャの肩かたをわずかに切り裂いて、その足下へと落下する。


「おいおい、いまのも避けちまうのか……」


　不発に終わった九本目を見下ろして嘆たん息そく。


　……沁力結界は解除してたと思ったんだがな。


　……わずかに残しておいた結界でギリギリ感知しやがった。


「へぇ」


　足下の短刀ナイフを床から引ひき抜ぬく異い篇へん卿きよう。白く輝かがやく刀身を穴があくほど見つめ、ナタラーシャの唇が蠱こ惑わく的につり上がった。


「危なかったわ。この短刀ナイフが九本目……あなたの奥の手というわけね」


「さあね。そんな大層なものかはわからねぇがな」


「ふぅん。でもいつ投げたのかしら？　私の炎を抜けてきたにしては刃が綺き麗れいすぎるわね……刃の先が熱で熔けてたっておかしくないのに。それに、八本目を投げた後に何かを投げたような挙動も見あたらなかった」


　握った短刀ナイフの刀身に指先を這はわせ、大げさな身み振ぶりで彼女が首をかしげてみせる。


「疑問はまだある……この短刀ナイフは本物じゃないわね。本物の鉄そっくりだけど、降臨系の沁力術式で具現化させた鉄分子で出来てる。そして、その前段に投げていた八本の短刀ナイフ。こっちは本物だけど微び細さいな沁力を帯びてる。何か関係があるのかしら？」


「姉さん研究者気質かたぎかい？」


「そうねぇ。こういう楽しい分ぶん析せきなら大だい歓かん迎げい……たとえば」


　手にした短刀ナイフを放り投げ、悠ゆう然ぜんと壇だん上じようで腕うで組ぐみする異篇卿。


「八本の短刀ナイフで囲まれた領域を照準化マーキングするのを条件に、その領域内に九本目の短刀ナイフを出現させることができる────っていう推測はどう？」
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「…………」


「あら外れ？」


「……いやいや、そのものズバリ正解。ぐぅの音も出ねぇよ」


　汗あせばんだ手のひらを広げて大きく溜ため息いき。


　……本気ですげぇ、一発で見破ってくるか。


　第九ヒユーイツクが取得しているたった一つの沁力術式だ。異篇卿のように自在に炎ほのおを顕けん現げんできるわけではなく、八本の短刀ナイフで事前に発動領域を照準化マーキングしなければ発動できない。その一方、発動領域を照準化マーキングさえすれば任意のタイミングで狙そ撃げき可能。


　短刀ナイフは手で投げるものという先入観を持つ相手にとっては、この『投げざる九本目』がまさに必中の一いち撃げきとなる……はずだった。


「面白い仕し掛かけ。でもタネがわかれば恐おそるるに足らず。勝負あったかしら？」


　真紅の髪かみをゆらす異篇卿が指を打ち鳴らす。


　と同時、彼女をとりまく全ての炎が弾はじけて強きよう烈れつな火の粉を撒まき散らした。天てん井じようを灼やき、壁かべを焦こがし、床ゆかを焼く。


　礼拝堂チヤペルを覆おおう炎が蛇へびのように鎌かま首くびをもたげ……


「わたしの勝──」


「いいや」


　壇上の異篇卿へと、第九ヒユーイツクは自らの帽ぼう子しを押さえたまま宣言した。


「騙だまし合いは俺の勝ちだ」


「────ッッッ！」


　今にも襲おそいかからんとする炎の動きが、止まった。


「だから言っただろ。姉さん、ちぃっと痛い目見るぜってな」


「…………なっ…………これ…………は」


　自身の腹部に刺ささった短刀ナイフを見下ろすナタラーシャ。


「……いつ……投げ……」


「投げてねぇよ。それも沁力結けつ晶しようで作りだした方の短刀ナイフだ。姉さんが言ったとおりだぜ、八本の短刀ナイフで狙いを照準化マーキングして、その中心部に短刀ナイフを顕現させただけだ」


「……でも第……九……？」


「第十だ」


　睨にらみつけるナタラーシャの眼光を真っ向から受けとめる。


「第九ってのは敵を油断させるためにワザと名乗ってる渾名でね」


「～～～っっ!?」


　第九と名乗る男ならば武器は九つに違ちがいない。無意識のうちにそんな錯さつ覚かくを抱いだいたのだろうが、あいにく自分は手の内を事前に知らせるほど甘くはない。


　……ま、実のところ第十ですらないんだが。


「っぐ」


　腹部を真っ赤に染め上げたワンピース。忌いま々いましげな表情でナイフを己おのれの腹部から引き抜くも、さすがに苦く悶もんの表情で彼女が膝ひざをつく。


「やめときな、内臓はさほど傷ついちゃいねぇだろうが腹筋はズタズタのはずだぜ。大人しくしてねぇと、その高そうな服がますます真っ赤…………」


　言いかけた言葉を中断し、第九ヒユーイツクは反射的に彼女を凝ぎよう視ししてしまった。膝をつく彼女の腹部。衣服の生き地じが裂けた先に覗のぞく彼女の素す肌はだを。


　暗緑色の光こう沢たくを放つ、鱗うろこに覆われた素肌。


　──これは。





「………………見た……わね」





　怨おん念ねんの塊かたまりとすら錯覚してしまう声が礼拝堂チヤペルに轟とどろいた。


「ヒューイック様、この女……『コーの流る民みん』です」


　浮遊島ラグーンの中でも吹雪や豪ごう雨う、熱砂地帯にひっそりと暮らし、必要最低限の場合を除いて滅めつ多たに浮遊大陸オービエ・クレアへ現れない亜あ人種である。


　優すぐれた動体視力と運動能力を有しているという長所を持ち、その一方で、彼らの肉体に見られる特とく徴ちようが暗緑色の鱗に覆われた肌だ。岩のように硬かたい皮ひ膚ふは過か酷こくな自然環かん境きように耐たえる独自の進化とされているが、『コーの流る民みん』の多くは自分の肌を見せるのを極きよく端たんに嫌きらい、素肌を隠かくして生活する者が多い。


「……いや、だがどういうことだ」


　第九ヒユーイツクの知るかぎり、『コーの流る民みん』の鱗うろこ肌はだは首から始まって腕うでは肘ひじまで、それに腹部から背中一帯、さらには太ふと股もも部まで続いているはず。しかしナタラーシャの鱗肌は腹部のごく一部のみ。剝むき出しの肩も太股も白い肌が覗くだけだ。


「……何十回…………肌の鱗を除去する手術をしたかしらねぇぇ」


　腹部を血に染めていたはずのナタラーシャがゆらりと立ち上がる。


「痛くて痛くて……寝ねられない夜をどれだけ過ごしたことか…………でも、これもすべてはアルマデル様に相応ふさわしい女になるためだもの。後こう悔かいはしていない」


　……これは……文字どおり逆げき鱗りんに触ふれちまったか。


　礼拝堂チヤペルに満ちていく怒ど気きと殺気。別人の形相でこちらを睨みつける異篇卿を前に、第九ヒユーイツクは奥歯を嚙かみしめた。


　手術によって鱗肌を除去。しかし数十回の手術を経へてもなお残っていた箇か所しよ、それが服によって隠していた腹部だったわけだ。


「でも、これは何の皮肉かしらね」


　自身の胸のすぐ下をさする彼女。短刀ナイフが深々と刺さっていたはずの傷きず跡あとは異様に浅く、出血にいたっては既すでに止まっている。岩のように強固な鱗肌が短刀ナイフを食い止め、傷は実質肌一枚ということか。


「私も……そしてあなたたちも不幸」


　壇上から一歩、また一歩と降りてくる異篇卿。


「あなたたちは……見……てはいけないものを見てしまった。アルマデル様以外に誰だれにも見せたくないものを」


　ボッ、と音を立てて彼女のハイヒールが燃え上がる。その炎がワンピースの裾すそに燃え移り、彼女の全身を真紅の炎が包みこむ。真紅の髪と白い素肌をも焦がしながら炎はさらに強さを増していた。


　……自分の炎で自分が火傷やけど？


　……もはや自分にも制せい御ぎよできないほどの業ごう火か？


「────許されざる者よ」


　渦うずを巻く炎の一いつ端たんに触れた瞬しゆん間かん、壇上にあった金属装そう飾しよく具ぐが液状化して熔とけだした。同じく炎に触れた天井で、巨きよ大だいな石柱すら融ゆう解かいして石色のしずくが零こぼれだす。


　その業火が、彼女の背後で巨大な津つ波なみのかたちに膨ふくれあがる。見上げるだけで目がチリチリと炙あぶられて激しく痛む。まるで太陽を直視したような光量だ。


「……この熱量っ!?」


　尋じん常じようではない。生身で受ければまさに自殺行こう為い。


　──黒ク猫ロの鉄てつ扇せん？　いや、鉄扇そのものが炎に熔けてしまう。


　──円柱の陰かげに退たい避ひ？　否いな、あの炎は円柱すら一いつ瞬しゆんで融解させてしまうだろう。


　防ぼう御ぎよも回かい避ひも不可能。あの炎を迎げい撃げきする手段はない。


「────同じ痛みを味わいなさい！」


　同時だった。


　第九ヒユーイツクが部下とともに礼拝堂チヤペルの出口へ駆かけだすのと、ナタラーシャの炎が津波となって押し寄せるのとは。


「黒ク猫ロ、後ろを見るなよ、目を灼かれるぞ！」


　迫せまってくる炎の壁。


　天井に届く赤色の津波が猛もう烈れつな勢いで押し寄せてくる。呑のみこんだシャンデリアを溶とかし、円柱を融解させ、床ゆか下したの大理石を一瞬で黒く焦がしていく。


「ちっ！」


　礼拝堂チヤペルを抜け、千レ年オ獅ンとシェルティスの二人と別れた三さん叉さ路ろへ。


「まだですっ！」


　黒ク猫ロの悲鳴。炎の渦が、周囲の壁へき面めんを跡あと形かたもなく燃やし尽つくしながら、なお勢いを失わずに迫ってきていた。


　……逃にげきれるか？


「出口まで走るぞ。間ま違ちがっても炎に呑まれるなよ！」


　押し寄せてくる炎の壁に背を向けて、第九ヒユーイツクは部下に向かって吼ほえた。


　刹せつ那な。


　二人の立っていた通路を、紅ぐ蓮れんの猛もう火かが真紅に染め上げた────
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　風の予兆。


　大気を切断し真空すら生じさせる超ちよう高こう速そくの剣けん戟げきは、もはや互たがいに視認できる領域を超こえていた。


　……集中しろ、風の悲鳴を聞き逃のがすな。


　眼前の影かげが後退するのに対し、こちらは逆に強く踏ふみこんで後を追う。蹴けり足の勢いを足から背中へ、背中から肩かたへと伝えて大剣を振ふりかぶり────


　閃せん光こう。


「っ！」


　その大剣をふり下ろすことなく、レオンは大地を蹴って真横に跳ちよう躍やくした。直後、まるで予兆なく突つきだされた無音の剣けん先さきがコートの端はしを易やす々やすと切きり裂さいていく。


「はっ！」


　突き終わりの瞬間に剣を斜ななめ上段から突き下ろす。ヂッ──白銀アルマデルの金きん髪ぱつを数本散らして虚こ空くうを切る剣閃。直後、それと交こう叉さして白銀アルマデルの剣が真下から跳はね上がった。


　……追つい撃げきのチャンスは皆かい無むか。


　上半身を反らして顎あご先さきすれすれに剣を回避。続いて叩たたきこまれる拳こぶしを、こちらも拳でことごとくはじき返す。互いに剣も拳も見ていない。互いに肩かた先さきと膝──攻こう撃げきの起点となる要所だけを目で追って、そこから先は勘かんと経験による瞬間反応だ。


　キンッッッ！


　甲かん高だかい音を立てて鳴り響ひびく鍔つば迫ぜり合い。


「腕わん力りよくは互ご角かくといったところか」


　鼻先が触れるほどの距きよ離りで白銀アルマデルがわずかに微び笑しよう。


「ならば勝敗は、まさに純然たる剣の極きわみ如何いかん。互いの全ぜん霊れいがものを言うわけだ」


「……どうだか、な！」


　息を吐はきだしてさらに踏みこむ。前方への直進運動を回転運動へと変えて、白銀アルマデルの大剣を白銀アルマデルごと力ずくで吹ふき飛ばした。


　──とん。


　数メートル離はなれた場所に難なく着地する金髪の大剣使い。


「力比べは嫌いか？」


「体力を浪ろう費ひするだけだ」


　口早にそう返し、こっそりと大剣の柄つかを握にぎり直す。……小刻みに震ふるえる手。鍔迫り合い時の衝しよう突とつで、両手が痺しびれてまともに剣を握ることさえできていなかった。


　……腕力が互角？　白々しい。


　……差はある。俺の方がわずかにだが劣おとってる。


　膂りよ力りよく。反応速度。判断力。何より大剣使いとしての熟練度が違う。単純な剣速に加えて追撃の連れん携けい技術、戦術、守まもりから攻せめへと転じる切り返しの精密性など、全てにおいて常に一手先を許してしまっている。


　力の隔へだたり。一つ一つの差は微び細さいでも、それら全てを合わせた時の戦力差は……微細ではすまされないだろう。


　……これが異い篇へん卿きよう。


　…………これが。


「何が可お笑かしい？」


「お前で良かった」


　怪け訝げんなまなざしで見つめる白銀アルマデルに、レオンは口元の笑みを隠そうとはしなかった。


「……本当に良かった」


　敵対する関係とはいえ兄の生存を確認できたから？


　否。


「続きだ」


　いまだ震えの残る手で大剣の柄を握りしめる。そして疾しつ走そう。小細工も何もない、自分の加速を大剣に込めることだけを追求した限界疾走。


　対するは、無言で剣を上段に構える金髪の剣けん士し。


　──二の太た刀ちは不要。


　自らの目でもって戦術を制し、自らの足でもって間合いを制し、自らの腕をもって剣を制し、その剣をもって戦いくさを制す。


「「──────ッッッ！」」


　言葉無き咆ほう哮こう。


　どちらがでもなく、互いが同時に上げた裂れつ帛ぱくの気勢が瀑ばく布ふ渓けい谷こくにこだました。


　二条の光。


　金と銀による交叉は刹那の時。その一瞬後には、互いに瀑布を背に距離を取っていた。


「互いに傷一つ、といったところか」


　そう告げてふり返る白銀アルマデルは、コートの肩部に小さな亀き裂れつ。しかし衣服の繊せん維いがほつれた程度で、その肌はだには糸いと屑くずほどの傷もない。


「……白々しいな」


　荒あららげた息のままレオンもふり返る。


　ずきんっ──直後、右みぎ肘ひじに走る激痛に思わず苦く悶もんの息がこぼれ落ちた。


「お前にとってはかすり傷だろう」


「軽く言ってくれる」


　白コートの肘部を赤く染めてなお、滴したたるしずくが止めどなく大地に落ちていく。肘の内側にある動脈を傷つけたのだろう。止血しなければいずれ剣も持てなくなる。


　だが──


「軽く言うのは、お前がそんな表情だからだ」


「……当然だ」


　この状じよう況きようでなお、レオンは胸の内にわき上がる歓よろこびを抑おさえきれないでいた。


　──良かった。


　理想の象しよう徴ちようであった兄の生存を確認できたから？　否ちがう。


　理想の象徴であった兄が、これだけの永きにわたって生き別れていながら、いまなお自分の描えがく剣の理想の象徴でいたことが嬉うれしかった。


　……思い出は、時が経たつごとに美化されるものだと思っていた。


　……追いかける理想もまた、いつしか形けい骸がい化してしまうものだと恐おそれていた。


　だけど違ちがう。


　時間を経てなお、自分が思い描いていた理想どおりの……いや、理想をも上回る強さで君臨する大剣使いがここにいる。


　アルマデル・ネストリウス・オーヴァ。


　異篇卿第一位、『白銀』のアルマデル。


「お前がお前でいてくれるから、……俺はまだまだ強くなれる」


　力の入らない右みぎ腕うでで剣を握り、その上から左手を覆おおい被かぶせて押さえつける。その瞬間、剣先からこぼれた小さな破片をレオンは見み逃のがさなかった。


　ピシッ


　大剣の先に一条の黒い亀裂が走り、それが蜘く蛛もの巣すを張るように無数の分ぶん岐きとなって大剣を覆いつくしていく。


　──氷結晶をコーティングさせた大剣をも打ち砕くだくというのか。


　もはや畏い怖ふを通りこして呆あきれすら感じる。幾いくたびの実戦を経て、何十体という幽ゆう幻げん種しゆとの戦せん闘とうですら刃はこぼれ一つしなかったこの大剣すらこの様ざまか。


　……遠すぎる。


　……俺と理想あんたの距離は、いったいどうすれば埋うめられる？


　滲にじむ視界の先に立つ、自分とまるで同じ外見の大剣使い。


「────」


　刹那、思いだしたのは自分が専属護衛パートナーを務める巫み女この顔だった。艶つややかな黒くろ髪かみに華きや奢しやな体格、幼げな顔立ち。そして人一倍恐こわがりな少女の顔を。


「……春蕾」


　届かぬと知りながらレオンはその名を呼んだ。


　……お前から見た俺も、こんな感じに映っていたのかな。


　千せん年ねん獅しに敗北は許されない。


　だがそれ以上に、巫女を孤こ独どくにさせることだけは何があっても許されない。


　その禁きん忌きのどちらをも、自分はこれから破ってしまうことになるかもしれない。


「許せ、……俺の生しよう涯がい一度の我わが儘ままだ」


　大きく息を吐きだし、そのまま呼吸を止める。気き迫はくが肉体を凌りよう駕がして疲ひ労ろうを打ち消し、覚かく悟ごが感情を凌駕して肘の痛みを鎮しずめていく。


　──剣を肩まで持ち上げて上段へ。


「千年獅が四位レオン・ネストリウス・オーヴァ、罷まかり越こす」


「受けて立つ」


　大気にまじる瀑布の飛ひ沫まつを浴びて。


　切り立った渓けい谷こくの断だん崖がいで、剣士二人の咆哮が再び響きわたった。


「「──────ッッ！」」


　共に、大人の背せ丈たけほどもある規格外の大剣。


　銀ぎん髪ぱつの剣士は上段から剣を突き下ろし、金髪の剣士は斜めから振り上げる。人間の可視限界を超ちよう越えつした速度でありながら、同時に針の穴すら通す超精密の一刀。


　剣閃。


　閃光そのものと化した二本の剣が真正面から衝突し、わずかな余よ韻いんを残して瞬しゆん時じにすれ違う。


「…………」


「…………」


　金髪の剣士も銀髪の剣士も、互いに背を向けたまま微び動どうだにしない。


「……凄すさまじいな」


　やがて、わずかに抑よく揚ようを交えた言葉が白銀アルマデルの唇くちびるを伝っていった。


「気迫と実力、ともに剣けん戟げきの極み。まさしく巫女の護衛を名乗るに相応ふさわしい」


　剣の柄を伝ってしたたり落ちる真しん紅くの雫しずく。白銀アルマデルの右みぎ肩かたにできた裂れつ傷しよう、それはレオンの剣けん先さきが理想アルマデルを掠かすめた何よりの証あかし。


「……白々しい」


　もう一つの声は、白銀アルマデルのすぐ後ろからだった。


　ピキッ…………キッ……ッ……


　何かに罅ひびの入る音に混じって響く千年獅の声。中ちゆう腰ごしの構えから力強い勢いで踏ふみだし、大地に突つき立てた剣を引き抜ぬこうとした刹せつ那な────





　キッ、ッッィィィィッッ……ッィ、ィィ…………ッッッンッッッ、ッッ…………





　凍いてついた氷が砕けるような、そんな澄すみきった音とともに大剣の刀身が無数の破片となって砕け散った。


「…………」


　宙に舞まう千々の破片を見つめる千年獅。その左ひだり肩かたから右腹部にかけての衣服が無む惨ざんに切り裂さかれ、おびただしい出血がその腰こしから下を染めていた。


　やがて、目ま蓋ぶたがゆっくりと落ちていく。





「…………す……まな、い」





　それは誰だれに向けた言葉だったのだろうか。


　絶え絶えの唇でそう呟つぶやいて、銀髪の剣士の身体からだが膝ひざからくずおれる。足あし下もとの断崖の斜しや面めんに足を奪うばわれ、そのまま身体を斜ななめに傾かしいだ姿で。


「────」


　レオンは、轟ごうと唸うなる巨きよ大だいな滝たき壺つぼへと落下していった。


　刀身を失った大剣を、最後まで手に堅かたく握りしめたそのままで。





「…………」


　やがて小さく響ひびく着水音。


　白銀アルマデルはふり返らない。ただ自らの剣を収め、渓谷の先を目指して歩いていく。


「この程度で息絶える男でもあるまい？」


　聞く者のいない渓谷で。


　その微かすかな独白は、瀑布の飛沫とまじって雫と消えた。
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　天結宮ソフイア２８７階。


「……………………うそ……」


　その光景を、何と表現すればいいのかユミィにはわからなかった。


　遠視によって送られてくる自然区の光景。見み間ま違ちがいなど決してありえるはずないのに、すぐにはその場面を受け入れることができなかった。


　…………レオンが……


　……………………敗…………落…………


　途と端たん、送られてきた映像が忽こつ然ぜんと不ふ鮮せん明めいになった。





『あっっっ、あ……ぁぁぁ……っっやっっ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁっっっっっっっっ!?』





「春蕾シユンレイ!?」


　隣となりに座っていた春蕾が、目を見開いて悲鳴を上げた瞬しゆん間かんだった。


「春蕾、春蕾落ちついて！　春蕾っ!?」


　少女の肩かたを抱いだいて抱だきしめても、まるで鉄のように全身強こわばって反応しない。見開いた目から止めどなくあふれる涙なみだが法衣を濡ぬらし、喉のどが掠れて悲鳴が悲鳴にならない姿でなお、黒髪の巫女は絶ぜつ叫きようを止めようとはしなかった。


『ユミィ』


「メイメル!?」


『どうしたのユミィ、この春蕾の悲鳴ただごとじゃないでしょう』


「え、ていうことはまさか──」


　春蕾の悲鳴が届いているのはわたしだけじゃない？　狂きよう乱らん状態になって念話の範はん囲いが際限なく広がっているということか。


『爛ランにも届いてるわ。おそらく塔とう全体に春蕾の悲鳴が聞こえてるはず。だから急いで報告なさい。いったい何が起きたか』


「え、えっと……」


　だけど何から言えばいい？　浮遊島ラグーンにいたはずのレオンが浮遊大陸オービエ・クレアに突とつ然ぜん現れて、レオンそっくりの相手と戦って……


『結論だけでいいわ。誰がどうなったのかだけ一言で言いなさい』


「…………レオンが、大けがを負って滝壺に落ちました」


『滝壺？　浮遊島ラグーンで？』


　滝ができるほど巨大な浮遊島ラグーンは滅めつ多たにない。この状じよう況きよう下かでなお、巫女の第二位メイメルは瞬時にその違い和わ感かんを察知していた。


「は、はい！　浮遊島ラグーンにいたはずのレオンが、春蕾が言うには急に浮遊大陸オービエ・クレアに現れたって。それで戦いを見張ってて……」


『浮遊大陸オービエ・クレアのどこ』


「春蕾が言うには自然区の東エリアだって」


「ご苦労さま」


　念話が消え、メイメルの声が真横から聞こえてきた。部屋の扉とびらが真横にスライドし、見み目め麗うるわしい長身の巫女が足早にリビングへと進んでくる。


「それだけわかれば十分よ。春蕾、聞こえてるかしら」


　放心状態で天てん井じようを見上げる同どう僚りよう。その頰ほおに白い手を伸のばし──


「春蕾、よく聞きなさい。いまからレオンの救助隊を送るわ」


「………………」


「レオンが死んだと決まったわけじゃないんでしょう？　アレが死ぬわけないじゃない」


「…………っ」


「いまあなたができることは、一刻も早く救助隊を送ること」


　両手で頰を包みこみ、春蕾の目を正面から見つめるメイメル。


「自然区を巡じゆん回かいしてる部隊パーテイで、レオンに一番近い場所にいる部隊に命令するわ。だから教えて。レオンはどこで戦ってたの」


「…………東……エリア、の……第八区画。渓谷があって……滝が」


　東エリアの第八区画。


　ミオ渓谷から生ビ態オ生ト育ー野プへ続く大河にそそぐ大瀑ばく布ふだろう。水量が多く流れも急な河だから、放っておけばどこまでも流されていってしまう。


「生ビ態オ生ト育ー野プまで流される前に救出しましょう。──爛、聞こえてるわね？　ミオ渓谷の崖がけ下した一帯に探たん索さく命令を出しなさい。遠視ができる術者をふくめ医い療りよう部隊と戦せん闘とう部隊、通信部隊を各四小隊。急ぎなさい」


「……よかった。ありがとうメイメル」


　ひとまず打てる手は打った。あとはレオンを、そして天結宮ソフイアの救助部隊を信じよう。


「さて、話を聞かせてもらえるかしら」


　春蕾の手を取って立ち上がらせ、そのままソファーへと運んでいくメイメル。


「遠視が妨害されたまでは報告を受けたわ。その続き。レオンがなぜ浮遊大陸オービエ・クレアに現れて、いったい誰と戦っていたのか」


「浮遊大陸オービエ・クレアに現れた理由は……わかりません。本当に突然現れた感じだったから」


「相手は異い篇へん卿きよう？」


「……たぶん」


「話を変えるわ。それで、残りのメンバーの状じよう況きようはまだわからないまま？」


　そう、それなのだ。


　なぜレオンだけが浮遊大陸オービエ・クレアに現れたのか。もしかしたらシェルティスやホルンだって浮遊島ラグーンから戻もどってきているかもしれない。


「…………探してみる」


　ソファーにもたれかかった恰かつ好こうで呟く春蕾。


「そうねー。無理はしないで、と言いたいところだけど今回ばかりは無理をお願いせざるをえない状況かしら。とりあえず遠視で浮遊大陸オービエ・クレアを探して──」


　メイメルが嘆たん息そくしかけた矢先。





『そ……れが、…………僕とユミ…………に何の関……って言うんだ……』


『そもそ、……が穢歌の庭エデン…………事実そのものが歪ゆが、め……られてい…………けです。あな……三年ま、…………に何が…………』





　──シェルティスの声だ。


　念話じゃない。これ、塔の拡声器スピーカーから聞こえてきてる？


「シェルティスが戻ってきた!?」


「違ちがうわ、塔の中からじゃない。この雑音ノイズの入り方から考えて……遠えん隔かく通信。浮遊大陸オービエ・クレアのどこか辺境の地よ」


　腕うで組ぐみした恰好でメイメルが拡声器スピーカーを睨にらみつける。


「何を目的で流してるか知らないけど、誰かが意図的に塔の通信機に会話を流し込んでるようね。わざわざ自分から？」


「…………」


　……息が……苦しい。


　胸の詰つまる圧あつ迫ぱく感かんに押され、ユミィは傍そばの壁かべによりかかって目を閉じた。


「…………」


　なんだろう、この感じ。シェルティスと一いつ緒しよに流れてきた声……高テ音ノ男ー声ルにしても高いこの声……わたし、聞き覚えがある気がする。


　だけど思いだせない。


　この声、わたしはどこで聞いたというの？





　　　　２





　土の匂においに混じる微かすかな血ち臭しゆう。


「…………さて」


　閉じていた目をうっすらと開ける。褐かつ色しよくに茂しげる大樹と褐色の大地。目の前には奇き怪かいな蔓つるが何本もゆらゆらと吊つり下がっていた。


　……この傷は厄やつ介かいだな。


　左ひだり脇わき腹ばらを貫かん通つうする弾だん痕こんを見やって、ホルンは苦々しく息を呑のみこんだ。


　鈍色ベルトマーの銃じゆう弾だんで撃うちぬかれた傷。消毒液で傷口を洗い流し、ガーゼを当てた上から包帯で幾いく重えにも巻き上げて止血。……しても、包帯がみるみる赤く滲にじんでいく。


　鈍色ベルトマーとの決着をつけて飛ひ空くう艇ていへ戻るのが先か。


　あるいは、出血多量で意識を失うのが先か。


「……心底嫌いやになるな」





〝不本意ではあるが長期戦に付き合ってやる〟





　強がりを言え。この傷を抱かかえて長期戦など自らの首を絞しめるだけ。


　……だが、あの場ではそう言うしかなかった。


　一刻も早く傷口を消毒して止血しなければ。よしんば鈍色ベルトマーとの銃じゆう撃げき戦せんに勝ったとしても、その後に力つきては意味がない。


「────」


　消毒液の入った瓶びんを放り、再び短機関銃サブマシンガンを握にぎりしめる。まだ握あく力りよくはある。唯ゆい一いつの懸け念ねんは痛みで銃の照準がズレることだが、それを気にしていては始まらない。


　……『鈍にび色いろ』のベルトマー。


　超ちよう音おん速そくの銃弾はもとより、あの射しや撃げき速度と精度。さしずめ銃の化け身しんか。


「…………」


　短機関銃サブマシンガンを握りしめる一方で、左脇わきのホルダーに収まった銀色の拳けん銃じゆうを一いち瞥べつ。


　銀の王ラステイハイト──発はつ砲ぽうと同時に十二の小しよう片へんに分ぶん裂れつする特とく殊しゆ弾だん。至し近きん距きよ離りでこれを放てば、さすがに鈍色ベルトマーといえど全弾撃うち落とすのは至難の業わざだろう。


「…………いや」


　この傷を抱えた状態で、アレが至近距離への接近を許すとは思えない。それに銀の王ラステイハイトとて拳銃だ、遠えん距きよ離り射しや撃げき用には出来ていない。


　狙ねらうとすれば──


「長ちよう距きよ離り射しや撃げき。俺に気づかれぬ遠距離からの狙そ撃げき……だろう？」


　低く押し殺した男の声は、真後ろから。


　──先に見つかった!?


「くっ！」


　激痛に耐たえながら上半身のバネだけで身体からだをねじる。地に腰こしをつけたまま上じよう腕わん筋きんだけで銃を持ち上げて照準を背後へ。


　相打ちの銃撃戦を覚かく悟ごで突つきつけた銃じゆう口こうの先に。


「……消えた？」


　灰色に塗と装そうされた銃を構える瘦そう軀くの男。の姿はどこにも見あたらなかった。


　──ばかな、どこに移動した。


　背後からの強きよう襲しゆうという圧あつ倒とう的てきに有利な場面だったはず、それをむざむざ放ほう棄きするほど甘い相手ではないはずだ。襲おそってこない、それが逆に不気味さを醸かもしだす。息の詰まる緊きん張ちようがじわじわと密林へと広がって……


　真横に近い茂みが、不自然なタイミングで揺ゆれた。


「そこかっ！」


「いや～～ん。やっ、ホルンちゃん待って待って！　ほら、味方よ味方！」


「……はっ？」


「だ、か、らぁ。もう、しょうがないなぁ」


　ガサガサと茂みが揺れ、まず目に映ったのは大人の背せ丈たけを上回る長大な金属鎗そう。そのすぐ後に、鮮あざやかな金きん髪ぱつの女性がひょっこりと顔を覗のぞかせた。


「……イシュタル？」


「そそ。あー怖こわかった、間ま違ちがって撃たれちゃうかと思った」


　大げさな身み振ぶりで溜ため息いきをつく彼女。


　……にわかには受け入れがたい事実だ。


　この女の任務は塔とうで待機していることだったはず。それがなぜ浮遊島ラグーンに。しかも自分の目の前に立っているのか


「……お前は、本当にイシュタル本人か？」


「ええぇ？　どうして疑うの？」


「本物がここにいるはずない。塔に残っているのが本人だとすれば、貴様いったい何者だ」


「────ならば試してみるか？」


　場に満ちる空気が、一いつ瞬しゆんにして凍いてついた。


「私がイシュタルでないというのなら、ここで一戦交えるか？　嫌でもわかる」


「…………」


　底知れぬ威い圧あつ感かんをまとわせて佇たたずむ鎗やり使い。その不敵な笑みをたたえた双そう眸ぼうを真正面からにらみ返して──


「……まあいい」


　軽く息を吐はき、ホルンは自ら銃を下げた。


「さっすがホルンちゃん、わかってくれたのね。イシュタル嬉うれしいなー」


「……その変へん貌ぼうぶりが他人にそうそう真ま似ねできるとは思えないからな」


　身をくねらせて歓かん声せいを上げる当人を前に、ホルンは今度こそ心の底から溜息をついた。


「事情を簡潔に話してもらう」


「イシュタルがここにいる理由？　まー、言っちゃうとメイメル様の指示だから」


「巫み女この？」


　ばかな。塔で待機するようイシュタルに告げた当人こそメイメルではないか。


「敵を騙だますにはまず味方からってね」


　ぽいっ、と無造作に替かえの包帯を放り投げてくる彼女。


「イシュタルは昨日のうちに飛空艇の貨物室に乗りこんでたの。皆みんなにソレを告げなかった理由は、万が一にでも塔に第三機関の工作員が紛まぎれこんでいた時の対策。塔の誰だれが工作員であってもこれならばれないでしょ？」


　塔に残ると思わせて、実は別働隊のホルンの後を追っていた。


　それを命じた巫女メイメルとイシュタル本人しか知らない情報だ、工作員が紛れていても察知しようがない。


「それで、工作員とやらは？」


「杞き憂ゆうだったみたい。──でも成果はあったみたいで何より」


　くすっと子供じみた笑みを浮うかべ、イシュタルの視線がホルンの腹部を凝ぎよう視しする。


「らしくもない、苦戦してたみたいじゃない？」


「……趣しゆ味みが悪いな」


　ようやく合点がいった。自分の背後を取った鈍色ベルトマーが襲しゆう撃げきする前に、この鎗使いがさらにその背後から強襲したのだろう。


「鈍色ベルトマーは」


「どっか行ったよ。『十分な時間だ』とか言ってたから戻もどってこないと思うけど」


「……舐なめられたものだ」


　血の塊かたまりを吐き捨て、木の幹に手をかける。痛みと出血で朦もう朧ろうとする意識を叱しつ咤たし、全身を震ふるわせながらもホルンは立ち上がった。


　……十分な時間？


　……最初から足止め程度のつもりだったというわけか。


「ま、そんなに自分を卑ひ下げする必要もないだろうけどねー」


「何がだ」


「鈍色ベルトマーって言うの？　イシュタルが背後を取った時、結構な距離まで近づいても普ふ通つうに気づいてなかったからね。向こうは向こうでホルンちゃん相手に集中せざるをえなかったんだと思うし」


「……下らない」


　手をさしのべようとするイシュタルを目で制し、歩きだす。


「お前の通信機は？」


「壊こわれちゃった」


「なんだ、そっちも襲撃を受けたんじゃないか。異い篇へん卿きようは？」


「いや……異篇卿というか何と言いますか。壊れたのは昨日だったのよねぇ。可愛かわいい妹の仕し業わざだから許してあげたいわけで」


　珍めずらしく困ったような表情ではぐらかす当人。


「ホルンちゃんは拠きよ点てんの場所までわかってる？」


「そこまでは本隊から連れん絡らくを受けている。ここから歩いても三十分とかからない。……言っておくが私を置いて行くというのは無しだ」


「はいはい」


　天を仰あおぐイシュタルは苦笑を隠かくしもしなかった。


「それじゃあ──」


『ホルンさん！』


　イシュタルの声を搔かき消して、脳裏に直接響ひびいたのは巫女の声だった。


「ユミィ・エル・スフレニクトールか。どうした、さっきまで念話が途と絶だえていたから何かあったのかと思っていたが」


『それは……あ、後で話します！　いまはそれよりシェルティスを……本隊とはもう合流しましたか!?』


「今から向かうところだ。いったい何があった」


『お願い……早く本隊と合流してシェルティスと連絡をとって。シェルティスを……止めて。早く止めないと取り返しのつかないことに────』





　　　　３





　そして、時は一時間ほど前に遡さかのぼる。





　緑の大地に吹ふきこむ薫くん風ぷう。


「────」


　風になびく上着を手で押さえ、シェルティスはあたりを見回した。


「ここは」


　見み渡わたすかぎり草色の大おお海うな原ばら。ゆるやかな丘きゆう陵りようが続く草原に、はるか彼方かなたには濃のう緑りよく色しよくの樹海が連なっている景色が望めた。


「見覚えありませんか」


「……『黄金』のマハが、幽ゆう幻げん種しゆの入った水すい槽そうを守ってた場所に似てる」


「そのとおり」


　さくっ。針のように細い双そう剣けんを大地に突き立ててイグニドが拍はく手しゆ。


「一つ付け加えますと、あなたが黄マ金ハさんと戦った場所そのままですよ。ほら、あの奥を見てください。あの丘おかだけ草が剝はがれて土が見えているでしょう？」


「…………」


　イグニドの指さす大地が、まるで爆ばく発はつでも起きたかのように抉えぐれていた。巨きよ大だいな岩がん盤ばんがいくつも地上に突きだした光景も見覚えがある。


　──どういうことだ？


　浮遊大陸オービエ・クレアから遠く離はなれた浮遊島ラグーンにいたはずなのに、気づけば浮遊大陸オービエ・クレアの自然区に戻ってきていたなんて。


「……イグニド」


「ええ、もちろん私の仕業ですよ。沁しん力りよく術式とはまた違ちがった法則で成り立つ力……もっと正確に言えば、幽幻種のいない世界で進化した沁力術式と言いましょうか」


　幽幻種のいない世界？


「そんなものが」


「幽幻種は世界に遍あまねく存在すると思っていましたか。そんなことはありません、たとえば穢歌の庭エデンにだって幽幻種の存在しない場所がある」


「……信じられない」


　猛もう毒どくの障気に覆おおわれた黒の世界。


　何万、何十万体と存在する幽幻種にあふれかえった場所こそが穢歌の庭エデンだと思っている。それは、浮遊大陸オービエ・クレアの誰もがそう信じているであろう常識だ。


「おやおや、らしくない」


　黒帽ぼう子しの下、その端たん整せいな顔立ちが笑みを浮かべたのが伝わってきた。


「穢歌の庭エデンに堕おちた貴方あなたなら納なつ得とくしてくれるはずですよ？」


「……やっぱりお前だったのか」


　天結宮ソフイアのあらゆる端たん末まつに接せつ触しよくし、人の形をした幽幻種が潜ひそんでいるという情報を流して塔を困こん惑わくさせた主犯。


「ああ、塔へのメッセージの件ですか。ちゃんと伝わったんですね、良かったぁ」


「ふざけるなっ！」


　しん、と静まりかえる大地。


「なんで……なんであんな姑こ息そくな真似をしたんだ」


「噓うそつき。もっと訊ききたいことがあるくせに」


「っ！」


「我が慢まんしないでいいですよ、本当はもっと訊きたいことがあるはず。たとえば、そう……『なぜお前は、僕が穢歌の庭エデンに堕ちたことを知ってるんだ!?』とか」


　チャリッ。


　引き抜ぬいた双剣の先せん端たんを擦こすり合わせ、そして。


「ねえ、シェルティス！」


「……っ！」


　身をコマのごとく回転させて切り上げる一いち撃げきをかわすや、対ついの剣を斜ななめから打ち下ろす異篇卿。その剣を弾はじき返してなおイグニドの動きは止まらない。防がれるのをあらかじめ悟さとっていたように衝しよう撃げきを受け流し、大地を蹴けって瞬しゆん時じに迫せまってくる。


　……速い!?


　……いや、それ以上に……なんだこの動き。まるで。


「さすが、心は動どう揺ようしてるのに身体からだはちゃんと反応してる」


　地を舐めるほどに身を屈かがめた姿勢から一気に浮ふ上じようする黒い影かげ。と思いきや、瞬まばたきする間もなく死角へ隠れ、旋せん風ぷうさながらの勢いで剣を横一直線に薙なぐ連れん携けい。
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　──弾いてもかわしても、その場ですぐ次の連携に移られる。


　──無理やりにでも動きを止めないと。


「お？」


「弾き返すのはやめだ」


　空白イグニドの剣を真正面から受けとめる。剣の刀身と刀身が擦すれて甲かん高だかい悲鳴を上げるなか、二対四本の剣を挟はさんでシェルティスは空白イグニドとにらみ合った。


「大したものです。でも読みやすかったんじゃないですか、私の動き」


「……なぜそう思う」


「だって、これは三年前までのあなたの動きだもの。その再現ですよ」


　え？


「っ、とと。さすがに腕わん力りよくは勝負になりませんね。私ってば見てのとおり非力なので」


　苦笑の吐と息いきとともにイグニドが自ら剣を引いて距離をとる。


　……どうなってる。


　……確かに空白イグニドの動きは、ものすごく察知しやすかった。


　来る、と思ったタイミングそのままに攻こう撃げきが来たのはもちろん、今の流れるような連携に対しても自然に身体が動いたのは事実だ。


「狐きつねにつままれたような表情ですね？　でもこれくらい、ミクヴァの緋ひ眼がんに接触すれば容易に知り得てしまう情報です。大したことじゃない」


　自分が穢歌の庭エデンに堕ちたこと。三年前の自分の剣けん技ぎ。なるほど、その気があれば調べるのは容易たやすい情報ではある。だがなぜ自分の情報をそこまで──


「あ、勘かん違ちがいさせそうなので一つ訂てい正せい。私が言った『緋眼』で入手できる情報というのは、双剣使いとしてのあなたの情報だけです。あなたが穢歌の庭エデンに堕ちた事実は『緋眼』によっても取りだすことはできません」


「……え？」


「記録されていないのですよ、あなたが穢歌の庭エデンに堕ちたという事実はね」


　ミクヴァの緋眼。


　統政庁が有する秘宝であり、領域系の沁力術式を利用して世界のありとあらゆる事象を記録し続ける巨大沁力システム。確かにそう聞いていたはずなのに？


「さてここで問題。あなたが穢歌の庭エデンに堕ちたという事実、だけどミクヴァの緋眼がソレを記録していない。この場合に真実はどちらでしょうね？　シェルティスという少年は穢歌の庭エデンに堕ちた？　それとも堕ちてない？」


「……僕自身が証人じゃいけないのか」


　この身体に巣くう魔ま笛てきこそが事実。ユミィと触ふれることも許されず、沁力術式でダメージを受けてしまうこの身体。穢歌の庭エデンに堕ちた何よりの証あかし。


　──パチ、パチパチ。


「素す晴ばらしい。そう、そのとおり。その答えを聞きたかった」


　空白イグニドの拍手が草色の海うな原ばらを伝っていく。


「でもねシェルティス。よく思いだして？　あなたはどうやって穢歌の庭エデンに堕ちました。もっと具体的に訊くとすれば、穢歌の庭エデンに堕ちる直前まであなたは何をしてました？」


「そんなの……塔とうで散々訊かれたよ」


　だけど答えられなかった。記き憶おくがない。穢歌の庭エデンに堕ちる直前までの記憶から、浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどってくるまでの記憶がぽっかり抜けてしまっていたからだ。


「そう、そこに今の矛む盾じゆんの手がかりがあるんですよ。あなたが穢歌の庭エデンに堕ちた事実を、ミクヴァの緋眼が記録していないという矛盾のね」


　草原に吹きこむ風。


　黒帽子の下の淡あわい金きん髪ぱつをゆらしながら、その異篇卿は両手を広げた。





「シェルティス・マグナ・イール──


　あなたは穢歌の庭エデンに落下すべき者ではなかった。


　あなたが穢歌の庭エデンに堕ちたことそのものが、世界にとって想定外の事象だったのですよ」





　優しく優しく、我が子に語りかけるように伝わっていく言葉。


　草原を越こえ、自然区の領域を越え、浮遊大陸オービエ・クレアすら越えて、その言の葉は世界の果てまで森々と沁しみていった。
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「…………」


「どうした、また珍めずらしいものでも見つけたか。今度は空飛ぶトカゲでも見たか？」


「ううんー」


　からかうように言ってくるツァリに首を振ふり、エリエは自分たちの歩いてきた通路へとふり返った。


「ただ、あんまり楽に来ちゃったなぁって」


「自動徘徊型スタンドアロンの機兵はたんまりといたが？」


「あ、そういう意味じゃないの……えーと、すれ違いしちゃったかもって意味で」


　曲がり角こそあるが道自体は一本道。結構な距きよ離りを歩いてきたと思うけど、まだシェルティスをはじめ誰だれ一人ひとり知り合いと出会っていないのだ。


「ほら、一度だけ分ぶん岐きがあったでしょ。右と左に分かれてて、右側に大おっきな機械兵がドンて転がってたやつ」


「ああ、だいぶ前の話だな」


「うーん……あの時に左を選んだのが良くなかったのかな。でっかいのが邪じや魔まで通りにくそうだったから右の道は避さけたんだけど。どうしよう」


　これだけ進んでも会えないのだ。この先に部屋があったとしても、そこにシェルティスたちが全員集まってる可能性は低い気がする。


「私はエリ姉の護衛だからな。エリ姉の行きたい場所に従うさ」


　こちらの頭の上に手をのせてツァリが頷うなずく。


「ただし時間が惜おしい。引き返すなら即そつ決けつだ」


「うーん、じゃあ引き返──」


　ツァリの手を取って方向転てん換かんしようとした矢先。


『あぁ！　お姉ちゃん、待って待って！』


『せっかくなんだから遊びに来て。ボクらずっと待ってたのに……』


「へ？」


　ヘッドホンで音楽を聴きくような、頭の中に直接こだまする二つの声。無む邪じや気きで幼いこの声は……いったい誰のもの？


『あとちょっとだから頑がん張ばって！』


『この先十メートルの角を曲がってすぐだから！』


　ふむ、どうしよう。


　シェルティスたちではなさそうなので無視するのも一案。けれど、もしかしたら行き先を知ってるかもしれない。何よりせっかく『おいで』と言ってくれてるわけだし、それを断るのも憚はばかられる。


「いいよー、じゃあ行く行く。そんなわけでツァリさん、向こうの角だって」


「引き返す予定をさらに変へん更こうか」


　苦笑する護衛の手を取って歩きだす。双ふた子ごらしき声が言ったとおり、たしかにすぐ目の前に曲がり角が一つ。そこから少し強めの明かりが漏もれているのも見て取れた。


　……ええと、これを曲がってすぐだっけ。


　巨きよ大だいな両開きの扉とびら。


　真っ赤に塗と装そうされた金属製の扉は、見上げるだけでふしぎな威い圧あつ感かんに襲おそわれた。


「……でかい扉。ていうか閉まってるし」


「さてさて双子のお子様たち。無理やり開けていいならお姉さんがこじ開けてしまうが、いかがかな？」


　愉ゆ快かいそうな顔つきでツァリが片目をつむってみせる。


『あー、暴力は反対だよ。そういうのって良くないよ』


『うん、良くないね。いま開けるからちょっと待って』


　待つこと数秒。


　真っ赤な扉の壁へき面めんが、蒼あお色と碧みどり色に煌きらめく二色の光の粒つぶにつつまれていく。


「おぉっ綺き麗れい」


「蒼は結界系の沁力、碧は領域系の沁力。ちなみに赤の塗装は洗礼系の沁力をイメージしたものだろうな。いずれも幽ゆう幻げん種しゆを相手するのに必ひつ須すとなる術式だ」


　耳のあたりの黒くろ髪かみを梳くしけずりつつ、ツァリ。


　そして──


『ようこそお姉ちゃん、お姉さん』


『我らが異篇卿の拠きよ点てん。ボクら二人が案内してあげる』


　開いた扉の向こうに広がる巨大な実験室。


　そこに、溶よう液えきに満たされた水すい槽そうに沈しずむ双子の姿があった。


『ボクはノイエ。蒼色の水の水槽に入ってる方で、ノエシスの弟』


『ボクはノエシス。碧色の水の水槽に入ってる方で、ノイエの姉』


　それぞれの水槽に沈み目を瞑つぶったままの双子。髪の色は……水槽の溶液の色でわからないが、身長はユトより少し高いくらいだろう。歳としにして十歳前後か。


「おおっ、これはまたご丁てい寧ねいに。あたしはねー、エリエっていうの。こっちの背が高いお姉さんはツァリさんていうんだよ」


『知ってるよ。エリ姉、ツァリさんて呼びあってたもの』


『エリ姉。うん、素敵な呼び名だね。ボクたちもそう呼んでいい？』


「いいよいいよー……って、ツァリさん？」


　ふと真横を見ると、心なしか彼女の方が頰ほおを膨ふくらませているような。


「……別に、拗すねてなんかないぞ」


「うん？」


「……もぉ…………エリ姉をエリ姉と呼んでいいのは…………ユトだけなのに…………」


「ツァリさんてば何か言った？」


「いや、それより──」


　何事もなかったかのように本人が咳せき払ばらい。


「エリ姉、この双子にさっそく訊きくことがあったんじゃないか？」


「あ、そうそう！　ねえねえ、あたしシェルティスっていうの探してるんだけど知らない？　この施し設せつのどこかにいると思うんだけど」


『シェルティス。ああ、イグニドが大好きなお兄さんだ。うーん……この拠点にはいないかもしれない。たぶんこの浮遊島ラグーンから出ていったと思うよ』


『うん、出ていったね。たぶん浮遊大陸オービエ・クレアに戻ってると思う』


「浮遊大陸オービエ・クレア……って、あの浮遊大陸オービエ・クレア？」


　天結宮ソフイアのそびえる大陸を頭に思おもい浮うかべ、エリエはぽかんと首をかしげた。


　飛ひ空くう艇ていで何時間とかかる距離にあるはずなのに、いつの間に。


「ていうか、シェルティスって先に一人で帰っちゃったってこと？」


『ううんイグニドが一いつ緒しよだよ』


『うん、一緒だね。二人きりで話がしたいって言ってたから、たぶんイグニドの不思議な術式で浮遊大陸オービエ・クレアに移動したと思う。あとアルマデルも姿がないね』


『エリ姉はレオンていうお兄さん知ってる？　その人も拠点にはいないよ』


「……うげ、なんてこったぁ」


　思わず悲鳴。せっかく勇気を出して来たというのに、肝かん心じんのシェルティスもレオンもいないのでは意味がない。


「待って待って、じゃあ確認。どういう方法か知らないけどシェルティスとレオンは浮遊大陸オービエ・クレアに戻ってるわけね。浮遊島ここに残ってるのはあたしとツァリさん、ユトと……」


『統政庁のお役人さん二人と、目を眼帯で覆おおったお姉さん』


『あと途と中ちゆうから鎗やり使いのお姉さんも来たみたい』


「ふむふむ。鎗使いのお姉さん……てよくわかんないけど、まあいいや。ねえツァリさん、そしたらどうしよっか」


「頃ころ合あいを見て撤てつ収しゆうしていいんじゃないか？」


　室内を見回す彼女の方はあっけらかんとした表情だ。


「その双子の言うとおり、シェル兄とレオンが浮遊島ここにいないのは私も確認済みだ」


「シェル兄？」


「……言い間ま違ちがえた。…………こほん。ただ、戻もどる前にここでもう少し話を聞いておきたいところだな。こんな辺へん鄙ぴな島に穴蔵みたいな施設を造って単なる隠いん遁とん生活というわけでもないだろう？」


　すたすたと双子の水槽に歩みよっていくツァリ。


「お前たちのいう『重界計画』」


『あれれ？　ソレ知ってるんだ。なら話してもいいのかな』


『うん、いいと思うね。ボクらが話しちゃだめって言われてるのは天結宮ソフイアと統政庁の人限定だもん。エリ姉は違ちがうっぽいし、ツァリお姉さんは最初から知ってるみたいだから』


　重界計画。


　なんだろう、全然聞いたことないけれど。


『ほらノイエ、エリ姉がわからなくて困ってるよ』


『うん、困ってるね。──じゃあ説明より先にこっちを見せちゃおう。とっておきの本ほん邦ぽう初公開、エリ姉だけの特別だよ？』


　くすくす、くすくすくす……


　水すい泡ほうの弾はじける音と一緒に響ひびく双子の声。直後、ゴオッ、と何かが起動する物々しい機械音がフロアにこだました。


「壁かべがっ!?」


　双子の水槽が設置されたすぐ後ろの壁が沈んでいき、壁の後ろにまた別の空間スペースが徐じよ々じよにあらわになっていく。


「エリ姉、少し下がるといい。近くで見ると衝しよう撃げきが大きい」


「どういう意味？」


　護衛に手を摑つかまれてそのまま部屋の壁かべ際ぎわまで後退。その間にも壁が下がっていき、そこに生まれた薄うす暗ぐらい空間。そこには小さな水槽がたった一つ、ぽつんと寂さびしそうに設置されているだけだ。


『これが『重界計画』の始まり』


『始まりで、そして計画の最重要点』


　薄暗い空間に明かりが点る。照明に照らされて水槽の中身もハッキリと────


「っ！……っ…………あ…………っあれ…………」


　声が掠かすれて言葉が出ない。遠目にしか見ていないけど、あの濃こ紫むらさき色いろの獣けものは……


　現れた三番目の水槽。


　幽幻種の培ばい養ようされた水槽を直視し、エリエは言葉を失った。





　　　　４





「あなたは穢歌の庭エデンに堕おちるべき者ではなかった。穢歌の庭エデンの求める適格者ではなかったのですよ」


「……意味がわからない」


「もちろん、そう言うと思ったので別の説明も用意しています」


　手にはめた手て袋ぶくろの皺しわを几き帳ちよう面めんに伸のばすや、空白イグニドが足あし下もとの地面を指さした。


「穢歌の庭エデン────時折、事故で堕ちる者もいますが、私が言うのはそういった者ではありません。あくまで穢歌の庭エデンが自ら選び、そして招こうとした適格者です」


「適格者？」


「ええ、聞き覚えがあると思いますよ。『ミクヴァの緋ひ眼がん』を起動できる人間に対しても同じ適格者という言葉を使いますから。この場合は穢歌の庭エデン……正確には穢歌の庭エデンの深く深くに眠ねむる存在が選んだ者をそう呼ぶというだけです」


　一いつ拍ぱく。


　呼吸か余よ韻いんか、どちらともつかぬ間を開けて空白イグニドが続ける。


「禁断水すい晶しようが選んだ者のことを、ね」


「っ！　あれが……？」


「はい。いまここで禁断水晶について詳くわしく語る気はありませんが、アレは一言で言うなれば氷結鏡界の核コアのような存在です。自ら穢歌の庭エデンの奥深くに潜もぐって穢歌の庭エデンを封ふう印いんする存在。それが禁断水晶と思っていただければいい」


　……僕の見まちがえじゃなかったんだ。


　レオンと共に向かった浮遊島ラグーンの地下施設で、映像に映されていた少女の姿。自分に向かって語りかけてきた彼女こそ────


「いや……だけど、その禁断水晶が……誰だれかを招いたって」


　穢歌の庭エデンの奥深くにいる禁断水晶の求めた者が穢歌の庭エデンに堕ちる。だけど、実際に堕ちた自分は適格者ではなかった？


「適格者の名前、知りたいですか？」


「……言う気がないなら」


「ふふっ、冗じよう談だんですよ。ただ意地悪してみたかっただけ」


　邪じや気きならぬ稚ち気き。悪意を感じさせぬ子供っぽい口ぶりで異い篇へん卿きようは先を続けた。


「適格者の名はユミィ。ユミィ・エル・スフレニクトール」


「──なっ!?」


「そう。彼女こそ禁断水晶が選んだ適格者。千年前の最後の適格者である紗砂シヤサ・エンデンス・凜リン・ケールの後こう継けい者しやとして、禁断水晶の力を受けるはずだった者。だけど、それには禁断水晶に直接接せつ触しよくすることが条件。そのためには一度、アレの待つ穢歌の庭エデンに堕ちる必要がありました」


「…………」


「すぐには信じられないという表情ですね」


「信じろって方が無理に決まってる。だってユミィがその適格者だというなら、今ごろユミィが穢歌の庭エデンに堕ちてるはずなんじゃないのか？」


「ええ、そうです。……シェルティス、本当に全部忘れてしまったのですね」


　寂しく、そして悲しく沁しみていく空白イグニドの呟つぶやき。




「シェルティス、思いだして。


　天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕ちてしまったのですよ」




　──ピシッ。


　その瞬しゆん間かん、自分の胸の深い深い場所で何かが音を立ててひび割れた。


「三年前……巫み女こ見習いである少女がたどり着いた『ある場所』で、禁断水晶の予定していた転落により少女は穢歌の庭エデンに堕ちるはずだった。禁断水晶に触ふれて力を宿し、再び浮遊大陸オービエ・クレアへと浮ふ上じようすることを約束されて」


「…………」


「堕ちていく少女。全すべては禁断水晶の予定どおりに。しかし……ここで意図せぬ事象が発生しました。巫女見習いの少女が『ある場所』にたどり着いた時、こっそりその後ろをつけていた少年がいたのです。少女のことが心配でついてきた幼なじみの少年がね」


　それは遠い忘ぼう却きやくの記き憶おく。


　けれど少しずつ、少しずつ……大地を覆っていた雪が溶とけていくように、『あの時』の出来事が映像となって想起フラツシユバツクしていって。


『穢歌の庭エデンに堕ちて禁断水晶に接触する──けれど当事者である少女すら知らない事実を、単なる幼なじみにすぎない少年が知るべくもない。少女の転落していく様子は、よくある穢歌の庭エデンへの落下事故と何一つ変わらないものでした。次に少年が起こした行動は……今さら語る必要もないでしょう」





　少年は、穢歌の庭エデンに落下していく少女を助けるために自ら穢歌の庭エデンに身を投げだした。





「……それが、僕とユミィだって言うのか」


　イグニドは答えない。


　ただその口元の寂さみしげな微び笑しようだけが、何より明確に真実を語っていた。


「穢歌の庭エデンに飛びこんだ少年は魔ま笛てきに冒おかされながらも、転落していく少女の手を取って……結果、彼女を『上』へ救いだすことに成功しました。けれど少年に、自分が帰き還かんするだけの力は残っていなかった。それが三年前、誰も覚えていない真実です」


　少女は浮遊大陸オービエ・クレアに残り。


　力つきた少年は、穢歌の庭エデンへと堕ちていった。


「統政庁の聖せい廊ろうで、私はあなたにこう言いました。ミクヴァの緋眼とは、その原型オリジナルである禁断水晶の模造品レプリカであると。ミクヴァの緋眼が記録するものは、全て禁断水晶もまた記憶しています。しかし模造品レプリカであるため、この世界に生じた現象は記録できても穢歌の庭エデンに生じた現象までは記録できない。となれば、わかりますか？」


　禁断水晶の想定していた『ユミィ・エル・スフレニクトールが穢歌の庭エデンへ転落』という事象は消しよう滅めつし、あるはずのない『シェルティス・マグナ・イールが穢歌の庭エデンへ転落』という事象が発生した。


　穢歌の庭エデンの最深部にいる禁断水晶は、落下してくる少年を見てその事象を感知。一方で、統政庁に設置されていたミクヴァの緋眼はその記録が適かなわなかったというわけだ。


「ねじれた世界の記憶。穢歌の庭エデンに堕ちた少年が実在するにもかかわらず、世界の事象を記録するはずのミクヴァの緋眼がそれを知らない。その矛む盾じゆんを埋うめるため、禁断水晶は一つの策を施ほどこしました」


「策……」


「『天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであるシェルティスは、生ビ態オ生ト育ー野プでの巡じゆん回かい中に浮遊大陸オービエ・クレアの端はしから穢歌の庭エデンに落下した』、という虚構でつちあげの事実を『緋眼』に記録させ、それを世界の史実としたのです」


「──っ！　それは…………それが偽にせ物もの？」


　ユミィやレオン、何よりシェルティス自身が覚えている記憶そのものだ。自分は生ビ態オ生ト育ー野プの巡回中に穢歌の庭エデンに落下した────誰もがそう覚えているはず。


　……信じられない。


　……たしかに……僕自身おぼろげな記憶でしかないけど。


「でも、本当はそんな必要ないはずだろ!?　僕が穢歌の庭エデンに堕ちたっていうのが事実なら、そのままミクヴァの緋眼に記録させればいいじゃないか！」


「当然の疑問だと思います。そしてもちろん、禁断水晶がミクヴァの緋眼に働きかけて偽の情報を世界に広めたのは理由がある」


　帽ぼう子しの縁ふちを手で押さえたまま空白イグニドの言葉は揺ゆるがない。


「場所ですよ、場所。さっき私は、幼なじみの二人がたどり着いた『ある場所』と曖あい昧まいな表現を使いました。要は、あなたが穢歌の庭エデンに堕ちた場所が問題だった」


「……生ビ態オ生ト育ー野プじゃないって言いたいのか」


「どこだと思います？」


　生ビ態オ生ト育ー野プから穢歌の庭エデンに落下したというのが事実でないとするならば、自分が堕ちた場所は生ビ態オ生ト育ー野プではないということだ。


　しかし容易には思い浮うかばない。たとえば浮遊島ラグーンのどこか？


「あなたもよく知ってる場所ですよ。ほら、ここからじゃ見えないけれど」


　漆しつ黒こくの異篇卿が、虚こ空くうのはるか向こうを指さした。


　自然区から遠く離はなれた居住区に向けて。





「天結宮ソフイアですよ。


　あの塔とうの最上階から、あなたとユミィは穢歌の庭エデンに転落したんです」





　その言葉は、もはや自分の理解範はん囲いを超こえていた。


「……ソ……フィア？」


「今度こそ呆あつ気けにとられて言葉も出ないという表か情おですね？　わからないなら塔の最上階を思いだしてください。天結宮ソフイアでは塔の最上階を何と呼びますか？」


　塔の最上階は２９１階。


『楽園』と呼ばれる部屋で、皇おう姫ひと巫女が氷結鏡界の祈いのりを結ぶと聞いている。


「天結宮ソフイアの階層がいくつあるかご存じですね」


「……２９１階。当たり前だ」


「そう。しかし疑問に思いませんか？　２９１階だなんて数字、いくらなんでもキリが悪すぎる。天結宮ソフイアほど巨きよ大だいな建造物なら、全ぜん貌ぼうを把は握あくするために塔の構造は極力単純化した方がいいと思うのが常識でしょう。たとえば……そうですね、あと九フロア足して３００階ならどうです？　非常に数字が綺き麗れいに落ちつくと思いませんか」


「……そんな仮定の話をされたって」


　塔の階層が一風変わっているのは浮遊大陸オービエ・クレアの人間なら誰だれでも知っていることだ。けれど、いまさらその設計に文句を言っても仕方ない。


「ああ、そうそう。九フロアといえば──」


　帽子の下、かたちの良い唇くちびるがきゅっとつり上がった。


「穢歌の庭がちょうど第九鏡面までありました」


「……っ!?」


　どこか、ずっとずっと昔の記憶──





〝ようこそ。穢歌の庭エデンに堕おち、そして浮遊大陸オービエ・クレアへと昇のぼり帰った者よ。千年、凍いてついた楽園がお前を待っていた〟


〝わたしが聞きたいのはただ一つだけ。お前は穢歌の庭エデンの何層まで堕ちた？　第五鏡面か、第六鏡面か。それとも、最深部に流れる『あの歌』を聴きくことができたのか？〟





　……降りしきる雨の音、僕は覚えてる。


　……かすんだ視界のなかで手をさしのべてくれた女ひ性とがいた。


「天結宮ソフイアの２９１階と穢歌の庭エデンの第九鏡面、合わせてちょうど３００階層。これなら一つの塔として綺麗な構造と言えるでしょう。だとしたら、最初からそうなるように設計されたと考えた方が自然ではないですか？」


「……何が言いたい」


「鏡なんですよ。天結宮ソフイアと穢歌の庭エデン。もっといえば浮遊大陸オービエ・クレアと穢歌の庭エデンは、氷結鏡界という一つの鏡に映った上下逆さまの世界そのものなんです」


　両手をいっぱいに広げて異い篇へん卿きようが天を仰あおぐ。


　その姿はさながら、蒼色の天上を抱だきしめるように。


「鏡に映った逆さまの世界だから、一番上が一番下で一番下が一番上──もうわかりますね？　天結宮ソフイアの最上階こそが穢歌の庭エデンの最さい奥おうそのもの。塔の２９１階、『楽園』と呼ばれるあのフロアの奥にはさらに、穢歌の庭エデンへと続く不可視の扉とびらがある。そして……」


「……僕とユミィは、そこから穢歌の庭エデンに堕ちた」


「はい。それならば氷結鏡界の祈りを最上階で行う理由もわかるでしょう？　皇姫と巫女は常に、穢歌の庭エデンにもっとも近い場所で結界を展開しているのですよ。もっとも近い場所で結界を張る方が、当然その効力も高いのだから」


　…………知らなかった。


　いや、誰も知るまい。塔の錬護士や教官、おそらくは千せん年ねん獅しすら知るよしもないだろう。塔の皇姫と巫女だけに伝わる、氷結鏡界の術式の最重要機密のはず。


「ああ、ちなみにコレ巫女も知りませんよ。塔と穢歌の庭エデンがつながってるなんて」


「……巫女も知らないのか」


「知っているのは三人。いずれも千年前に禁断水すい晶しようと接せつ触しよくした者たちだけ。その内訳は男が一人、女が二人」


「お前がその一人だっていうのか？」


「いえ、私はそんな大層な人間じゃありません。私は例外」


　そう告げる異篇卿の口調に変化があった。


　超ちよう常じようがかった知識を有しておきながらそれを誇ほこるわけでもなく、むしろそれを恥はずべきことのように、口元を引き締しめて帽子を目ま深ぶかにかぶり直してみせる。


「いずれにせよ、もうおわかりですね？」


「禁断水晶がミクヴァの緋ひ眼がんに働きかけた理由が、これ……」


「ええ。さすがに慌あわてたといったところでしょう」


　塔の最上部に穢歌の庭エデンにつながる扉があり、そこで氷結鏡界の祈りが結ばれている。


　浮遊大陸オービエ・クレアの大衆が知れば大おお騒さわぎになるが、それはまだ許容範囲。問題なのは幽ゆう幻げん種しゆだ、あの怪かい物ぶつたちに氷結鏡界の秘密が知られてしまえば、それが原因で結界に新たな弱点が見つかってしまうかもしれない。


「そしてあなたが穢歌の庭エデンに堕ちた真相は知られることなく、穢歌の庭エデンに堕ちたことで魔笛を宿したという結果だけが世界に残ったというわけです」


　すっ──空白イグニドの指先がこちらを一直線に指ししめした。


「あなたが穢歌の庭エデンに堕ちて生き残った理由もそれです。禁断水晶の力を与あたえられるはずだったユミィに代わって穢歌の庭エデンに堕ちたことで、『再び浮遊大陸オービエ・クレアに帰還する』という禁断水晶の加護が与えられていたから。しかし適格者でないあなたに禁断水晶は力を与えることができず、浮遊大陸オービエ・クレアに浮ふ上じようするまでに時間を要したわけです」


　それが一年間。


　……どうりで穢歌の庭エデンにいる間の記き憶おくがないわけだ。


　穢歌の庭エデンに沈しずんでいる間はミクヴァの緋眼も記録対象外。禁断水晶の働きかけによって、『生ビ態オ生ト育ー野プから転落した』という埋め合わせの記憶に隠かくされていたから。


「いかがです？」


「……まだ、何を信じていいのかわからないけど」


　だけどわかる。この異篇卿は噓うそをついてない。いままで聞いてきた全すべての話は紛まぎれもなく真実なのだと感じる。


「お前の言うことは、噓じゃ……ないと思う」


「それはよかった」


　口元に笑みを浮かべて、そして。


「何も知らないままより、あなたには全てを知って絶望してほしいですからね」


　漆黒の異篇卿は、心の底から楽しげに宣言した。


「…………っ！」


「おっと、そんな慌てないでください。私が説明したのは全て真実ですよ。本当に何の脚きやく色しよくも入っていません」


　反射的に身構えるのを牽けん制せいするかのように空白イグニドが片手をあげる。


「僕だって……お前がただ説明してくれるだけだなんて思ってない。いい加減、なにが目的か言ってみろ！」


　今までの話を聞いてもなお空白イグニドの目的が摑つかめない。


　陽動か時じ間かん稼かせぎ？　しかし、こんな草原の果てで時間稼ぎに意味があるとは思えない。陽動が目的にしても話し方が素直すぎる。


「いずれわかりますよ。ええ……もうじき……すぐにわかる」


　地に突つき刺さした双剣を引きぬく異篇卿。その針のような刀身には一片の土も付着していなかった。


「でも今は、もう少し二人きりの時間を楽しみましょう」
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　まぶしい照明が頭上から照らす部屋。


　足あし下もとには何本ものケーブルが乱雑に這はい回り、黒一色に塗と装そうされた大小様々な機器へとつながれている。


　けど、そんなことも気にならないくらい────


『あは、エリ姉ってば驚おどろいちゃった？　でも仕方ないよ』


『うんうん、仕方ないね。普ふ通つうの人が幽幻種なんて見たらビックリするものね』


「────ちょ、ちょっと！　ビックリとかじゃないってば！」


　思わず声を張り上げて、エリエは一歩後ずさった。隣となりに立つツァリの服をぎゅっと握にぎりしめ、奥の水すい槽そうを怖こわ々ごわと睨にらみつける。


「ね、ねえツァリさん。あ……あれって幽幻種？」


「そうだな」


　彼女の方は当然とばかりに頷うなずくだけだ。慌てた様子など微み塵じんもない。


　……護衛なんだから幽幻種もへっちゃらなのかな。


　……あたし、やっぱり幽幻種だけはダメだ。本当に怖い思い出しかないもん。


　シェルティスとユトと一いつ緒しよに行ったバーベキューで襲おそわれたこともそうだし、天結宮ソフイアが幽幻種の大群に襲われた時だってそうだ。沁しん力りよくが使えない自分では、幽幻種に抗あらがう方法なんてほとんどない。むしろ浮遊大陸オービエ・クレアのほとんどの人間がそうで、塔の中でも護ご士しだったり巫み女こだったり一部の人間だけが例外なのだ。


「エリ姉、怖いか」


「……うん。幽幻種だけは嫌いや。いつ襲ってくるかわからないし」


「その認識は正しいよ。が、今だけはその心配もないらしい」


「え？」


「私が目の前の幽幻種を恐おそれない理由は二つだ。一つは、小型幽幻種の一体や二体では私の暇ひまつぶし相手にもならないという単純な戦力差。もう一つは、向こうの水槽から魔ま笛てきをまるで感じないこと」


　糸のように目を細め、ツァリは奥の水槽を睨みつける。


「エリ姉、あの水槽は何に見える？」


「……飼育ってか培ばい養ようじゃないの？　ぶくぶく泡あわが下から出てるし」


「そうだな、天結宮ソフイアでも同じ危き惧ぐを抱いだいているようだったが……なるほど、現実に目にすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」


　にやり、まさにそんな擬ぎ音おん語がふさわしい様子で彼女の目が攻こう撃げき的に笑っている。


「培養という表現は一部正しい。だがその目的は培養ではないらしい」


「え？」


「単に水槽に入れただけなら、幽幻種は勝手に肥大化して魔笛を撒まき散ちらすはず。けれどアレはどうだ？　魔笛の霧きりもなく、まるで微び動どうだにせず止まっている」


「たしかに……」


　水槽に入れて飼育されているにしたって、あんなに静かなのは不自然だ。あれは眠ねむっているかのように動きを止めている。


「目的は、幽幻種を眠らせて封ふうじる結界実験。幽幻種を培養しているように見えるのは、それが幽幻種で実験する前に必要な措そ置ちだったから」


『…………うわ』


『…………すごぉい』


　響ひびく双ふた子ごの声に混じるものは、目の前の賢けん者じやに対する素直な畏おそれの感情だった。


「これが『重界計画』とやらか？」


『そうだよ。双子ボクらの最終目標は永久結界』


『うん、すごいね。これが完成したら皇おう姫ひ様も巫女様も要いらない。氷結鏡界にとって代わって浮遊大陸オービエ・クレアを永遠の楽土にできる。『世界意志』は言ってたよ。この結界が完成すれば、いつ幽幻種に襲われるかもわからない幻いつ想わりの楽園オービエ・クレアが、今度こそ本当の楽園になるって。異ボ篇ク卿らがこの楽園幻想を終わらせるんだって』


「……楽園幻想か」


　まぶたを閉じ、ツァリが双子の言葉を反復する。


「だがそれは、現状の氷結鏡界と大差ないようにも思えるな。巫女が結界を張るか双子が結界を張るかの違ちがいだろう？」


『氷結鏡界は、もう保もたないよ』


『うん、限界だね。禁断水晶の力がもうほとんど残ってない。最後の適格者になるはずだったユミィ・エル・スフレニクトールも穢歌の庭エデンに落下せず、禁断水晶との接触に失敗してしまった現状で望みはつきた』


　……ユミィ？


「え。ちょ、ちょっと待った。ユミィが穢歌の庭エデンに落下ってなにそ──むぐっ!?」


「なるほどな、大方の内容は理解した」


　言いかけた口を、隣の護衛に無理やり塞ふさがれてしまった。


「エリ姉、撤てつ収しゆうといこうか」


「ふぐぅっ!?」


「聞きたいことは聞いた。それに、どうも飛ひ空くう艇ていに異い篇へん卿きようが近づいているらしいからな」


『あ、バレた』


『バレたねー』


　くすくすっ。念話の奥に感じ取れる無む邪じや気きな悪意。


「お姉さんから子供たちに一つ教えてあげよう」


　双子に背を向けたツァリが、ふと横顔だけでふり返る。


「紗砂シヤサの……いや、皇姫サラの強さは氷結鏡界でも禁断水晶の加護でもない。千年揺ゆらぐことのない『人の意志』そのものだよ。本物の楽園というのは場所ではなく、その意志の受け継つがれる様を言うのさ」


『？　ノイエわからない』


『？　ノエシスもわからない』


　水槽に浮うかぶ双子に幽かすかな微び笑しようで応こたえ────


　直後。


　エリエを小こ脇わきに抱だき寄せたツァリの姿は、フロアの何ど処こからも消えていた。
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　殺人的な熱線が容よう赦しやなくふりそそぐ砂地。


　風の吹ふかない時刻では気温が五十度を計測することもあり、こうした環かん境きようでの長時間に及およぶ訓練は心身に過度の負担をかける。候補生たちの自主訓練に際しても、二人以上の組を結成することが鉄則だ。


「しかしよ……なんで俺の組の相手がお前なんだ」


「シェルティスが留守。モニカは部隊用の非常食と飲み物を買ってくると言ってました。もうじき帰ってくると思いますよ」


　スクワットを続けるヴァイエルに肩かた車ぐるまされた恰かつ好こうで、華宮カグラは真下に位置するヴァイエルの頭部を見下ろした。


「私が一緒では嫌ですか」


「代わり映ばえが無……痛いたっ、てめぇ人の頭を叩たたくんじゃねぇよ！」


「ほら集中。しかし私では重しとして不足ですね。もうちょっと体重のある護士がいれば良いのですが」


　機メ械ツ帽トをかぶったままあたりを見回してみる。


　肩車されたおかげで見晴らしはいいのだが、気温も最高ピーク時とあって他の自主練習組は一いつ斉せいに木こ陰かげに避ひ難なんしてしまっているらしい。


「このクソ暑いなかでクソ重い野や郎ろうなんざ背負ってられっか。おら、あと何回だ」


「あと十九回。これが終わったら逆立ちでフルマラソン制せい覇はだそうですよ」


「……何の冗じよう談だんだ」


「ユメルダ教官が徹てつ夜やで考えた新メニューの一つだそうです。昨日から取り入れたそうですが、あいにく成功者がまだいないとか」


「────」


　彼の方は無言でスクワットを続けるばかり。その呆ぼけたまなざしから察するに、返事する気も失うせたというところだろう。


「しかし珍めずらしいですね、自主訓練に自分から参加だなんて」


「うちの隊長が妙みように張りきってやがるせいだ。おかげで俺が寝ねてるってのに教官が殴なぐりこんできて、寝てる暇があったら訓練に参加しろだとよ……ひでぇ目に遭あった」


「モニカも気合い入ってますからね」


　……シェルティスの参加する任務から除外されて、それなりに辛つらかったはずですし。


　モニカが護士を目指すきっかけとなった双剣使いの少年は、三年前に穢歌の庭エデンに堕おちて殉じゆん職しよくした。しかし彼が生きていて、それが他ならぬシェルティス本人であること。そう知っているのは部隊の中で華宮だけだ。


　……紛まぎれもなく本人だから似ていて当然なのですが。


　モニカがシェルティスに対して抱く複雑な感情も、華宮は当然に理解しているつもりだ。けれど真実は伝えられない。伝えてしまえば、たぶんモニカは……喜ぶだろうけど衝しよう撃げきも大きいはずだから。


「何気にそれって、うちの部隊の不安材料かも」


「何か言ったか」


「いえいえ、何でもないですよ。それよりほら、あと──」


　あと五回。


　華宮がそう言いかけた矢先。





『なんでお前が──』


『全てを教えてあげる。あなたが望む事こ実とも望まない事こ実とも、そっくり全部。私は、そのためにいるんだから』





　異変は、突とつ如じよとして塔とうに発生した。


「……え」


　気のせい？　いま、聞き覚えのある声が塔の拡声器スピーカーから──


『見覚えありませんか」


『……『黄金』のマハが、幽ゆう幻げん種しゆの入った水槽を守ってた場所に似てる』


『一つ付け加えますと、あなたが黄マ金ハさんと戦った場所そのままですよ。ほら、あの奥を見てください。あの丘おかだけ草が剝はがれて土が見えているでしょう？』


　黄マ金ハ？　幽幻種の入った水槽？


　どういうこと、なんでシェルティスの声が塔の拡声器スピーカーから聞こえてきて……それに誰だれと話をしているというんだ？


「おいおい、あの野郎はいつ塔に帰ってきたってんだ？」


　汗あせを拭ぬぐいながらヴァイエルまでもが顔を上げる。


　彼にも聞こえたということは間ま違ちがいない。この声はシェルティスのものだし、聞こえてくるのも塔の拡声器スピーカーからだ。


「誰と話しているのでしょうね」


　気になるのはその点だ。黄マ金ハという名が出てきたことを考えれば異篇卿がらみ。シェルティスの話す相手が一いつ般ぱん人であるはずがない。


『幽幻種は世界に遍あまねく存在すると思っていましたか。そんなことはありません、たとえば穢歌の庭エデンにだって幽幻種の存在しない場所がある』


『……信じられない』


　──シェルティスの、この口調？


　普ふ段だんの彼が滅めつ多たに見せないほど、言葉には怒ど気きが……ううん、これは焦あせり？　色いろ濃こく浮きでた焦しよう燥そうの感情。味方に向けて話している雰ふん囲い気きとは考えにくいから、これは侵しん入にゆう先で戦っている敵との会話の可能性が高い。


　その間も、拡声器スピーカーは二人の声を塔に発信し続けて──





『穢歌の庭エデンに堕ちた貴方あなたなら納得してくれるはずですよ？』


『……やっぱりお前だったのか』


『ああ、塔へのメッセージの件ですか。ちゃんと伝わったんですね、良かったぁ』





「……ん。穢歌の庭エデン？　塔へのメッセージの件？」


　ヴァイエルが怪け訝げんそうに顔をしかめた、まさにその反応を見て。


　────そういうことかっ！


　ぞっとするほどの寒気と同時に、華宮の脳のう裏りを一つの予感が駆かけめぐった。


「シェルティス！」


　拡声器スピーカーは一方通行、こちらの声が届くわけがない。そう知っていてなお、華宮は拡声器スピーカーに向かって走りよった。


　……だめだ、止めないと！


　……いまの会話だけでわかった。これは────


「シェルティス、だめです！　それ以上話をしてはいけません！」


「どうした華宮。そんな機メ械ツ帽トまで脱ぬいで声を張り上げて」


「……モニカ」


　差し入れのつもりだったのだろう。両手に飲み物の入ったボトルを抱かかえた少女が、すぐ近くまで────つまりは拡声器スピーカーの真下にまでやってきていた。


　……まずいっ！


　……モニカだけは……これを聴きいちゃいけないのに。


「モニカ、いいところに来ました。ちょっと用事があるので一いつ緒しよに来てください！」


「なっ？　お、おいどうしたんだ」


　彼女の背を押して少しでも拡声器スピーカーから遠ざけようとして。





『なんで……なんであんな姑こ息そくな真ま似ねをしたんだ』


『我が慢まんしないでいいですよ、本当はもっと訊ききたいことがあるはず。たとえば、そう……『なぜお前は、僕が穢歌の庭エデンに堕ちたことを知ってるんだ!?』とか』





「…………シェルティス？…………穢歌の庭エデン……？」


　モニカの背が、小刻みに震ふるえた。そして、そんな彼女にかける言葉を華宮が見いだす間もなく、続けざまに絶望は再びやってきた。





『シェルティス、思いだして』


『天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕ちてしまったのですよ』





　拡声器スピーカーの声は静かに静かに、けれど抗あらがうことを許さず、塔の隅すみ々ずみにまで沁しみていく。


　最初は小さかった波ざわ紋めきもまた、刻一刻とその大きさを増していた。
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　──キンッ！


　美しく奏かなでられる剣けん響きよう。その音の鳴りやまぬ内に新たな音が鳴り響ひびき、重なり共鳴しあっては奇き妙みような和音を歌い上げていた。


「っく……！」


「おっと危ない」


　剣けん先さきが帽ぼう子しの鍔つばを切り裂さく寸前でかわす空白イグニド。跳とび退のいた先の着地を狙ねらって放った裏り拳けんも受けとめられ、逆に真横から振ふり上げられた剣をかろうじて弾はじき返す。


「息が上がってますね。疲ひ労ろう、それとも焦りですか？」


「…………」


　黙もく殺さつし、真下から空白イグニドの顎あご先さきめがけて足を振り上げる。


　チチッ──鋭するどい音が響くも、靴くつ先は相手の金きん髪ぱつをわずかに揺ゆらしただけだ。動きを先読みされてるかのように紙かみ一ひと重えで直ちよく撃げきを回かい避ひされてしまう。


「おぉ、また危ない」


　攻こう撃げきがあたらない。


　……どういうことだ？　何だ、この違い和わ感かん。


「────」


　わからないのは空白イグニドの技量だ。


　三年前までの、つまり穢歌の庭エデンに堕ちる直前に相当する自分の剣の再現だという。確かに動き一つ一つの癖くせ、連れん携けいまでも見覚えがある。だからこそ空白イグニドの攻撃を自分が避よけられるのも当然の理り屈くつ。


　……だけど、なんで僕の攻撃まであたらないんだ。


　背せ丈たけも伸のび筋力も増した現在は、三年前とは剣の型から根本的に変えている。三年前の再現である空白イグニドに攻撃が読めるわけないのに。


「嬉うれしいな」


　息一つ乱さぬ異い篇へん卿きようが、ふと感かん極きわまった口調で呟つぶやいた。


「心の奥で理解してるんですね。わたしが誰なのか」


「……僕がお前のことを？」


「ええ。あなたは無意識のうち、私に攻撃をあてないようにしてくれている。私に攻撃があたらないのはそれが理由です」


　胸に手をあてて空白イグニドは続けた。


「私は、あなたにとって一番大切な人ひ間とですから」


「っ……なにをっ！」


「本当ですよ？　だってあなたは、帽子の下の私の素顔を知らないでしょう？」


　帽子の鍔を指先でつまんでみせる。


「でもダメ。まだ見せてあげない。私の正体を明かすことができるのは、全すべてが終わった後のお楽しみですから」


「──冗じよう談だんも大たい概がいにしろ！」


「おおっ、また危ない」


　上段から剣を振り下ろし、相手が後ずさるのにあわせて真下から振り上げる。が、ほぼ完かん璧ぺきに上段へ注意を向けさせながらも、下段からの連撃があたらない。


　……無意識のうちに攻撃をあてないように？


　……そんなわけ……ないのに。


「お前が誰であったって僕には関係ない」


「それはなぜ？」


「……約束してる人がいるから」


「それはユミィ・エル・スフレニクトール？」


　彼女との約束まで知られていることに驚おどろきは感じなかった。当事者たる自分やユミィすら覚えていない事実を知っている相手だ、何を知られていようと覚かく悟ごはできている。


「美しいと思いますよ、それは私も心からそう感じます」


　口元の笑みはいつしか消えて、そう告げる異篇卿の口調は真しん摯しなものになっていた。


「ユミィは浮遊大陸オービエ・クレアを守る巫み女ことなってあなたを幽幻種から守り、あなたもまたユミィの千せん年ねん獅しとなって彼女を守る。そんな約束でしたね」


「だとしたら」


「ふふっ」


　親愛の情すら感じさせる弾はずんだ声。


「ああ失礼。いえ、本当にあなたはユミィのことを想おもっているんだなって。大切な人間というのは他にもいるでしょうが、さすがに彼女だけは別格だ」


「……幼なじみなだけだ」


「照れなくていいですよ。そういう純じゆん朴ぼくなところ私は良いと思います。だから……」


　懐かい中ちゆうから空白イグニドが何かを取りだした。





「あなたの周りの大切な関係、全部メチャクチャにぶち壊こわしてあげる」





　黒くろ塗ぬりの小箱。赤いランプと緑のランプが交こう互ごに点てん滅めつをくり返している。


「っ!?」


「物ぶつ騒そうな物じゃないのでご安心を。単なる盗とう聴ちよう器きですから。でも、これももう要いらない。十二分に役に立ってくれました」


　宙に放り投げられた機器が、イグニドの剣で真っ二つに切断される。


「……盗聴器」


「ええ。気づきませんでしたか、今までの話で私に触ふれる部分がまるで無かったことに」


　人差し指を天へと向ける空白イグニド。


「私たちの会話、都合の良いところだけ抽ちゆう出しゆつして生放送させて頂きました。さて問題、今までの会話を流していた場所はどこでしょうか」


「…………まさか」


　つっ、と冷たい汗あせが頰ほおを伝って地に落ちる。


　この数日前、空白イグニドから塔とう全域に一いつ斉せい送信された電メ子ー文ルのことを思いだせば、答えは自おのずと見えてくる。考え得うるかぎり最悪の答えが────


「天結宮ソフイアの全フロアに、今の話を強制送信させました」


　くすっ、と無む邪じや気きな微び笑しようをこぼして空白イグニドが肩かたをふるわせる。


「あらら大変。あなたの過去も、あなたとユミィの関係も、隠かくしておきたかった秘密が塔の皆みんなに知られちゃいましたね？」





　　　　５





『シェルティス、思いだして』


『天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇って助けた代償に、自分が穢歌の庭エデンに堕おちてしまったのですよ』





　天結宮ソフイア33階、正護士訓練フロア。


「…………」


　自らの操作する四つの鉄球を虚こ空くうに停止させ、イーシャ・イス・イシマエルは無言で拡声器スピーカーの音声を聞いていた。


「…………錬護士」


　傍かたわらに寄りそう禿とく頭とうの双そう銃じゆう士しが、ただ一言ぼそりと呟いて。


「あの候補生離ばなれした実力、そういうことか」


「……ねえジン」


　じっとうつむいたまま、無意識のうちにイーシャは拳を握にぎりしめていた。


「お姉様は……このことを知っていたのかしら」


「さあな。だが同じ錬護士だ、知らないとは言いきれないだろう」


「……そうね」


　頰の内側を嚙かみしめる。


　──あの双剣使いが錬護士？　しかも巫女のユミィ様と幼なじみ？


　……いえ、何より……穢歌の庭エデンに堕ちた？


　……穢歌の庭エデンに堕ちた人間が、浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどってきたというの。


「どうする」


「どうもしないわ、ただ上からの命令待ちでしょう」


　鉄球を自分の傍そばに呼びよせる。


「騒さわぎになるだろうな」


「騒ぎどころではすまないわよ、穢歌の庭エデンから戻ってきた人間が塔にいるだなんて。局長級の上層部が放っておくわけないもの」


　フロアの天てん井じようを瞬まばたきもせずに見つめ、イーシャは奥歯を嚙みしめた。


「…………この火は、燃え上がるわよ」
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『……何が言いたい』


『鏡に映った逆さまの世界だから、一番上が一番下で一番下が一番上──もうわかりますね？　天結宮ソフイアの最上階こそが穢歌の庭エデンの最さい奥おうそのもの。塔の２９１階、『楽園』と呼ばれるあのフロアの奥にはさらに、穢歌の庭エデンへと続く不可視の扉とびらがある』





　天結宮ソフイア地上階。


　ロビーに設けられた噴ふん水すいの脇わきに腰こしかけて、黒くろ髪かみの青年候補生はじっと目を閉じていた。


「ナッシュ、いまの放送聴きいてた!?」


「大声を出すなミュンファ、嫌いやでも聞こえてるさ」


　呼ばれた青年──ナッシュ・Ｇ・エンデルフィンが片目を開ける。


「ミュンファ、お前は巫女見習いとして入にゆう宮きゆうしたクチだったな」


「一年で諦あきらめた逃とう走そう組だけどね。で、アンタの言いたいことわかるよ」


　琴ことを小こ脇わきに挟はさんで女性の沁しん力りよく術士がこれ見よがしに嘆たん息そく。


「……知ってるわけないじゃん。なにそれ、塔の最上階が穢歌の庭エデンにつながってる？　そんな恐おそろしいの聞いたこともない。巫女見習いが知らないんだし、知らされてるのは巫女様くらいじゃない？」


「いずれにせよ下したっ端ぱに知らされる余地は無し、か」


「怒おこってる？」


「いや。ただ単に、面めん倒どうなことになるのが嫌なだけだ」


　ざわめきだつロビーを薄うす目めで一いち瞥べつし、苦々しく表情をゆがめた。


「塔に来ていた一いつ般ぱん人にも当然聞こえただろう。噂うわさが尾おひれをつけて浮遊大陸オービエ・クレア中に出回るまで、まあ一日かからないか……隠していた事実が大きすぎる」


「浮遊大陸オービエ・クレア中が混乱？」


「統政庁も巻きこむレベルだ、世界規模で騒ぎになる」
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　天結宮ソフイア２８７階。


「爛、爛はどこ!?　お願い、声が聞こえたら──」


「わーかってるってユミィ。ちゃんと来てやったから心配すんな」


　横開きの扉が口を開け、日焼けしたボーイッシュな少女が足早に歩いてくる。


「あら行動が早いわね～。さすがよ爛」


「そりゃあ今の放送聴いてりゃ嫌でも駆かけつけるだろ。久しぶりに非常階段を五段飛ばしで走ってきたぜ」


　おどけた様子で肩をすくめてみせるも、そう告げる千年獅の口調に普ふ段だんの余よ裕ゆうはない。


「ということは当然」


「ああ、俺や部下にも聞こえてる。今までの一連の会話全部、塔の全フロアに流されちまったと思っていいだろうな」


　歩みよるメイメルに爛が首しゆ肯こうで返事。


「……そん……な」


　腰から脱だつ力りよくし、ユミィは手元の椅い子すにかろうじてよりかかった。


　……こんなことって……いったい誰だれが何の目的で…………。


　あまりのことに意識が白はく濁だくし遠のいていく。


　シェルティスとわたしの関係は……幼なじみというのは別に知られたっていい。だけど彼が穢歌の庭エデンに堕ちた過去まで明るみに出たのが最悪だ。


　まず一般人が不安がる。それを局長たち塔の上層部が見過ごすはずがない。


　……今度こそシェルティスが塔から追放されちゃう。


　……ううん、追放されるだけならいい。場合によっては居住区にも行けずに、どこかの施し設せつに永久監かん禁きんされることだって考えられる状じよう況きようだ。


「メイメル、穢歌の庭エデンの話はどうなんだ」


「塔の最上部が穢歌の庭エデンにつながってるって話？　う～ん。そういえばサラ様から遠回しに話を受けたことはあったかも程度ね。放送から聞こえてくる声が何者か知らないけど、そっちは事実未確認で貫つらぬき通すつもりよ」


「わかった、そっちは巫女から公式に見解を出した方がいい。……で、問題は護士の方だ」


　眉み間けんに皺しわを寄せながら、爛。


「シェルティスが錬護士だっていうんで錬護士連中がまず不ふ審しんがってる。さすがに幹部だけあって騒ぎだす輩やからはいねぇが、真しん偽ぎを確かめたがってるのは少なくない。あと、部下の報告だと候補生だ。こっちは数も多いうえに浮うき足立って騒ぎだしてるのがいるらしい。例の電メ子ー文ルだな、人のかたちをした幽ゆう幻げん種しゆが潜ひそんでいるって送られてきた件。魔ま笛てきを帯びた護士ってのがソイツなんじゃないかってな」


「うーん……確かに候補生は人ごとじゃないでしょうね。昨日まで一いつ緒しよに訓練していた候補生が、実は穢歌の庭エデンに堕ちて魔笛を宿していただなんて」


　自らの頰に手をあててメイメルが溜ため息いき。


「気がかりなのは彼と仲の良かった候補生たちかしら。彼が魔笛を宿したことを知れば、彼のそばにいた自分たちも魔笛に感染しているんじゃ──そう思ってもおかしくない。となれば一気に不安が広がって大混乱よ」


「…………あ……」


「……ユミィ？」


　ソファーに座っていた春蕾が弱々しく立ち上がる。


「…………そう……だ……」


　……この任務が終わるまで忘れるつもりだったのに。


　メイメルの一言で思いだしてしまった。この任務が終わってからも残るであろう懸け念ねん。任務の妨さまたげになるからと頭から完全に切り離はなしていたはずなのに。





〝わたし、彼を好きになってしまったみたいだ〟





　……モニカ先せん輩ぱいに、もしも今の放送が届いていたら。


　先輩だっていきなりあんなこと聞かされたら驚おどろいて……ううん、それだけじゃ済まないかもしれない。きっと衝しよう撃げきを受けてしまうに違ちがいない。


「……そんな……つもりじゃ──────」


　わたしとシェルティスが幼なじみというのも、それを隠しておくとかそういうつもりじゃなかった。大切な話だからこそ時間をかけて、話す時と場所を考えたかった。


　……モニカ先輩の相談に乗ったのだって、本当に先輩のことを心配して。


　……でも、どうしよう。どうすれば説明できるというの？


　この状況で先輩だって動どう揺ようしてて当然だ。本当に一番良くないかたちで、先輩にシェルティスのことが伝わってしまったはず。


「…………どう……して」


　椅子の背に摑つかまる力すら失って、ユミィはその場に膝ひざをついた。
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「これで全部ですね」


　切断した盗とう聴ちよう器きが大地を転がるのを見下ろす異篇卿。


「これで全部、取り除けた」




[image: ]


「…………イグニド」


　握った手のひらから血が噴ふき出るほどに拳こぶしを握りしめる。


　……だめだ、堪こらえるんだ。


　……これがアイツの挑ちよう発はつなんだ、怒いかりに任せて叫さけんじゃいけない。


「おや意外？　てっきり激げき昂こうするかと思ったんですが」


「何が……何が目的なんだ」


「邪じや魔ま」


　空白イグニドの答えはたった一言。


「邪魔なんですよ、あなたの周りをうろつく者は全て邪魔。全部綺き麗れいに排はい除じよしたい。そうしたら、あなたはきっと孤こ独どくになる。深く深く悲しむでしょう？」


「僕に、恨うらみでもあるのか……」


　いまだに空白イグニドの正体は不明。しかしこれほどの執しゆう念ねんで迫せまってくる恨みを買うような相手、どれだけ過去を遡さかのぼっても記き憶おくがない。


「まさか、逆ですよ」


　帽ぼう子しに手をあてたまま空白イグニドが首を振ふる。


「孤独になれば、あなたに手をさしのべるのは私一人だけになるでしょう？　私があなたの全てになれる。だから、ですよ」


「……正気とは思えない」


「いずれわかります。私がまだ語っていない『鏡に映った残り半分の真実』を知る時に。三年前の真実を全て知った時、あなたは私を受け入れてくれるはずだから」


　折り目正しく会え釈しやくするや空白イグニドが背を向ける。


「シェルティス、あなたにはまだ真実の半分しか伝えていない。全てを伝える時が来たら、また会いましょう」


「──逃にがすと思うのか」


「人の心配より自分の心配ですよ」


　ざくっ。


　何かが肉を切り裂さく生々しい衝撃が、音でなく痛みとして伝わってきた。


　……僕の足？


「っ!?」


　膝にからみつき、太ふと股ももに牙きばを突つき立てる巨きよ大だいな白はく蛇じや。その牙からは粘ねん度どの高い透とう明めいな毒液が滴したたり落ちていて。


「良いタイミングです黄マ金ハさん。打ち合わせのとおりの時間ですね」


　黄マ金ハ？


「っく………………っっ……あ…………ぁ…………っ？」


　太股から臀でん部ぶへ、臀部から背中へ伝っていく激痛に声が出ない。大地に踏ふみとどまることも適かなわず、シェルティスは草原にくずおれた。


　……この蛇へび、前に見た……黄マ金ハの黄金六面体で創つくりだした毒どく蛇へびか。


「細さい胞ぼうをことごとく破は壊かいして筋肉と内臓にダメージを与あたえる出血毒です。猛もう毒どくですから、しばらく痛みで呼吸もできないと思いますよ」


　優ゆう雅がな微び笑しようでこちらを見下ろす異篇卿。


「黄マ金ハさん、そうしたら例の地点で白銀アルマデルさんと合流してください。私も天結宮ソフイアで用事を済ませたらすぐに向かいます」


「……っ……ぃ……」


「天結宮ソフイアで何をするつもりか、って？　言ったでしょう、『残り半分の真実』があるって。それを伝えるための下準備として巫み女こを一人頂いてくるだけです」


「…………!?」


「ああ、ユミィではありませんよ。巫女の第四位、春蕾・ピア・ヌクレネン。彼女の領域系術式は、わたしの目的の邪魔になるので…………ユミィは最後です」


　重要なはずの計画をこともなげに告白してみせる。


　どうせ止められないでしょう？　帽子の下の挑発的な視線がそう告げていた。


「それじゃあシェルティス、またどこかで」


　鍔つば付き帽ぼうを持ち上げる空白イグニド。


　淡あわい金きん髪ぱつがさらさらと風にたなびいて……漆しつ黒こくの異篇卿の姿は、さながら風にさらわれるように消えていった。


　残されたのは、猛毒に全身の自由を奪うばわれ大地を這はう少年ただ一人。


　風のささやきだけが舞まう草原で。





「─────────────────っっっ！」





　シェルティスは、声にならない叫びを上げた。




　エピローグ　『だから少年は塔とうを目指す』
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　たなびく雲が茜あかね色いろに染まる頃ころ。


　浮遊島ラグーンの断だん崖がいから眺ながめる天上の端はしが黒に染まり、渦うず巻まく風が徐じよ々じよに冷たくなっていく。


「ホルンちゃーん、いま寝ねたら死ぬよー？」


「……夕ゆう陽ひが眩まぶしかっただけだ」


　飛ひ空くう艇ていの客室にある後部座席を二つつなげて簡易ベッドをつくり、ホルンは仰あお向むけに身体からだを横たえていた。……目を開けるのは……五分ぶりか？


「どのみち内臓の危険な部位じゃない。寝たところで問題ないだろう」


　縫ほう合ごうしないかぎり、いくら止血したとしても限界はある。わずかずつにじみ出ていく出血のせいで目め眩まいがする。あまり目を開けていたくないのだ。


「イシュタルが縫ぬってあげようか。お裁さい縫ほうは大得意だよ？」


「……遠えん慮りよしておく」


　嬉き々きとしてミシンを持ちだす錬イ護シ士ユ筆タ頭ルを押しとどめ、ホルンは自分の左ひだり肩かたを見やった。包帯を幾いく重えにも巻いた肩。鈍色ベルトマーの弾だん丸がんに撃うちぬかれた肩──指先が動くことを考えれば、この先左手が麻ま痺ひするという事態は免まぬかれるか。


　……鈍色ベルトマー。


　……対策くらいは考えておくか。


「よー。こりゃこっぴどくやられたな」


　にわかに静せい寂じやくを破ったのは陽気な男の声だった。


　認証番号付きの電子扉とびらが開き、広鍔帽子カトルマンハツトをかぶった男がのっそりと客室へと搭とう乗じようしてくる。その後ろには、彼に付き従う女性部下。


「……負傷報告ダメージレポートはしたはずだ」


「おう。報告ってのは大事だぜ、おかげでおおよその状じよう況きようは察しがついた。なあ黒ク猫ロ」


「私たちも似たようなものですからね」


　そう応こたえる女性は、出発時のスーツではなく薄うす茶ちやのシャツ一枚という装よそおいだった。一方、元々それを着ていたはずの第九ヒユーイツクは素す肌はだの上に直接ジャケットという出いで立ちだ。


「……焼かれました。給料三か月分で買ったばかりのスーツ」


「五体満足で帰っただけ儲もうけもんだろ。いやぁ、こっちも危なかったぜ。危あやうく炎ほのおの波に呑のみこまれるとこだった」


　さて──溜ため息いきをついて第九ヒユーイツクがあたりを一いち瞥べつ。


「帰宅する顔ぶれはこれで全員か」


「そだよー。シェルティスとレオンはね、なんかもう浮遊島ラグーンにいないみたいなの」


　操縦室の扉が開き、操縦士であるエリエがひょっこりと顔を出す。


「よぅ機長。そっちは無事で何よりだ」


「……驚くぞ」


「ん？」


　エリエに向かって手を上げる第九ヒユーイツクを見上げ、ホルンはゆっくりと言葉を吐はきだした。


「おそらく……私たちのなかでもっとも深く連中の拠きよ点てんに潜もぐっていたのが彼女だ」


「は？　そりゃどういうこった」


「自動運転になったら話してあげる。とりあえず今は出発しちゃうよん。ほらユト、そっちの席に座ったらシートベルトだよ」


　のほほんとした面持ちで頷うなずいて、エリエは再び操縦室の扉を閉めた。
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「千レ年オ獅ンが一方的にやられたとな。あの浮遊大陸オービエ・クレア一の大たい剣けん使いがね」


　客室の窓に差しこむ夕陽。


　真っ赤に染まった座席に身を預け、第九ヒユーイツクは苦々しく息を吐きだした。


「ホルンの姉ちゃんよ、それは巫女様からの情報だな？」


「ユミィからの念話だ。敵の沁しん力りよく術士に漏もれる可能性があるからと、本当に断片的な情報しか伝えずに念話を切られたが」


「滝たき壺つぼに落ちて生死は不明。……残る兄ちゃんはどうなんだ」


　シェルティスのことを指しているのだろう。客室の隅すみに座るエリエが一番に反応し、わずかにだが寂さびしそうに瞼まぶたを落とした。


「イシュタルがホルンちゃんと聞いた念話のなかだと、なんだか別の意味でやばそう」


「別の意味。戦いとは別にか？」


「そそ。ユミィ様がしきりに『シェルティスを止めて！』って」


「……罠わなにかかったか？」


　組んでいた足を入れ替かえ、頭をよぎった単語を口にする。


「ちぃっとわかんねぇな。異篇卿が罠ねぇ」


　第二位のナタラーシャと第四位のベルトマー。


　拠点で待ち受けていた異篇卿は、どれも絶対の自信をもって正面から姿を現した。奇き策さくと呼べるものはあっても罠を張るような人間はいなかったはずだ。


　……兄ちゃんの相手だけ特別だったってことか？


「何か目的があったのかもしれません」


「まあ待てや黒ク猫ロ。兄ちゃんに対してか？　千せん年ねん獅しや巫女に対してならともかく、あの兄ちゃんは候補生だぜ。そんなすげぇ情報なんざ持ってねぇだろ」


「ある」


　客室に響ひびきわたったのはイシュタルによる言の葉だった。


「これはイシュタルの勝手な想像だけど……彼自身が記き憶おくしているのかは別として、彼はたぶん二つの情報を持ってるよ。一つはユミィ様に関すること、もう一つは穢歌の庭エデン」


「そりゃどういうこった」


「ちょっと調べればわかるけど、彼はユミィ様の幼なじみだからね。あと穢歌の庭エデンの方は、これは彼の個人的な事情になるからイシュタルの一存じゃ話せない。聞くならメイメル様が妥だ当とうかな」


「それだけわかりゃ十分だ。とにかく異篇卿が執しゆう着ちやくするような情報が兄ちゃんにはあるってことか」


「もっとも、今どれだけ考えても想像の余地を出ませんが」


　そう告げる黒ク猫ロは窓ガラスの先、流れるように移り変わる雲模様を眺めていた。


「千年獅レオンが生死不明、私たちもこの有様です。全てが全てとは言いませんが……総じて言うならば誰だれもが返り討うちにあった状況。初戦は我々の完敗でしょう」


「いいんだよ。初うい陣じんなんてそんなもんだ」


　焼けこげた帽ぼう子しの鍔に触ふれ、第九ヒユーイツクは自じ嘲ちようとも苦笑ともつかぬ笑みを浮うかべてみせた。


「異篇卿って連中がそろいもそろって厄やつ介かいなのは理解できた。今はとにかく情報だ。異篇卿の個々人についての情報は多少なりとも手に入れたが、奴やつらの目的を突つきとめるのが先。対策はそっからで十分間に合う」


「……あ」


　ぽつりと、いままでじっと耳を傾かたむけるだけの少女が顔を上げた。


「どうした機長」


「さっきの話。あたしさ、その異篇なんたらっての拠点入ってみたんだけど、そこで色々と教えてもらったよ」


「ホルン様が言っていた件ですね。何でも、我々が心配で後を追いかけたとか」


　感心半分、呆あきれ半分といった面持ちの黒ク猫ロ。


「うんうん。ツァリさんていう人が護衛役してくれて、一いつ緒しよに歩くだけであっという間にノイエとノエシスの部屋に行けたの」


「……よく無事だったな。というかツァリってのは誰でノイエとノエシスってのも誰──ああ、いや、細かいことを聞くのは後回しだ。嬢じようちゃんが見て聞いたことだけ先に喋しやべってくれたらいい」


　視線で先を促うながすや、少女の方はぼんやりと天てん井じようを見上げて。


「んと、あたし沁力とか天結宮ソフイアとかの話って全然知らないのよね。だから話も半分くらい理解できてないんだけど、何だか重要そうだったのは……えっと、ノイエとノエシスが最後に言ってた計画がどうとか」





「──『重界計画』」





　エリエではない。


　声の発生源は彼女の真後ろ。にこにこと座席に腰こしかける幼女によるものだった。


「皇おう姫ひサラと五人の巫み女こに替わり、新たな結界によって浮遊大陸オービエ・クレアを穢歌の庭エデンから隔かく離りする。その実行主体は異篇卿だが、そもそもの計画の提唱者を含ふくむ一いつ切さいの詳しよう細さいが不明」


　一切のよどみなくそう告げる幼女。


「────って、エリ姉がさっきユトに教えてくれたの」


「およ？　そうだっけ」


　のほほんとした面持ちのままエリエがふり返る。


「うんうん、エリ姉が教えてくれた」


「そっか。まあそんなわけで、そういう計画があるっぽいの」


「……問題は動機だな」


　その場の皆みんなを代弁し、第九ヒユーイツクは自らに言い聞かせるつもりで口にした。


「結界を張るって目的はいい。だがその動機は何だ？　皇姫に代わって浮遊大陸オービエ・クレアの守護者になるって感じの連中には見えねぇ。そもそも結界なら、今だって氷結鏡界が機能してると思うのが普ふ通つうだろうに」


「それなんだけど……なんか、ちょっと怖こわいこと言ってた」


　少女の快活な瞳ひとみに混じる幽かすかな逡しゆん巡じゆん。


　躊躇ためらいと不安、恐おそれと怯おびえをにじませた瞳でじっとこちらを見つめてくる。


「なんだ、言ってみろ」


「んと──」


　そして、エリエの言葉が再び客室に永い永い沈ちん黙もくをもたらした。


「皇姫様の氷結鏡界は……もう限界なんだって。禁断水すい晶しようの力が残っていないから」
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　その夜。


　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアは、珍めずらしくも大陸全体が豪ごう雨うに襲おそわれた。





　──冷たい雨だった。


　ひとたび濡ぬれれば骨の髄ずいまで痛みを感じる凍いてついた雨。まるで、氷の結けつ晶しようがしずくの形そのままに降ってきた……そんな雨だ。


　樹海の木々の葉を打ち落とす勢いで打ちつける天の涙なみだ。周囲にこだまする水の爆ばく音おんは、雨音の範はん疇ちゆうを超こえ、もはや滝と呼んだ方がふさわしいかもしれない。


　どれだけ降り続いていただろう。


　漆しつ黒こくの曇どん天てんから降りそそぐ雨は、降り始めて数時間経たつ今もなお、衰おとろえる気配を見せていなかった。


　ぴちゃ……


　夜の帳とばりが降りた草原に、小さな小さな飛沫しぶきが生まれた。


　轟ごうとうなりを上げる世界の下で、星明かりになにかが照らされる。おぼろげな光の下で、水みず浸びたしの丘きゆう陵りようを這はいずりながら進む黒い影かげ。


　──それは一人の少年だった。


　十代の半ばを過ぎた歳としだろう。月の輝かがやきを、紫むらさきに近い鳶とび色いろの髪かみが光を反射する。


「……っ……っぅ………………っッ」


　悶もだえ苦しむような、声にならない嗚お咽えつを漏もらし、少年が凍てつく雨の中を這いながら進んでいく。


「……は…………っ……ははっ……」


　……そういえば、数年前にも同じことがあったっけ。


　忘れていた記憶。


　あれは、自分が穢歌の庭エデンから帰き還かんした時のこと。土ど砂しや降ぶりの雨のなか、全身傷だらけの状態で歩くこともできず、今のように道路を這いずっていた。


　……あの時と同じか。


　全身の負傷のかわりに、今は全身の自由を奪うばう猛もう毒どくに冒おかされて。


「……っ……くっっ……」


　毒に冒され呼吸すらままならない状じよう況きようで、それでも少年はどこかを目指して進んでいた。


　半死人のような状態で、身体からだを数センチずつ前へと進めていく。


　終わりの見えない草原を進んでいく。


「────っ！」


　伸のばした手が草を摑つかむ寸前で、少年はとうとう頭から地面の水たまりへ沈しずみこんだ。


　手を伸ばした姿勢そのままに泥どろ水みずの中へ。


　動けなかった。頭上から降りそそぐ凍てついた雨に全身の体温を奪われて、全身を蝕むしばむ猛毒に身体の自由を奪われていたから。


　……ちゃぷん


　薄うす暗ぐらい草原に、再び小さな波は紋もんが生まれた。


　おぼろげな星明かりの下、ぼんやりと人ひと影かげが浮かび上がる。


「…………」


　その足音に、倒たおれていた少年がかすかに顔を持ち上げた。


　凍こごえる夜の下、身体のラインがわかるほど密着した法衣をまとう人影。


　街灯の微び弱じやくな明かりゆえ顔までは確認できない。しかし法衣を内側から押し上げるように浮かびあがる豊ほう艶えんで蠱こ惑わく的な身体の曲線から、それが女性であるのは幼い子供でも容易に識別ができただろう。


「シェルティス」


　艶つややかな朱しゆ唇しんでしっとりと微笑ほほえみ、その女性が天を仰あおいだ。


　若い女性。その声こわ音ねから受ける印象は二十代前半、あるいは中なか頃ごろだろう。


「シェルティス・マグナ・イール、お前は……どこまでの真実を知った？」


　──神秘的な光景。


　凍てつく雨が、女性の身体に触れる寸前できらきらと輝きながら弾はじかれていた。


　まるで透とう明めいな光の壁かべが、彼女と雨とをへだてて存在しているように。


「…………」


　目の前の彼女を、焦しよう点てんの合わない瞳で少年が見上げる。


「ふ、もはや答えるだけの体力すら残っていないか」


　女性が少年に向かって手を差しのべる。





「────要らない」








　その一言に、伸ばしかけた手が止まった。


「要いらないとは？」


「……あなたの手は借りたくないんだ。今は……僕が自分で……歩きたいから」


　見る者が見れば驚きよう愕がくに目を見開いただろう。


　雨に体温を奪われ、猛毒に冒され指先一つ動かせないはずの少年が、よろめきながらもその場に自分の足で立ち上がっていた。


「……ツァリさん……でしたっけ」


「ほう？」


「思いだしました。……これだけは空白イグニドに感謝しなくちゃ」


　うつむく少年の表情はわからない。


「……ありがとうございます。あの日、僕のこと助けてくれて」


　一歩。


　また一歩、大地を踏ふみしめて少年が歩きだす。


「でも、もう大だい丈じよう夫ぶです。僕は……もう……目指す場所を見つけたから」


「二年前とは違ちがう？」


「……違います」


「この雨で？　その身体でか？」


「大丈夫……です」


「そうか」


　暗がりのなか、ツァリと呼ばれた女性が口元をやわらげた。


「なるほど、今のはわたしも少々無ぶ粋すいが過ぎたらしい。そうだったな。お前はもう、彼女との再会を果たしているのだから」


　彼女の微笑。


　自宅に戻もどってきた子供を迎むかえる母親のような、微笑にも近い優しげな表情で。


「だからお前は塔とうを目指す、と」


「はい」


　……僕は、空白イグニドに負けた。


　……僕は、本当は穢歌の庭エデンに堕おちる運命ですらない一いつ般ぱん人だった。


　人間の持つ沁力という世界の理ことわりに拒きよ絶ぜつされて。


　禁断水晶の力を受け継つぐという運命からも爪つま弾はじきにされて。


　………………そんな僕が。


　…………


「そんな僕でも……戻りたい場所があるから」





〝わたしが結成する部隊に入ってほしいんだ〟


〝ああ、良かった。あなたはわたしの問いに答えてくれた。これでわたしも、ネルの民たみの誇ほこりにかけて、あなたの信しん頼らいに応こたえることを約束できます〟


〝しょうがねえから……その、なんだ…………気が向いたら面めん倒どうみてやる〟





　モニカと出会ったところから始まった部隊結成。黄マ金ハとの戦いを経て華宮カグラに認められ、統政庁への任務に参加する過程でヴァイエルとも知り合った。


　三年前、ただひたすらに昇しよう進しんだけを目指していた自分に足りなかった『仲間』たち。





〝お、ほんとだ。シェルティスお久しぶり！〟


〝シェル兄あの塔のこと嫌きらい？　ユト好きだなー、キラキラ光ってて綺き麗れいだよ？〟





　塔から追放されたことで出会い、そして塔に帰還した今も自分を慕したってくれる友人たち。自分のもっとも苦しい時期を支えてくれたのが、ほかならぬエリエとユトだった。





〝言ったでしょ、わたしとキミでは目指す頂点が違うの〟


〝さっさとここまで上がってこい。お前がいないと俺の訓練も張り合いがない〟





　穢歌の庭エデンに堕ちる前からの旧知。


　選べたはずの千年獅への道を選ばず自分に託たくしてくれたイシュタルと、千年獅になった今も自分の無二の親友でありつづけるレオン。


　そして……。





　──今度こそ、キミがわたしの千年獅パートナーになってくれるのを待ってるから。





　塔の頂点で祈いのりを捧ささげ続ける巫み女こたる少女。


　彼女は……彼女だけは、このまま一人きりになんてさせたくない。待たせっきりだなんて、そんな悲しい想おもいはさせられない。


「少年、それがお前自身に訪おとずれた変化だよ」


　透明な光の膜まくに包まれたツァリが両手を広げる。


「かつてお前が天結宮ソフイアという塔を登ったのは、単に千年獅の地位を得るためだった。それが今、お前は塔の仲間を想い、ユミィとの約束を守るために塔を登ろうとしている」


　塔を目指す理由。


　何かを得るためではなく、何かを守るために。


「難しいぞ？　雛ひな鳥どりのようなものさ、捕つかまえるだけより守り育てる方が遥はるかに難しい」


「────僕は」


　小刻みにふるえる足で大地を踏みつけ、ツァリの眼前で踏みとどまった。


「……まだ……やり残してることがある」


　穢歌の庭エデンの魔ま笛てき、そして第七真音律エデン・コード。


　空白イグニドから知り得た三年前の事実のなかに、それに関連するものは何一つなかった。


　……まだ何か秘密があるってことなんだ。


　……僕に関かかわることで、まだ誰だれにも触ふれられずに残ってる「何か」。それこそが、きっと穢歌の庭エデンと空白イグニドに対する最後の希望になる。


　ユミィとの約束を守るための鍵かぎになる。




[image: ]


「僕が……諦あきらめないかぎり、まだ終わらないはずだから」





　運命から拒絶され、世界の理からも拒絶され、それでも少年は塔を目指す。





「全部、今度こそ失いたくないものだから」


「──二年間」


　にわかにツァリが顔を空へと向けた。


「二年間、私はお前のその言葉を待っていた。お前の監かん視しとして。そして、あの日の無力だったお前を見守る者として」


　暗い夜空に、彼女の吐と息いきが白く濁にごって混ざりあう。


「が……それも今日で終わりだな。雛鳥だったお前も巣立ちの時だ」


　吐息が風にさらわれる。


　白く輝かがやく息が夜の隙すき間まに沁しみこんでいくのを見つめながら──


「お前に皇おう姫ひやユミィのような沁力は無い。だがな少年、沁力も禁断水すい晶しようの加護もそんなものは関係ない。人の強さとは、まさにお前の内にある『意志』そのものだ。本物の楽園というのは場所ではなく、その意志の受け継がれる様を言うんだよ」


「……本物の楽園」


「そう。かつて紗砂シヤサが、そして機神イリスが千年先の未い来まに託した可能性。それを、今、お前がお前自身の意志で受け継いだのさ」


　そして。


　深い黒こく瞳どうに輝きを点ともし、ツァリはシェルティスの背を見送った。





「三年前。お前がユミィに代わって穢歌の庭エデンに堕ちたこと、それが終わりなどではなく、未来を────穢歌の庭エデンに囚とらわれた禁断水晶を解き放ち、浮遊大陸オービエ・クレアに『約束の地ツアラベル』をもたらす新たな可能性であると証明してみせろ」






[image: ]







　あとがき







　空くう白はく洗せん礼れい。全すべてを洗い流す無慈悲な儀ぎ礼れいの後に残るは絶望か、それとも……





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


　つい最近書き始めたと思っていた『エデン』も早七巻。エピソードＩにあたる第一楽章のクライマックスにあたる巻がやってきましたが、いかがだったでしょうか。


　物語全体にかかわる世界観の秘密もかいま見え、宿命たる敵も徐じよ々じよに明らかになってきた今巻。シェルティスやユミィをはじめ、周りの面々にも少しずつ心の成長が訪おとずれてきて────これを受けた第二楽章エピソードＩＩもますます盛り上がる内容になるよう、そのつもりで頑がん張ばれればと思います。





◆近況のこと


　ブログでも報告したとおり、今年の四月に職場が異い動どうになりました。前の職場には二年間ほど居たのですが、やっぱり自分の席を去るというのは寂さびしいものだなぁと。学校の卒業式に似た物寂しさは久しぶり。さて、新しい職場で一年間無事に過ごせるかドキドキだ……





◆お礼


　ある意味、今回の『お礼』が最後になってしまう方がいます。


　先月、細音のデビュー作から『エデン』のここまでを支えてくださった編集Ｋさんの担当替がえがありました。五年間もお世話になった方で衝撃も大きいですが、今まで教わったことを土台に今後も奮ふん闘とうすることをこの場で誓い、御礼に代えさせて頂きます。


　そして新たに担当を引き受けてくださった編集Ｓさん、さらにはエデンに美び麗れいな彩いろどりを与えてくれるカスカベアキラさん、これからもどうぞお力ちから添ぞえ頂けるよう、よろしくお願いいたします。





◆次巻予告


　ねぇシェルティス、感じるでしょう。世界でたった一人の異い端たんであることの悲ひ壮そう。


　自らを知り、世界の理ことわりを知り、あなたはどこへ向かうというの？





　天結宮ソフイアに帰還したシェルティス。


　しかし時既すでに遅おそく、天結宮ソフイアは混乱の渦うずに呑のみこまれつつあった。イグニドによって告げられた事実に震える浮遊大陸オービエ・クレア。そして音を立てて崩れ落ちていく絆。悲鳴と不安が渦巻く塔で、帰還した少年の決死の叫びは届くのか。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　物語も折り返しを迎むかえ、後半戦に突とつ入にゆうです。


　それではまた九月、『氷結鏡界のエデン８　悲想共鳴─クルーエル・シャウト─』でお会いできますように。


（楽章エピソードごとに、タイトル構成もちょっとずつ変わるかも？）





　二○一一年　四月下旬




細音　啓




　ブログ：http://sazane.exblog.jp/




氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン７


空くう白はく洗せん礼れい





細さざ音ね　啓けい
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